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才2部 価格分ならびにずひ

»13 価分折の方法 た 材料

まえがき 

価格分析は、過去の価格動ならびにそれに関した術給要因の研究である。それは特 

定期間ある方法で如何に、何故価格が連勤して さたかの説明をする こ とである。

2. 価格分析の用途

価格分折は以下の 5項目に分されるよ うな沢山の相違した用途がある。

1 ) 古いないし新しへ価価ならびに価格原理の館明と樹立に。

林次学は大部分面格関係にかんする 科学である。価位な らびに価格を取扱つてい 

る大部分の紙済理論は、演繹的 ならびに質的推論に準拠 している。この理論は帰納 

的ならびに量的方法により検討され、硫定され、棄却され、推敵され、 あるいはぬ 

練 される必要がある。量的価格分析はめつたにとの目的を主ﾡ点としては実行おれ 

ていないが、価格分析学者は、価格理論に大いに貢戦してさている。

2 ) 現在の価格諾条件の説明に。

商品価格の連続的変化は、価格分析を必要とすそ 上 うな連統的な問題ないし課題 

を世供する。たとえば、192 9年後数年間における豚価格の下落は、多くの人々 

に よ り i接市場山 商direct marketing が原因であつた と考え られ、そ し 

て直接市場出 荷禁止立法が要求 された。不満足な 豚 価格の 原因は別の関因に あつた 

と と を明白に した価格分析は、この疑わしへ問題を明 らかにするために使用された 

主要な方決の一-つであつた。

3 ) 典業条件改善に対する現在の計画の可能な効県分析に。

ォ 1 章におい て は、これe の沢山の提案は 価格分析の統計的方法を除いては効果 

的に評価でぎないこ と を しめした。実際総ての経沢度は直接間接価格に関逃を も 

つている ので、価格分析の諸方法は伝ﾡ明な選択 と効求的な行政に対して大いに貢 

献できる。

4 ) 普理的決定に。

価格分析は取引な らびに宜伝政東の決定にあたつて、企業あるいは別の機関によ

大いに利用されている。特に農産物を軍扱ら商会において然りである。 ユ1



5 価格予測にo
オ1においへては、価格知ゐの使用なし突際の適用につて概述された。これ 

らの沢山の利用は価格予調を含んでいるととが想起されよう。価格分析は、風々O 
価格予測方法を確立する益経である。

3. 農業価格分析の実施機関

今日で、農業価格分析に対する最も重要な貢献は、 アメリカ農務省の農業経務局、就 

中統計ならびに歴史調査部 the Division of Statistical and His- 
torical Researchc上りなされてきた。

最近農事試験場 the agricultural experiment stations は価格 

分析の分野にﾡ値ある沢山の貢献をな して きた。レーランド スクンフォー ド大学の食量 

研究所の上うな、ﾡ々の個人的な財団研究所は、また若干の貫献をおとなつてさた。ッカ

大学に関連したコーズ = ミ ッンョンは特別に新しい研究方法の発展と試験に積極的 

に貢献してきた。

農産物を取扱つている2.3の商社は、貯蔵時期、在荷品の将来の販価格等の彼等自身 

の岡題解決に関連した価格調査をおとなつている。一般に、かゝる分析の結果は利用され 

て きなかつた。との価格調査部門は将来大いに発達する ェ う に思われる。

4. 価格の分析方法

しばしば価格分析は統計的分析と同義語である と考え られている。これは正し く ない。 

唯単に統計分析ﾡ術だけでは効果的な価格分析をおとなうために全く不充分である。価格 

は正式的な統計技術を使用するととなしにも分析しうるであろ う。価格分析は次の 技術の 

1ない しそれ以上の技術を意味する。

1ゝ 質的方法Qualitative

たとえ、 オ1次世界大戦後におては馬に代つてトフツクならびに トラツクター 

が急激に使用されるようになつたととが、飼料作物の禱要を減少させ、価格を下ﾡさ 

せ、そしてそれが別の家新の生旅流を刺級した原因であると考えられる。沢山の原因結 

果は 統計的ない し数量的に調 定するととがでさな い故に cの種の ﾡ的 な い し源料的ﾡ 

論は、価格分析の上に重要な位置を占めている。特にそれは数量的分析の不完金さに

2 上bのこされたギヤップの補ﾡに、 また純粋の統計的操作に上り生ぜられる誤つた描

論を補正する こ とに使用される。

2) 量的方法Semiquantitative

前においへて説明 した質的分析の実例において、も し推論が馬力に対する機械力の 

代替ﾡ度、かくておさかえられた推定飼料数量、ならびに飼料の生産に必要とされて 

さ た推定土地面積 を しめ す資料で補足 されているならば、たとえ これ ら の 要因 と 価格 

間の関係を しめす努力がなされていな くても、この分析は部分的には数量的な ものと 

なる。

3ゝ 量的方法Quantitative

さて、も し飼ﾡ作物な らびに家ﾡに対する需給曲線を作成するための実際の資料が 

東集でさ、そして原因結果のIIに理論的に正確な関係が存在しているならば、数量的 

分析は充分採用しうるであろ5。時にとういつたととが可能であい、時には一部分の 

問題についてのみ政量的に評価する こ とが可能であ b、 た時には全く ﾡ的ない し演 

料的推論に よると とが必要の場合がある。これ らの諸方法は否定して もいけないし、

た逆にかいかぶりすさでもいけない。科学的分析をﾡ笑する人々、ならびに数量的 

証明によつて結論を子スト出来ないような分析学者の項献を常にけなす人々はいナれ 

も正しくはない。数量的分析と質的分析のﾡ全な結合こそ望ま しいのである。

5. 原因と結果Cause and Effect
ある経済半者ならびに統学者、就中価格に関係する部門におけ る経許学者な ら びに統 

計学者達は " 原因い とい5 ﾡ葉に様題 を もつている 上 う に思われ る。こ の伝統に よれば、 

かりそめにも、"価格の下落は、 によつて敷起された»,と下溜価格は.  c上 

つて決定されているととがこの分析により明白にされているい 等とは滅多にいわない。も 

レ価格下落が、それに関係をもつていへると考えられる別のﾡ因の変化に上り始められ、な 

Wしは伴われるならば、 それは"価格下落は市場供給の少に関連をもつている., ないし

"価格変化は  と関連している» 等とい うのカ醃当で ある。

こうvつた"原因・ といつた言葉の使用禁止は極端におこなわれてさたように思われる。 

しかし適度のﾡﾡさをその言葉の使用にあたつてもつことには理由がある。つま p しばし 

ば原因と結果を区別する と とが常に困難であるとと、あるいはなる関連運動と因果関 

係とを区別するととが困難であるからである。

た と父ば豚肉価格の年変化は明かに、脈内市場供給の変化な らびに牛内価格の変化に上



り説明されてさた。このことから牛内価格の変化は、原内価裕の変化の原因であるといつ

た描論に飛躍ﾡることは容易である。後になつて、訳内価格の変化はほとんど完全に市出? 

供給 と 消費者所得に より説明されることが見出 された。明 らかにﾡ内価格の年次変化を説 

明するためにﾡ争牛肉価格を使用する必災はなかつた。この相迎の理由は、牛内価格は、 

豚 内価格 と同じく 国内現要条件の変化 によb 影響 をうけているということによるのである。 

それ故、必然的に、銀争関係は別にして、牛内と原内価格変動のUには密接な関係が存在 

しているのである。要因間の関ﾡ を しめす分析か ら場さ出 される原因 防 果にI対す る設つた 

結論の沢山の例が引用でさる。

この重要な考慮を心に留めて、個格分析学者は、 tなる関association を原因 

緒果として説明するととを恐深く回避すべさである。2ないしそれ以上の旅製因の同時 

的郊動は、論理的関係にど意をむけるような条件を硫立する。他方、 %し問題の注意深い 

分析に より因 果関係の存在が指摘 されるならば、知的明 気の不足に上 b" 原因いとい51 i 
菜の使用 をためらう べきでないであろ う。

6. 価格分析学者の目的、計西、武器、材料ならびに技術

家を確設せんとする請負人は、目標つまり完全な宗といつた明ﾡな目的をもつている。 

同じ上うC、価格分析学番も、 もし明ﾡな目的をるつていへるならば、何物か を成しとげう 

れるよう に感われる。この 目的は一定期間にあ る 豚価格の連動の 説明 と いつた よ う に狭ま 

く、専門的でめる場合もある し、 た上しつ、ある商品価格に対する提楽計画の成功な

し失敗に関係するﾡ因の研究といつた上 うにかな り一•吸: 的である かも しれないo
家をたてんとする跡負人は計面と設計書を もつていな く てはならない。価格分析学半者も 

また分析前にできるだけ詳細に概述された計画面をもたな く てはならない。

請負人は彼の工作者達の道具をもたねばならない。価格分析学番の物的器具は、グマフ 

用紙、単純な作図器具、計算牌等により 制限を うける。彼の精紳的道具は ヨリ 也':"•わ し 

彼は少な く と も本的な統的方に馴知していな く てはならない。そ してかゝ る方法に 

精通する ととなしにはョりつさすゝ んな分析を すゝめ てはい け ない。彼は去 た経原論な 

いし価格理論の知品を もたなくて はなる まい。この知識の不足は重大な設醒を必ず招来す 

る。価格分析にャいて使用されている単純な若干の統計的方法は次ﾡにいへて記述するで 

あろう。価格理論は最初の 章において取扱つている。

4 更負人のよ うに、価格分析学者は材科を もたなくてはならない。材料は和々の源泉から 

得られたﾡ料上 b情成されている。価格ならびにﾡ給災因に関する知識の種々の源に、 

お上び沢山のいろいろのタイブの資料科に前通しているととは、この分野における成功的な 

仕事に対するﾡも必県ェ必要条件の一つである。不幸にして、大学校府は改多に図書館設 

mの使用にあける充分な知誠をぶ.くんでいなv。そして一般に学生達は、利用しうる資料

らびに資料の得られる場所、時期に関する知識に不足している。価格に関連する資料の

さ まざまの源泉は本堂の次節で論ぜられている。

武後に、価格分析学者は技術をもつていなくてはならない。家の仕事に従事している 

互段人、大工、ならびに別の職人はある技術をもつている。ミすオーに、基礎がおかれる。

それから骨組が設立され、屋根が.かれる。価格分析索は同じ方法で一歩一歩越設しなく 

てはならない。たと父ば、彼はいろいろの種類の価格理動を理解しなければならない、そ 

して彼の分析的手順はいくつかの関ﾡに分かたれる。この目的に対して、分析家は、 オ7 

車において論述した、価格における時のﾡ楽を理解することが必要である。

7. 資料の源Sources of Data

価格分析に使用 されている 資料は、授初の源泉から『［接研究者によ り得られるかもしれ 

ない。たと父ば、地方的競合、輸送率、協同-ケツテングならびに地方価格に影響を及

すと考え られる別の力に関する一般的な仮定を検討する 目的を もつて、ミ y り 一州の稲 

xの地方ならびに町における農産物価格および供給を比校するととをのぞ去れてきた。こ 

の目的に対して流した、規則的に発表されたﾡ料は利用されていない。それ故との目的に 

対 して遺ばれた特別な価格報告者か ら 1 年間の月測時価を うるこ とが必要であつた。別の 

場合、2次的源泉か、らの利用可能な資料を充分長期間間に耳つて得 られないかも しれない。 

そ して必要な資料を得るために毅物倉庫業等のーケ ツテ シグ機関の記録、古い新聞の級 

じ込み を 使用ナる こ と が必要 となるかも しれな しか しなが ら一般に最初の価格資料 を 

集める 計面 はーケッテン グ調査計面 と 関選 している。そして価 格材計学者はォ 2次孫料 

c-般ないし総別の目的に対して別の撮関に上 り集められた資料)を使用する。

しばしば価格分析に使用された資料は * p 力酬省ならびに网人的市場報告機関の市 

―報告書から直接得られる。日、月ないし週の価格連動、市場収入ならびに他の関連要因 

に関ナる報告書は価格予想におけ る補助として現況の追求に大部分使用されている。同様 

なととが濃務谷に止 り発行される作物状祝に関する現在の報告書にも適用される。価格分 

圻学者は 日々 ないし短期細告書か ら抽出 された、表にされた、平均化されたあるいはﾡ



化された月ないし年資料を大いにﾡ求している。しかしながら、分析者は上り詳細の短 

期報告書を往々取りあつかつている。そして彼はかゝる情 が何処で手に入るかを知るべ 

きである。かゝる資料のﾡ泉は価格予子測を取扱つている後においてのべられている。価 

格分析の分野において規則的に仕事している人はれで も. 一般にﾡ料の発行後長 く たつ 

たあとでは これらの報告書の写しを得るととが不可能である ことを記憶していな く てはな 

らない。それ故か ・ る 資料の将来におけ る必要性を予期す る綱査硏究者は、彼の名 前 を発 

行機関のり ス トに登録し、そして将来の利用のためにとの報告書を群積しなくてはならな 

い。たと父、試験場研究者は、彼の州か・らの生産物に対する重要な阪路である市場から 

日〃の家南、教物、果物ならびに野菜ないし別の期似の縦告書を規則的にうけとるべさで 

ある。これ らの綴じ込みは、ある将来時期においへて大きな価値のあることが見出され上5。 

とれらの報告書に関する よりつゝ とんだ情報に対しては、読者は価格予子聞にする章なら 

びに利用できる定期的係済戦告書お上 びサー ビスをりストしてい る農務省の膝写印刷発表 

物が参照となる。

価格分折に対する 資料の主なる 源泉は、次節でのべる政好な らびiに個人的機関の年刊な 

らびに月刊報告書である。

8. 価格資料を蒐集している政府風関

アメリカ農務省は多故の機関に分かれてい る。この中農業経済局ならびに生産、マーヶ 

ッッ ン グ行政局 は ﾡ業統社の 最も 兔要な 源泉で ある。利用されうる 情報の ・イブならびに 

これらの統計をらる方法は、"メ" ャ農飾容の農業評価および報告サービス とタイ ト 

ルをつけられた、ﾡ務谷の703 号に微底的に検时 されている。農務省内の価格、 a計 
の最も重要な源泉は次の通りである。

1 農業評価部CBAE〕Agricultural Estimates Branch
との部は作物報告部the crop Reporting Board 6つの主要部Sub- 

ject-matterDivisions 2つの地方事P務所regional officesな

・ らびに41の事務所state offices をよ.くんでいる。沢山の農業続計が発表さ 

れてvる。その中沢山の統は農民から得られている。多くの製造生物に関する庭

料は加工業者から直接得られている。ォ3 6図は州機関との共間状況ならびに農業評 

価部の州事務所の位血をしめしている。

6 2 統計ならびに艦史調査部CBAE) Division of Statistical and

Historical Research

この部は、状況報告書the Situation Reportsならびに、農業収入とか、 

企種消費の評価といつた上 う な別の源泉から総計した上 う な一定の試ﾡ統計を発行し 

ている。それはまた不規則的に別の機関に上 り発行されないし細集された農業材計の 

整理といつた 上 うな仕事も している。そ して政府な らびに商業源泉の両方から報集さ 

れた多数の運刊ないへし月刊ッり ーズを 日付づけて整理をしている。これeのヶ真復午 

は流当な費用で利用されている。とれは 日 "ないし週の商業発表からあつめられた月 

刊価格資料に対する特に有用な深泉である。

3 ) 商品部CPMA Commodity branches

この部は 商品に対する沢山の市場統計な らびに市場視測をのせ•ている 日刊、週刊、 

月刊ならびに年刊報告件を発行している。商品名としては木締、 牛生産物、泰高な 

らびに卵、典沏ならびに野菜、戯物、家寿、砂的、 お上びタコをよくんでいる。ォ 

37図はとれらの 報告書に 関連 して使用されている借用電 信相松 ならびにT市場-ユー 

ス事所をしめしている。連邦州市場=ユース、 サービスは才8章において記述され 

た。

4 外国展薬関係の3F務所

この機関は外田政府、ﾡ出入戯関等からの記録によウ、外国における輸出入、価格 

、生確方上 び経済規制あるいは農業商品におけるわれわれの外国貿易に関連した別の 

高要因に関して、利用できる質料を集め、そして発表している。

連邦政府の 別の省におい てもま た価格分析に従事している農業経学者に とって価 

徴のある統計を蒐集し、 あるいは発表している。○の中 商務省のセ ンサス局、the 

Bureau of the Census商業ﾡ済事ﾡ所the Office of Busi ne 

6s Economics、国際取引事務所the office of International 
Trade ならびに産業、商業事務所the office of Industryana 
Commerce, 労称谷の労8校t局the Bureau of Labor Statistics 
が最も 近 伙である。価格分析において布用であるこれらの機関に上 り集められた沢山 

の 体料は 農業経済局 を通 じて に入れ ること がで さる。

ﾡ々の州政府もた、特に州農務省は、価格分析に使用されている統計をあつめて 

る。これらの訳山の統計は州の良称省ならびIに農業経務局○農業評価部に上 ・協同 

してあつめられ、そして局報として発表されている。しかしながら、ある州において



農数経済局、農業評価部の州事ﾡ所の位岡並びに州ﾡ関 科大学、及びﾡ合大学との

協同関係 1949 3月 10

△
州機関ないし単科大 

と協同しない州事

ﾡ所

農業部として、州機 

関と協同している州 

事務所

州単•科大学ないし練 

合大学と協同してい 

る州事P務所

州機関地並びIに州単科 

大学の両者と幅同し

ている州事務所

協間していない州

作4びに家市校計 

Cおいて協間してい 

る州

酪農生旅物統材にお 

いて協同している州

作物、家称 ﾡ議生 

ﾡ物統計において協 

同している州

・------海 億. 網

ﾡﾡ 用 ﾡ

...... ラデ

氷36図 ーケツング 農業評価に お て 感薬経び局 と協同してる州 びに州事所 

所の位段cアメ リ カ農務省、農業経済ﾡ提供)
オ37凶 市場新借用電信組減Cメリカ機務省、生産ならびに市場部Pru- 

duction and Marketing Administration 提供)

8



年々作られている州財産価人の農民ゼンサスの細目の精果のよ う な、若下の特定州 

の統計は 州においてのみ発表 さ れてい る。個々 の州のつ農業に関係 し ている広汎な 量に

○ばるとの材料は農業経済ﾡによつて発表された都書目ﾡにより しめされている。力 

リ フマォル・ヤ州に対してのものは. その2,3の部門が結合されたと少5イン以上の 

厚さをもつている。

9. 農業続計をよくんでいる逃邦政府の主要刊行物

価格分析に有用な 資料 をふくんでいる 連邦刊行物はあ ま り沢山あるのでり ス トにすると 

とはできなv。農務省で発行された主なものは次の通りである。

1) 農業統計Agricultural Statistics

これらの統計は価格分析に対して最も容易に利用され、そして最も頻繁に利用され 

ている ものである。との資料が用意されている方法に精通していない人達はとの資料 

を充分に利用するととができない。たとえば、 スベースをﾡ約するために、しばしば 

発行日会で10年間以上に重る資料が もし大さな修正がなされてきなかつたならば 

との安から省かれている。価格、 生産等に関する一連の資科をあつめるために、連続 

年間本の複写を維持するととが必頃である。これらの表における資料は、 利用される 

ょうな新しい知品として殆んど連続的に改されてきている。しぱしぱさまざまの本

の中で一定年に対する数字は一致していない。そして一定の分類分け は、新しい東集 

方法が紹介されるにつれて変化するかもしれない。資料は常に、それが紹介されてい 

る最近の本からとられるべきである。1 936 年以前においては、これらの統計i'、 

農務省の年報の一部としてよくれていた。農業統計の写しは、委員会員から無料で 

あるWはワシ〜トン25, DG書期管理者から噂入するととによ bに入れられる。

2) 収穫ならびC市場Crops and Markets
写庭版発行が農務啓か ら年次発刊されている Cワンントン25. D Gの書標書理者 

に年間 60セント変払う と予約でさる ) この印刷物は農務省の所属機関、神に農業 

経済局に あつめられた細•情報を ふくんでいる。最近の材料のい く らかは農業税 to 

中に要約されている。しかしながらy収段ならびに市場”は資料が許可されると直ち 

に発行される。かくて最近究料源として機能している。加らるに、との印刷物は、大 

営な影物の中には上くまれない若干の統計をよくんでいる。

10 3) 農業状勢the Agri cultural Situation

この印刷沟は農業略済用に上 り月刊されている (1ﾡd理者に年年ご ・てント払 

うと予子約でさるゝこの小さい印制物は、農産物価格、在荷量、市場収入、指数ならび 

に価価ある別の項目に関する月 次資料をふくんでいる。

4 ) 農務省の統計会報ンりーズStatistical Bulletin Series

これはンリーズとして番号がったれ、そして一般に一商品グループに関する粧計 

をふ、くんで不規則に発行されている。このシリーズは、でさるかさり生産、農場から 

の移動、主耍市場における収入、 ﾡみ替え、農身ならびに市塲価版 輸出入、外国に 

おける生産および外国市場価格の統計をよくんでいる。比絞しうる策料がのぞましい 

と 思われる 幾年間 に直って あたえ られている。このン り ーズのある会報は種々の市場 

にeけ る果物と野菜の荷おろし、な らびに冷凍在荷量に関する統計をふくんでいる。

5 ) 7市市場統計な ら びに関連 資料の年次摘要

Annual Summaries of Market Statislics and Related 
data

とれは加べの商品に分かれて、生産ならびにーケツデシグ行政部the PrOdu- 
ction and Marketing Administrationにkbﾡ印刷形式で発行 

されている。日、遺、月次報告書のかたちで前年川発表された統計は、年次に編ﾡさ 

れ、それはﾡﾡ、内、¥毛、ﾡ農ならびに家高生産物なよび若干の別の商品研をふく 

んでいる。

6) 果物、野菜に対する船積み、船ろし、お上び～ュ-・ コーク、シゴならびに 

主製船ﾡみ場にキける御価格の年次筒要Annual Summaries of Car- 
1ot Sh i pments and. Unloads for Fruits and Vegetab- 
les and o f Wholesale Prices at New York, Chicago, 

and Loading Shipping Points.

とれらのﾡ写印削報告書は、生西、マー ケッアング行政部の無孤 野菜課the 
Friut and Vegetable Branch of the Production and 
Marketing Administration.により発行されている。この報告書は個々 

の項目に対する詳細な月次ﾡ料を提供している。たとえば価格は果物、野菜のサイズ 

団類 クイブ別容器によりしめされている。不森にして、との印間物の中にふくまれ 

ている統計は年々同一 でない。それで連続的発行から連続された価格ンり ーズをらる 

ことは困ﾡである。 11



7 ) 月刊状労報告書Monthly Situation Reports.
と れは ﾡ多の 商品グループ に対 して殊写印刷のかたちで、農業経済局か ら発行され 

ている。ﾡ多の商品グルーブとしては、ﾡ料状分the Feed Situation
斎、内状勢the Livestack and Meat Situationならびにある全体 

に 任 る題目に対しては、たとえば、農業所得状勢the Farm Income Situ 
ation.食種状分the Food Situation. ならびにーケツテングお上び 

輸送状ﾡthe Marketing and Transportation Situationであ 

る。とれらの報告書は主に需裕ならびに価格裁測に関連をもつている。そしてまた価 

格、書積、生産士よび外田貿易に関する若干の統計を合んでいる。一定の主題に関す 

る 詳細な統計がのつて w る 持別な 紀那がし ば しば合 れている。例料税才 と いつた 上 

う なこれらの報告書に対する年次補足は価格分析に対して必要な多くの統計をょくん, 

でいるo

8 月刊収ﾡ報告書Montnly Crop Report.

とれは収関発表部the Crop Reporting Boardに上b発行されているﾡ 

野版づり報告書である。との報告書は、州による作物、ﾡ物ならびに留製の予想=一 

カー、 生産高お上び生に関する質料 ならびにグーゴお上び:ルクの月次生産に関 

ナる休科を提供している。収陵、牧砌ならびに限界地の条件変化について 砌がな さ 

れていろ。

9 農業価格Agricultural Prices.

これは農薬評価部the Agricultural Estimates Branchに上b月 

刊されているﾡ写印別報告書である。との報告書は多数の商品に対して農民に止り 5 
け と られた価格な らびに主裏費用項目のグルーブないし項目 に対して農民に 上 o 変払 

わ られた価格を しめ している。主要農産物に対するべ りテイ 価格と一諸に、パリティ 

指数がふ.く まれている。

10 ) 月次冷N在術伝報谷書Monthly cold Storage Report.

e の報 ﾡ書は 87項目に対ナ る 降科 を ぶ、くみ； 生産、 〜ーケッァン グ行政部に 上り 

、発行 されている。とれ らの書 ﾡは 月 の 初旬現在の在両量 をしめしている。特別細 告 

排は容ﾡサ イ ズ別のかﾡ果物な e びに野薬の ストックをしめしている。

1 1 ) 週刊市場視察な らびに統計的痛関

eeklyMaiket Reviews and Statistical Summaries.

本告は生風、 ーケツブング行氏部に上り発行されている。これは例々の商品 

、とりわけ’貝帝に 注っている。これらの報告書は、唯単に現況に 粗雜な:悦明 き 加えて 

いる。そしてﾡ格調班に関しては殆んど価uある情報のない、 2,3の武終市場におい 

てﾡ前され、発行されている還刊市場報告書と混同すべさではない。この週刊報告警

। はワシントンから発表されている。そしてそれは趙明における日々の統計の要内した 

統計を合んでおり、しばしば分析ﾡが測の印岡物の中に合まれた年次ないし月別疫料 

を 分析 せん と布する 場合に 有効 となる。

12) 外国収硬ならびに市場Foreign Crops and Markets.

これは農ﾡ谷の選刊ﾡ写日問物であ り、現況の考察以外に 農産物に おけ る 外国貿島 

! に機する書下2比tを☆くんでいる・

上述の印川物の外に、沢山の不規則的に出版された、あるいへは特別に出版された報告書 

か 農業経済局ならびに 生連、ーケツング行政部から発ﾡされている。これらの出版 

物は時に、他の印物においで はたやす く利用 され得ない価格分析イに上 り必要とされそ 

ﾡ科を人、くんでいる。農業経済局発行の月次出版物照合ﾡにより、われわれは局から行 

された総ての報告書の題目 を知る と とがでさる。

商務省は、価格分析者にとつて有効な2っの情災出版物、すなわちア メリカ合衆国の年 

吹統計抜茶the Annual Statistical Abstract of the United 
States と取引月次調査the Monthly Survey of Current Busine- 

8s を発行している。これらの報告曲のおのおのは印兜価格、小売価格、国民所 消費

変出、工業生産、外品ﾡ易ならびに関係ﾡ料に関する沢山の続計をふくんでいる。統計 

抜率the statistical,Abstractは田会諾員から無料で手に入れうる。また両 

印刷物 ともワシントン25. DCの 類理者か ら購入 する と と がで さる。"月 次調査い 

c対する F約は年I3 ドである。

1 0. 価格統計 を発表 してい る私的機関

沢山の 弘的機関は価格分析に有用 な 統計 をふく んでい る 報告書を発行 している。

1 ) a々の商品に対する将米販引ならびに現金に対する側宜を提供している商業委日 

会Boards of Trade は、一般に取引の概要をふくんだ年報を発表している。

これらのうち、農業分析者にとつて最も有用なものは、シカゴ商業委同会の年次報告 13



書である。この報告書は、別の頃要出版物においては利用で合ない、将来における小 

変の 日 々 価格範囲 と いつた 上 う な沢山の価格統計 をふ く んでい る。

2ゝ →ユーョーク商業雑誌とか油、 彼料ならびに来品レポーターといつた、 取引雑誌 

私的市場報告サービス報告書および商業縦誌はまた政府印別物においへては利用されな 

い上うな価格統計をふ.くんでいる。

-ユーロークの商品調査局the Commodety Research Bureauiによb 
発行されている商品年報the Conmodity Yearbook は先物市場において取 

引 さ れた商品に対す る 沢山の有用 な質料をよくんでいる。大部分の価格学徒達は ン 力 

ゴ、カンサス市ならびに他の重な家奈市場における日々家奮報告雑誌になじみが深 

w。 これらの日刊報告書は政府の市場報告書と二重になつているかもしれないし、- 

定期間に直る資科を求めている価格分析者にとつてより有用性のすく ない和類のもの 

であるかもしれない。シカゴ日刊家俗商雜誌は、新聞の日刊発行にメ.くれているﾡ 

料を摘ﾡした、突奮価格分析に有用な年報を発行している。ﾡ々の首都生産市地は、 

政府報告書において得られるより も詳細なを計をよ、くんでいる報告書、たとえば K ュ 

ーローク市の生産者価格地9the Producers Price Current of New 

York Ci ty を発行している私的報告サー ビスをもつている。

3 ナリストthe Annalistといつた財政雑誌はニユーョーク・タイムズに上 

り選刊されている。この雑誌は農産物需要に関連した別の要因ならびに商業伏況、区 

品価格に関する容易に利用しうる統計を提供している。史た連邦保全会報the Fed 
eral Reserve Bulletinもしばしm給条件分析に使用される質料をふく 

ん,でVる。

11. 価格分析 を含む出版物 .

多 く の価格分析は特別の目的のためになされて をい、そ して永久的な出版物 と してﾡ認 

するには余生りに試験的で不完全であると考えられている。この理由により、かゝる分析 

結果を あたえ る公式殺告は 極 く 小数 しか発表されて e なかつたのである。こ 5 いつた とと 

は、図書目録、ないし図容館設浦の使用 を通じて、この分野に沢山の貢献をする ことを困 

難ならしめている。今日まで眼大数の貢献が、農業格济局の印刷物の中にあらわれてきた。 

農務省の若干の地門印刷会報は農産物に対する価格ならびに需要にﾡ響する諸ﾡ因を販扱

沢山の州農事償験場は 価格分析の結果 を報省す る 会報を出版 してぎている。. 多 政の 価格 

分折もたーケッテング調ﾡの仕事としてなされてさた。そしてその題名がそれを指示 

しないよ うな会報にぶ、く まれてさた。

聂業: 恥雜誌な らびに * り カ統济 •第会雑誌といつたよ う な別の門的経済およ び統針計グ 

"ルーブの雑徳はとの問題に関する沢山の論交をふくんでいる。農業経祈済局の季刊である 

る農業経済調査Agricultural Economices Researchは、 局でおこなわれた 

た若〒の 上 り 事門的な 仕事について論述 されている。

伝格分析 を,、くんでいる 沢山の よ り重要な出版物は価格分析の重相関分析に関する章な 

らびにささの岡品を取扱つた章における脚にしめされている。そとで指摘された参 

茲紙に加えて、沢山の研究がとの分野において出版されてきた。しかしながら これ らの 

大部分の研究は問題の方法論的観点 を 強調し、そして相対的に高い数学的水ﾡの上に立脚 

してのべられている。

14 つている。 15



オ14花 指数ならびに類以尺度

1. まえがき

指数は項目グルーブに対する生産、価格等の変化をでさるだけ正ﾡに測定ナるために計 

ﾡされる。本においへては指数を作成する方法についてのべられる。さ らiにまた伝格相対 

指数Price Relatives 価格比求Price Ratios、ならびに鳴ツ指数ind 
ices of Purchasing pOwerといつたような別の類似尺度につても若干ふれ 

られている。ベリテイ価格parity pricesを計算するに使用された方法は可成り詳 

細に論述されている。

2. 価格相対指数ならびに指政

ﾡ礎としてとられた1つの攻から他の数における変化制合は川純相対指数a simple 
relativeと いわっれる。勿論 この制合な い し比本は益礎 として側用さ れた最初。 数字に 

上 りォ2の政字を割るととに上 り求められる。 一商品の価格に適用される場合に、こo 
割合ないし比率は " 価格相対指数 a price relati v e.. ないし" 川純価格指数 

simple price relative. と上ばれる。ある場合には、それは"。純指数 

simple index numberといわれてきた。

たとえば、 もし小変価格が1929年にブツンール当ワ1ドル、1931年に50セン 

トであつたとすれば,192 9年を益納4とする 193 1年に対する小表の価格相対指政は 

5 0であろ う。このことは小麦価格は 192 9年における上 りも193 1年においては5 
七ント低かつたと と を恋味している。いwかえれ、総ての他の一連価格が比較される * 

ﾡ価格は100 であり、そして一逃の価格相対指数の100 をめぐつて上下しているすべ 

Cのﾡは、ﾡﾡ価格よ100 分の1だけより大きいあるいはより小さいことを意味して 

いるものとい夕る。かくて相対指数107 の意味はﾡW価格より100 分の7C7%ゝだ 

け多ととをしめしているし また相対指数93は基ﾡ価格より100 分の7C7%ゝす 

く ないととを恐味しているのである。

価格相対指数は いろろの 目 的C対 して使用されている。た と 父一定期間に 耳る商品 

価格の比較においへて、価格相対指数は ﾡ準価格を もつて総ての個々の価格を比較する必要 

なしに変化割合を指示している。これによつて読者は、年次における相対的な価格状祝の 

16 完全なうごきを知ることができる。もしﾡ々の商品価格の変化を一定期間に耳つて比較せ

んとするならば、これらの商品谷々の純価格相対指数は、測定尺度の 相違に起因する混 

乱を挑除するととにより、これらの商品価格の変化を比較することを可能にする。つまD 
ある価格はブッシール当bいく らであらわされ、別の価格は トン当りいく らであらわされ 

ていても、価格相対指数は、基準年度に対する商品価格の例合としてあらわすことに上り

該可ﾡな同一盤の上におかれるわけである。

田故 an index numberは一つの数列以上の数列、 たとえば2,3の数の平均におけ

る変化をあらわしている。これらの故が価格である場毎 われわれは多故の商品の平均価 

格をあらわしている価格指数an index number of pricesという。この平均 

はある方法で加されてい る。

しばしば』純相対指数は指数として使用されているOで、か る 場合いわゆる ・ 単純指 

数..Simple index numbersとww. これに対して上に定義した上うな指数は" 

複合指数,COmpOsite index numberということに上b混乱.をさけることがで

価格相対指政ならびに指数は普通一定時期か ら別の時期における 価格変化 を調定するに 

使用 される 一方、それはまた 場所間におけ る 価格の比較 あるいはある 相進 し た環境 をあら 

わしてい る 2 つの政量を別のある目的で比較す る必要のあると さ使用されるか も しれない。

3. 一般物価指数General Price Indices

価格指数を納備するォー歩は合まれるべき商品を選択する = とである。一般物価指数は 

西格資科が利用できる通帯買される総ての商品をよくむょうにするべさである。テ*ッ 

力労働を計局the U- S. Bureau of Labor Statistics では約900の 

生産物をぶ.くんでいる総物価指数を計算している。アメッ カ農ﾡ省、農業経済局では4 8

・ﾡの農確物をふくむ農民に上 り 5けとられた価格指数をだしている。別の指数は非償産 

物価格、小価格、債券価格群をあらわしている。

つきの段階は将来の月ないし年の資料と 比較せんがための基唱年度の選択である。

2,3の指数は、後述するようにベリテイ価格の拡準年度として使用される上うになつてか 

ら1910～191 4年を基地年度として使用している。別の年度ないし期期も た時に

使用されている。一般に指数の5 ちにふくまれている各商品に対する基準価格は 貼準年 を 

構成し てい る月 の 全商品 価格を平均す るととにより計算される。

つさにふくまれるさまさ去の商品に対して加をつけなくてはならない。明らかに、あ 17



る ものは別の もの上り上り 重要性が高へから総生産物価格を細に平均してはいけないo 
さらに、ある価格はトン当けいくらであらわされ、 またある価格はポンド、 クオート、ブ 

ッ ンール当ウいく らであらわされている。かゝ る価格の無差別的な使用は、一定商品に対 

する正当な評価を不可能にさせる であろう。それ故各商品の相対的要性に対して加Iを 

つけるととは必要である。このための方法にはいくつかのやり方がある。

加皿をつける最も普通の方法は、 加面総抑法the weighted aggregative 
と上れる。この方法においては、指数が計算されんとしている月に対して、 ふくれる. 

各 商品価格に基 期 期覘 あるいは 他の選ばれた 期間内 に取引 I されたその商品の平均数量 を 乗 

する。そしてその結梁を集計する。ある月あるいはある年におけるとの合計は、1年次 

の各商品価格にその同じ加水を乗じ、その結果を集計した値で割る。この割って得た値に 

100 を乗ナる。 との値は加混合指政a weighted composite index num 

ber をしめす。かくて、もしとの指数が1950年1月に200であるならば、これは 

物価がﾡ期間の物価の2 00%である、あるいは1 0 02%上 り 高い こと を意味してい る。

加重総和指攻は、指政においてサジストされてきた、ﾡのぞ生しいへ理給的テストを満 

足させなが、しかしそれは理解し、計算するととが非格に簡であるので、現在ほとん, 

ど世界的に使用されているのである。C固定の代りにゝ 変数加がある場合に使用される 

かもしれない。新しい丽品力時入されなくてはならぬとき、別の商品のﾡ要度がおちたと 

さ、あるいは商品の性質が大いに変化するとさ若下の混乱が生する。こ5いつたﾡ題を処 

理する方法は、この書物においては取り扱わない。

4. 農民受販り価格の加重総ﾡ指数の計算Calculation of a weighted 
Aggregate Index of Prices Received by Farmers

も し実際例が利用 さ れる な らぱ、学生達は 複合指数の作成を よbよく ﾡ解 しうるであろ 

っ。次の計算は ミソオり 一州の農民逹に 上 りうけと られた価格数の計算に仙用された段

階 を しめしている。資料は 古いけれども、それは、現在の数価と同様に充分その原理を図 

示しをいる。常に指数ン リーズは現在と 同様に過去の期回について も計算されている。

1 ) ミゾオリー州においへて生産されたﾡ要な1 3の月次農産物価格はワン〜トンに力 

け る 農業経済局に 上 り 手に 入れる と と がで さる。これ らの価格は ミゾオり 一州におけ 

る代表的地方市場に居住する価格報告者によ り毎月局に報告されている。これらの価

18 格は、地方市場において販売される商品に対じて農民避に上り受けﾡられた平均価格 

である。ブメリ カ合衆国における同な価格指数は総ての州における平均価格よ りﾡ 

成されている。これらの州は各商品の生ﾡにおける重選度に応にて加されている。

2) 指数にくはれている13商品に対する加は、ミゾオリー州におけるそれらの 

I関度に立脚されて加えられている。このl関度は1 9 20～1 9 24年間:ゾオり 

一州の農民逹によ り市場出荷された商品の平均月次数量に上 b測定された。これらの 

加重を決定す る に使用 される 期間は この指数を計算す る に使用 される基準期間 と 同一 

である必ﾡのないと とは目されるべさである。加を考える場合には生産された政 

量上 り も市場iに出衛される政量を側用するととがのぞしい。というのは毅物の上 う 

なある商品は農期におけ る別の生强物に変形される からである。出故計覚の便宜上、 

小政点を左に移動するために、年平均市場出荷数量を1,000,000 で割る。この結県 

の指政加は次の通 り である。

商 品 指 数 加1
豚 0.691500

牛中 1.104200
¥ 0.061235

チ 牛 0.027960

馬 0.008333

ﾡのひな 4.000000

卵 7.0100 00

乳 脂 3.330000

毅 物 2.300000

小 表 3.100000
ッ ヲ スムギ 0165000

軫草 0.04150 0
リンゴ 0.250000

3) ﾡ平年次1 9 1 0～1 9 1 4年におけ る各商品の月価格が平均される。これは全 

ﾡﾡ期間におけ る各商品の平均価格をしめしている。基地期間1 9 1 0～1 914に 

おける、ミゾォリー州の指数にふくれる1 3商品の各々の平均価格は次の通りであ 

る。・ .

19



商 品 平均価格Cドル

豚 7.07 ヘンドリツドウイト当リ

牛 5.7 5 "

羊 4.1 6 "

子 牛 6.4 8 "
馬 124.00 ﾡ当り

ﾡのひな 0.104a ポンド当り

卵 0.18 3 グース当り

乳. 脂 0.238 ボンド当り

殺 物 0.6 3 8 ブッシェル当リ

小 麦 0.9 0 6 "
カラスムギ 0.412 "

範 草 1 0.2 9 トシ当り

リンゴ 0.924 ブッンエル当リ

ゝ上述したような各商品の平均術納価格に、前述した各商品の加減を乗ずる。そして

この結果を集計する。次次の上うにして計算された総和数は20.20 5である。

豚 牛 羊 子牛

4.889 + 6.349 + 0.255 + 0181
C707*0.6915) C5.75*1.1042 C4.16*0.06124) C6.48*0.02796ゝ

I
馬 ﾡのひな 卵 脂

+ 1.033 + 0.419 + 1.283 + 0.7.94
C124*0.00833ゝ C0ユ1048*4.0) C0.183*7.01) C0.2384*3.33ゝ

級物 小変 ッフスギ 乾 草

1.4 6 7 + 2.8 09 + 0.06 8 + 0.427 +
C0.638*2.3〕C0.906*3.1) C0.412*0.165 C10.29*0.0415)

リンゴ

0.231 = 20.205
C0.924*0.25)

20 5 ある特別の月におけるミゾオリー州ﾡ場価格指数の計算にあたつては、その月に 

おける13商品のそれぞれの価格に指※加を果し そしてその結果を集計する。か 

くしてられた数価を基準期叩の数価C20.205ゝ でる。その結果問られた数価に 

100 を乗する。これが問題の月における:ゾオワー州の農場価格指数をしめしている 

る。たとえば1925年、 5月における指数は次の上5に計算される。

原 牛 羊 子牛

7.468 + 8.061 + 0.441 + 0.224
C10.80*0.6915ゝ C7.30*1.1042ゝ c720*0.06124) c8.00x0.02796)

馬 のひな

+ 0.4 83 + 0.8 40
C58.00*0.00833) C0.21*4.0)

卵 孔 脂

+ 1.682 + 1ユ99 +
C0.24*7.01) C0.36*3.33)

戦物

2.4 38 
C1.06*2.3)

小 麦 

4.77 0
C1.54*3.1)

カッスムギ

+ 0.091
C0.55*0.165)

十 0.4 58 +
C11.04*0.0415

リシゴ

0.463 = 28.618
C1.85*0.25ゝ

28.618
-：--------- * 100 = 141.620.205

5. 別の指数

曲合ないし総和田数は、農場不動産価格、果物ならびに野菜価格、家審価格等々といつ 

たようなあらる書類の結合価格に対して計算されるかもしれない。生産、マーケッデン 

" お上 び別の数量もまた個々のシリー ズの純相対指数ないしは沢山の商品を結合する

合指数のいホれかの指数に上 bあらわしうる。

6. 価格関係の別の尺ﾡの計算に使用される価格指数

価格市数は、価格変化 Q尺度 として だけで はなく、また" 農民の跡買力。"ベッチイ価 

格..ならに"8整価格・ といつたような関連尺座の計算にも有用である。農業状況を検 

討せんとする人べは、 とれらの尺度に少な く と も若干の知識を もたすしては現況を分析す

ことはできないoつさの論述は初歩的であり、これで完全であるというわけには行かな 21



ヘかふ とれに上 り人々は農業状祝の現在の分析に対いて使用されている大部分の八度は理 

解でさるであろう。

7. 導買力指数史たはﾡ格比率Purchasing-power indices or price
Ratios

も しある人のサッ り一が1ヵ月当り100 ドから2 00 ドルに増加されてるならばC 
との場合彼の導入する ものの価格変化はないものとするゝ、彼の導買力は2倍となるわけ 

である。指数でもつてこれをあらわせば、これは次のようにいゝあらわすととがでさる。 

すなわちサっ り 一指数20 0C200ド～+100 ドル、支払わられた価格捐故 1 0 0 

ﾡ買力指数20 0C200-100 である。との同 じょ うな川純な原理か、ある別の商 

品である 商品の嚼買力 をあらわさんとする 場合、あるいはある別のグーブである 商品グ 

～ーブの購以力を表現する場合に利用され\。商品C商品グルーブを代表している価格 

指数、 計算されんとしている商品の晴買力は. か、るﾡ買力があらわされんとしている言

でからわされてい る 商品 Cあるいは 商品 グル ーブ の価格指 效で割られる。

たとえば、 もし一定年におけるタマゴの相対価格指数が:200、そしてたﾡ料の低格 

指数が:100であるならば、飼料であらわされたクーゴのﾡ買力指数は200C200キ 

100) である。も し全ﾡ産物価格指数が2 0 0であ り、そして また家具の価格用故が 

1 00であるならば、ﾡ具によつてあらわされた農産物価格の請買力指改は200C200 
+100 である。

とのような"ﾡ買力». という言葉の使用は、突際の購貨力における変動は価格における 

変化と同ﾡに数量における変化の結でもあるが故に、試つたﾡ解におてのべられた単 

純な実例においては、月給が2倍になつたと仮定されていたが、い、 もし時間当りWく 

らとあらわされているとすれば、賃金率 が問題の人間の総 曜買力を実際に 2倍にするとと 

なしにど倍になるかもしれない。たとえば、 もし最初のﾡ金が時川当り50セントであ 

・ り、変化後買金求が:時1間当り1ドルとなつたとすれH、貸金率の地純相対指故または財政 

は200となろう。そ して商品価格は変化 じてないので、1 時間貨金の情買力は い や 

2位になつたであろう。しかしながら変化後において、 その稼動時間が、変化前の半分に 

減少 したなら ば、その人間の突際の導県力は同じにとゞまつているであろら。

同 じょ うな誤羅におちい り 易い問題が、既述されてきたような方法で計算された"農民 

22 の断買力“相数に も考えられる。すなわち実際には農民の慚買力あるいは他の商品を購入 

する能力がほとんど増加しないような場合にも、みせかけ上は稱買力 を 明加したよ うに思 

わせる現喚か、不作の結果生ナる農場価格の勝武より招来されるとともある。それ故か、 

る尺度には« 比率” rati ○なる言を流応することがより交全である。たとえば、農 

函物物価指政を、生活な らびに生産に使用 した商品に対 して農民に よ り安払、われた価格指 

改により 向つた価は、 メ*" ゃ農飾谷では " 支払い価格に対する受取 り価格の比率».

ratio of prices received t。 prices paid と上ばれている。 この 

意味する ととろ は一定故飛の 農旅物が 2 っの 商品グルー の 価格間の比率 な い し関係 を 

1 00であらわしているﾡﾡ期川と比較して、指数によりあらわされた比率で農民により 

使用 さ れた一定の商 品数量に対 し て 交換され る本 をあらわしている。いかえれば比ボ 

5 0とい5のは一定数量の農産物か、基ﾡ期間においへて農民により 交換される商品の位か 

半分ほ どの商品 と 交換 されるにすぜないとと を意味 している。

8. 個々の商品ならびに結合商品の購買力Purchasing power of Indivi- 
dual Commodities and Combinations

前r述のことか、ら、(ﾡ買力指数あるいは価格比率〔index numbers of purch 
asing powerCor ratios of prices)］ は、 ある一生産物去たはある種 

の結合生産物に対して計算できるとと、な らびに この購買力はある地一商品ないし商品グ 

ルーブに」つてﾡ現できるととは明白である。事火、計莫される時買力知效または血格比 

率の数は、 央際無ﾡである。このことは比率の糸数および彼除数として使用できる商品は 

致百您の 可能な結合 の ある と と を考えれば明らかである。

しか、しながら通一定ﾡ産物の端買力はつさのグループの一-っによ り表現される。つま 

り、()物価、の非農産物商品、の総農権物、(4生活と生索の使用に対して農民によりw 
入された商品、(5農民により支払われた利子、終楽不産財産税ならびに層忠労働者賃銀に 

加父 られた 生計ャ よ び生産 ic使用 された商品、の 5 つである。

もし営業経営者a business operator としての農民の地位を他のすべての産 

染に力ける経営番の地位と比核するととを布望するなら、・買力比率は、被除数として 

農場価格指数を、 た除数と して非農産物間価格指数をつかつてあらわされるであろう。 

勿論、この比率は越準版出以来の生産費における変化を考慮に入れていない。それ故、時 

に仮定されるように、相対的利泄の尺度ではない。

もし生産者としての農民の価格地位と、消費者としての彼の地位と比較し上うとすれば 23



彼際数と して農場価格指数を除数 と して生計な ら びに 生産に使用 さ れる商品に対して農民 

c上 り変払われた価格指数をとるととにより達せられ上 う。

も し大まかに受け とつた価格な らびc うけた費用における相対的変化を調定し上 うとす 

れば、殿場価格指数は農場労節賀盤、税金、設前価格ならびに肥料といつたような生索に 

使用された商品価格等上 り情成される指数により割るととに上 りおとないうるであろ う。

も し例父り ンゴ生産者の価格地位を他の全農産物の生産者の価格地位と比核せんとナ 

れば、り ンゴの相対価格指数を全農確物の価格指数により制るととによりおとないうる。

飛明なる続者は、・々の目的に有用である別の沢山の購買力指数ないし価格比ボを考父 

るととがでさ上う。との方法に利用できると思われるさまざ主のグルーブの価格ならびに 

指政の例については、農業状努The Agricultural Situation の最近の発行 

物を参照にするととがのぞまし。

9. 晴買力指政の例限。

経済能番ならびに門外教の両者とも、農民の購買力指数を、伶も沢山のさまざまの点に 

して終的で、決定的な証拠であるがごとく受けとりがちであつた。実際に、との指標 

は一設的な意義は僅かである。ﾡ買力指政は沢山のととなつた農産物価格よ り静成されて 

いる。それ故指致はそれらにより影響をうける。 木締、 夕=ならびにベター価格の急上 

昇はﾡ賢力指数における明ﾡな上昇の原因となるであろ う。しかしながらとれは主に戦物 

と豚を生産している ミ ソォ りー州のホワァー ド地方における農民にとつては殆んど意味を 

もたないし・ また全然意味を もたない。一定地方における状祝況に対して導買力指数をい 

づけるためには、地方«:おけzM興展にしたがつて加須された、その増方において生たさ 

れる農産物価格のみを使用するととにより噂買力指数を算するととが必要である。

. さらに、われわれは農民のﾡ賀力を算するに使用したﾡ数の非常に一般的な性格は、

不葯足な結果を招来することが見出される。展民は除故にふくまれる傕か2,3の主アカ.； 

みを請入でさる。もし農民が納屋を建設せんとするならば、彼は、彼が使用せんとして い 

る 器葉材料の価格 と彼が販買する 農産物価格 を如何に比蛟する か を知そ ことに関心を もつ 

ている。同じ上うに、波は衣限ないし別の特別価格と 世業価格 と を比校する と と を欲して 

いるかもしれな い。と れは農 場所得の導賀力 を 計算す る 場合に除数 としてcれらの 商品e 
対する 指数 を使用す るととにより 出来るか も しれ ない。

24 構買力相政占費用の変化を考ほしていない。職貰力指致は価格における変化だけヒ"足 

しているか しかし時には価格ならびに所得同様に災受用によ り影がされる経許状況におけ 

る変化をあらわすために 使用されている。
・

かゝる価格比料pri ce ratiosないし購買力指数の少なくと も理解された特徴の一 

つはﾡﾡ期間の重ﾡ性である。ほとんどあるのぞまれた関係は、比率計算において使用さ 

れる指数の基ﾡ期間の適当な選択に よ b しめされる。そ して明白 な論理的理由が交ﾡの選 

択を正当化するために引用されるであろう。これはオ38図の考察から明日に知り うる。

アメリカ合衆国におけ るﾡ売価格

オ38図 1798～1 950年における農薬ならびに非農業商品価格指数。Cブデ*リ 

ッ農務書、農業極済局提供

もし 普通使用されている1 9 1 0～1 9 1 4年の期間でなく、181 0～1 8 1 4年の

期明を 基地期四として便用する な らぱ、農民貨雑の馳買力は眼近ユ 0◆年間におては100 
以上である と とをしめしている。とれは工業生産物価格指数に対する農産物価格指数は、1 

910～1914年以前においては、実際に、その期間以降におけるよりもより低かつたと 

とに起因しているのである。もし誰れかゞ、 たと父1900～1904年を基事期間とし 25



て使用して農産物の【買力指致を作つたとすれば、どそ価格を低め上 う とする政府方策が 

翻 した製造認者あるいは消費者の利益を保優するた っに戦争とゆ争との間の年において 

必要とされたととを、彼は表面的に示されよう!

10. 調整価格Adjusted Prices ならびに晴買力

しば しば個々の商品の 買力指数は一般価格水ﾡの影野を消去するために、倍格指数に 

先立つて価格分析において使用される。かくて、一般物価指数で小表の価格相対指数を割 

るととに上つて、一般物価水1における変化に関連した要因以外の要因から大いに影響を 

うけている小麦価格における変化を測定する と考え られる小変の購買力指数をあた父る。

同じ目的を達するためのも 5一つの方法は、調整された指政により商品の突際価格を制 

る と とに上 り、一般価格水地といったよ うな別の関因における変化に対して価格を調盛す 

ることである。かくて、1926年の価格水ﾡに小価格を調整するためには、われわれ 

は、花ﾡとして1 9 2 6年をと り、その年の総物価指数によ b、各年の小女価格稼割るべ 

き である。と の縮果調整 された価格は、"・価格水準におけ る 変化に対 して調整 され た価格。 

prices adjusted for changes in price level.1926年価格水 

ﾡに8整された価格,,adjustedt。 1926 price level ならびに特に単に 

"価値.,Values と上ばれている。最後の"。価。という言業は、いくつかの点で鎮ま 

りやすv。特にそれが政量に価格を乗ナるととにより得られた総価価total values 
と,得整価格ad justed prices とを混乱させるが故に興諾が提出される。

一般価絡水ﾡの影響を消去する 目的で曜買力損故あるいは晒価格のいすれかを艮用 ナ 

ることは、危険である。何故ならば問題の特別商品の価格に対ナる一般物価水ﾡの関連は、 

総ての水 m において同 じである というよう に仮定するか らである。相関分析の試論におい 

て後にしめされるように、これは必ずしも加実でないし、一殺的でない。そしてしばしば 

別の方法で一般価格水準の影目を消設ナる ととがのぞ去 しいし、 測定する と とかのぞまし 

い。

前述 したことから、調整は 一般価格水準に おけ る 変化 に対 し てのみ c の方法で為 される 

と5、5に仮定べさでない。価格を調整し あるいは暗買力出数を計算する場合に使 

用する除数は、論理的正当性の ある 使用に対する 設別の一連の価格指数であろ う。

1 1. ドル価値Value of the Dollar

われわれは、 ドルの価価 はたはﾡ買力は価格水ﾡと逆に変化する こ と を見て さた。それ 

故ある時における ルの価催は、100 を全商品価格秋で割り、 そして1 00 を掛ける 

ことに上 b簡ttに計算されるかもしれないへ。かくてもし一般価格指数が2 00であるなら 

ば、ドルの価値は1 00+200*100 または 5 0である。これはその価価は益準期間 

におけるよ りも5 0%上 り低いことを意味している。

多く の人々は、上述の上 うに ドルの価値と ドの金内容の間を見分けることに困難であ 

るように思われる。ドルの価値は、商品グ-ブないし個々の商品によつてあらわされる 

であろう。かくて金であらわされたドルの価価は、 ドルが交換される金の数量である。そ 

してその政量は政府によ り決定される。丁度全商品であらわされた ドルの価値は一般価格 

水準の逆である。それで金であらわされたドルの価価C金容量ゝは金価格の逆である。も 

しー定数なの金に対して得られる ドル教: カ“了庁布告によ り土昇されるなら、金価格は増 

加させられ、 そして全であらわされたドル価位は改少させられてさたといえる。同様に、 

も し級物の一定数量に対して得 eれる ド数が稲給条件のつ変化の結果として加されるな 

e、 物価格は増加させられてさた。そして戦物であらわされたドル価価は渡少させe 
れてさた。

普通、金または小友の上 うな或持別の商品忙書及することなしに、ドル価値について言 

及されるとさ、かゝ る 価値は 全面品であら もされ、一般価格水単の逆である。

12. 指数ならびに関連尺度の計算実例

指数ならびに関巡尺度は非常にしばしば震業経の文鉄の中にあらわれるので、この問 

について充分理解しておく ととがのぞましい。これは以下のmな彼定的突例に上 b し 

めされよ 5。この実例は前述の各尺度の計ﾡ方法をしめしている。

品 平 均取引 ﾡ 基 準 価 格 計算されるべせ年
丄 しノガ

豚 80～ドリッドウエイト ヘンドリッドウイト当り ハドワツドウニイト当i
8.00ドル 7.00 ドル

牛

小 又

締 

全商品価格指数 

農民に上 b変払 
われた価格指数

160 ク " 11.00ド ・ 10.00ドル

800 プツシエル プッシシル当り1.20ドル プツシル当 0.90ドル

7500 ボ シ ド ボンド当り 0.20ドル ポド 当 ッ 0ユ5ドル

100 130
100 140

27



1. 農産物価格指数の計算

8 X 80= 640 7 x 80 = 5 60

11 x 160 = 1760 10* 160= 160 0
1.20 *800= 960 0.90 x 800 = 720

0.20 *7500 = 150 0 0.15 x 7500 = 1125

総 計 = 4860 総 計 = 4005

4005
--------- *100= 82.4 農産物価格指数
4860

2. ドルの個価

100 
--------x 100 = 76.9
130

3. 農民に 上 り ﾡ入された商品に よhあ らわされた農産物の購買力

82.4 
............. *100= 59.0

140

4. 一般物価水ﾡにおける変化に対してﾡ正された原価格

7ドル 
-------- *100= 5.38 ドル
130

5. 木綿の価格相対指数

6. 他の農京物であらわされた木綿の蹴買力

75
—— x 100 = 91.0

82.4

13. ベリテイ価格

ペリチイ価格といつた言葉が濃業調整法the Agricultural Adjustment

Act ②通過に上b流行になつた。ベワシイ価格とは攻待別の益準期間において購入でさ 

た と 同量の別の 生産物 を購入で さ る 価格であ る。ペリテイ 価格を計算す る ため に使用 した

28 正確な方法は、概念が最初紹介されて以来相当に変化してきた。しかしながらその基单目 

的は同じゝである。すなわち、ど民述か導入する商品価格に関して生産する商品の公 

正価格を指示す る ために計画された茶 助 を提供すそ といつた点については 変 りはない。

ベリテイ 価格の計算のォー歩は、べ り イ 指数の水ﾡ を決定する と とである。これは次 

の費用項目、つまり農民のﾡ入する品物ならびにサービスに対する価格の一般水ﾡ、農場 

労働者の風用賃銀、農場固定財産によ り引lうけられた農場負償に対する利手ならびに農場 

固定財産の税金等を.くむ1 9 1 0～1 9 1 4年を基1期間とする指数である。との指数 

は農業経済局により月次計算されている。そして農業価格Agricultural Prices 
と名づけられた月刊報告書を発行している。変払価格指数は、193 5年以前においては 

192 4〜 1 9 2 9年の期間における、 その後においては1 9 37～1 9 4 1年の期間に 

おける加を使用して、 335の項目をよくんでいる。

パ り チイ 価格計算に必関なォ 2のシ リーズは戦時補助金支払を くんでいる、全農業商 

品に対して農民により受けとられた価格指験である。同様の一般的方法が、支払価格者出

に対 して使用されているよ5にと の指政の計算に使用されている。

これらの2つの指数の比率はしばしば"ワイ比ボい. parity ratioとwわれて 

いる。それは一般に農業価格がパリテイであるベーセントをあらわしている。2つの指数 

はォ39図の上半分にしめされ、そしてパリテイ比事は下半分にしめされている。ベッ 

イ比は1 9 3 0年初願間相対的に低かつたことが往目されよ5。これはバリティ概念が. 

最初一般化して さた期げであつた。

つぎに"ﾡ整されたﾡ1価格・。adjusted base price 力求される。これは 

同じ1 0 が年間全商品に対して農民逆により受け と られた平均価格指数に上 b割つた計算 

の日Iに先立つ3 1番目の1 2月を終りとする1 02月年間、戦時補助金支払をふくんで、 

特別の商品に対して受けとられた平均価格に等しい。特別の商品に対するパリティ価格は 

それから網露 された基準価格に パリ テイ指数を乗するととに上 b 得られる。

実例をしめすととに上 り以上の記述は上 り明白になろう。 1940年1月から1946 
年12月 までの 1 2 02月間において クーゴに対して農民に上 b受け と eれた平均価格は 

1ダース当り3 6.6セントであつた。同じ期間農民に上 b うけとられた価格用数は、191 
0～1 9 1 4 年基準期間の平均 20 2ーゼント でめつた。18.1セント の調整基準価格 

は36.6セントを2.。 2 で割るこ とによ b得られる。195 0年3月 1 5日おける、利子 

税金ならびに貸銀率をふくんだ支払価格指数は1 910～191 4年平均の25 0ーセ 

シ トであつた。調整価格乙ドリテイ 指数を果する ことに上 bC18.1*8.50われわれは 19 29



5 0年3月1 5 日 と同じ水準のタゴベイ価として1ダース当り 4 5.2*ントを得 

る。

農民の諸価格(改訂指数

オ39凶 脱氏に よ る女払価格な らびに受取 り 価格お上びパ リデイ 比率、1910～1
950 C農務谷、農業経局提供)

とのペリ子イ個格計算方法は、1948年と1949年の農業法the agricult; 
ural Actsの中にsくまれた1938年の農業調整法the Agricultural 
Adjustment の改正の精果として、1950年1月1 日に実施された。

い わゆ る 過渡的J テ イ 価格が用意されたが、そ れで旧 ペリテイ 価格 と新パリ テ イ 価格 

30 の間にはﾡ激な変化がみられなかつた。この法のるとに、新しい方式が1953年以降全 

通品に使用され、 たある項目については直ちに使用されるでめろう。新方式は全商品に 

対して農民に上 り受け取られた価格と農民によ り安払われた価格の比事が1 9 1 0～1 9 

1 4年の期川に対ける比率と同一である上 うに計画されている。この場合個々の商品間に 

☆け る価格関係は 最近10 で年間におけ る と同 じようであるよう に計画されている。

ベル子イ価格は農民が普通生密物を販売する地方市場に流用する。かくて りテイ価格

は、特別なものを除いた、 *リマ合衆臣における総ての農民により販売される商品の全 

クマス、等級の平均をあらわしている。神別の益準期間がある商品に対して使用され、そ 

して別のﾡ別の本式が、特に-ーケツテング契約あるいは規則に上 り マパーされている商 

品に対して、時に使用されている。必な場所においては和々の種ﾡ クラスまたは等級 

c対する平均ないし正常の協定貫差C 鉄道の ) な らびに和々の場所間よび販売方法間にお 

ける平均または 正常 利 さやが計算 されている。2,3の項目に対しては 手節的調監が使用 s 

れている。

主な項目 に対す るペリシイ 価格は、農業締局先行の月刊刊行物「濃業諾価格 JAgri- 
cultural Prices に掲地載されている。掲載品目は170以上に耳つている。

14. り テイ の経済的意義 .

い去説明してきたベリイ価格計算方法は、1910～191 4年の噂買力に等しに加 

T平均町買力C りテイ指数を博成している項目により しめされている)をあらわしてい 

る一連の個商品のベリテイ価格をあたえるよ うに計面されている。この製点において、 

所 ベリテイに上 る計算結果は、旧いヘパリテイ計算に 上 る 締果 と同じ目 的に森仕して い る。

農民に上 り 受け取 られる 価格指数 を加成してい る岡べ の農産物の相対価格指数におけ る 

変化を曲する新し方法により、われわれは生産、供給ならびに借要の相対的費用に変.

化が生し、そしてそれが1 9 1 0～1 9 1 4年に存在する C現在は存在しない)関係を永 

続するととがのぞましくないといラととを明白な事実としてﾡめている。 たと父ば、他の

条件と同様に雑種役物hybrid seed cornならびiに近代的な製物収優機modern 
oorn-harvesting machineryの製用により、ﾡ物の相対的生産費を低め、 そ 

して 一定の 目対的価格にお wて 生産せん とする農 民の意欲は増加して さ た。級物な ら びに 

他の農場生産物に対するパ り テイ価格計算にいて、相対的C高5い1 9 1 0～1 914年 

cおける関係を継持するととは、他の商品との関連において、殺物に影響する別の規定さ 

上び不当にい政府の公借金を招来し、家審価格関係及びその飼育生産を破ﾡするにいた 31



る。ベリチィ計算の新方法は、ﾡ近10っ年間に正るﾡ々の商品の相対価格指数を僕用す 

ることCよb このチレンを回避せんと企図している。

しかしながら、この改正は部分的には次の事突に上 り備か一部分しか有効であるにすさ 

なか・つた。との事突とは、 2,3の商海品価格は最近10っ年間それらの商品の需給水ﾡを求 

める c とが許されなかつた。しかしそれは絶対的に も 相対的に も 旧ベ りテイ計算に結合し 

た価格支持ないし統制政策に 上 り大いに影野されてきた。かゝる状況は政府の計画面が本質 

約に価格に影春するかぎり 決して避け られないイ クチゴツョを形成するであろ5。しかし 

ながらとの困ﾡ性にもかゝわらず、新方法のﾡ理は旧方法上り も上 りす ぐれている。

ベリテイ 価格の概念は 、 農民の経祈的信仰の一部分と な り、ﾡ問な しに公正価格の客現 

的尺度と して考えられている。実際には、それは唯にﾡれかが公正である と考えると こ 

ろのものを数学的に表現しているにすぜない。公正または公平といつたものの客数約尺興 

というも のは な い。それは 全 く主投的戦念である。バリテイ 尺度が完全に 任ﾡ的 な も ので 

めるというととは、 われわれがﾡ期川の過択に関遣する因子を考え、パ りテイ指政に、 

く まれる項目を考父るとさ明白となる。

1910～191 4年は、他の商品価格に関連して、殿地生確物の価格が世ル1次、 

2次大戦川ならびにそれにつ* く短期川を除く1i紀半以上に重る期間の中で感も望まし 

い条件 を 占 て い た期 明 を しめしていること を われわれは知つて いる。ベリイ の基 と 

してとの期間を僕用するととは、 本質的に将来における"公正,所得"fair,. earn- 
ings の尺度と して戦争に対する絶頂的準ﾡ期における冗需製造工場の所得を受け入れ 

る ととに守しわけである。

191 0～1 9 1 4年以除、沢山の事件によ b、農地生産物の生産費用に変化があらわ 

れてきた。農業機係、雑ﾡ役物、肥料の使用加、 上り効率的な家市飼育方法なら(に沢 

山 の他の発展は、 上り生産高を高めそして費用を改少することに貢献してきた。しかもべ 

リチイ指数の改可が1年以上に耳つて考区されていた時、農業団体から、指数の中にとの 

種 の 尺度 を包摂 する という楽はな く、たゞ価かにべ り テイ指数を高める よ うな項目の結 

合がサチェ ス トされたゞけであつた。

新べ "テイ価格計算方法が法制的に実施される前に、これらのり テイ 上外項目 を包氏 

し、そしてある商品に対する相対的ベリシイを高めて、 1910～1914年とは相違し 

た基ﾡ期間がとれらの商品に対するべ " テイ価格の計算に使用 されて いた。この計算結県 

32 は余まりに低いパリ アイであつた。いいか父れば、旧バリテイは大低の年の現在価格上り

格の計*H共がよ り 爲 い特のみ正当で -プ'二o

それ故、 ベりチイは農民、農業指球者ならびに政治がﾡ足されるほど充分在いと考会 

る 価格の 战学的合理化 にすぎない。将来にいて、もしかゝる唏価格が、ﾡ始条件の変化

• cよ り不ﾡ足なものとなつたならば、ﾡいもなしにベリイの戦念はすてられるであろう 

し、あるいはベリテイ水ﾡの上昇するために何にかの交化が加えられるであろう。すくな 

くとも、こういつたことは、もし農民が彼等の国会投票力を保持しているならば、おこな 

われるであろ う。

以上の檢时は必ずしもパリティ価格は公正でなく、あるいは農業政度の望史しい目頭を 

あらわ していない というとと を指示する も のでは ない。とれは純粋に主観的窓見の問題で 

ある。そしてある投駅者の考父方は他の投県者の考父方と同様に正しい。しかし投票の 

8見の投県を、各商品に対する価格が公正である と考えられるところのものを決定するた 

めに、毎月おとなうことはでさない。それでべ りテイ という上 うなある基1をもつことが 

のぞましいわけ である。も し現在計算された上 うなべリ テイ価格が投県者の意見の線から 

ﾡるかにはすれるようになるならば、立決手段を通じて、その方法は変化されるであろう。 

と も あれ、農業価格に関心を もつている人々は ベリチイ 限念の 主現的性質 を 過解 し 公平 

さ と算術とをごつちやにしないというと とは大いにのぞましいことである。
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オ15 価格分析における相関係

1. 生えがさ

農産物価格に開心をもつている人々は、一般の農業学徒に加うるに農業紙許学を事問に 

研究している人達な らびに統計的方法にある風度の知識をもつている人途等である。それ 

故次の 2つの部門に分けて相関関係の説明をおとなっととがのぞ生しいとﾡわれる。すな 

わちその1つは、唯価格分析に一桜的な関心をもち、 そして炎術的信選性生を判折するとよ 

な しに一般的 な方法で相関分析 を理解する と とだけ をのぞんでいる人達を対照 とする部門 

他の1つは、実際にとの方法を使用せんとし、 あるいは相関研究の能力ならびにそのﾡﾡ 

の技術的意姿を評価しな くてはならない人達を対照とする部門とである。前については 

本確で取り扱い、後者については氷16章で取り扱うであろう。

2. 相関関保

相関関添というのは、ある変数C独立変数ゝと ないしそれ以上の他の変数C従属変政 

との間に存在する関係をあらわしている。別言すれば、それは2ないしそれ以上の諾ﾡ 

因間の関連のﾡ度の尺度である。とこで考祭される問題においては、商品の価ﾡにおける 

変化 と 価格変化に対して 責任があ ると思 われるあ そ 特定の需給要因に おけ る 変化のにお 

ける関係である。次章においては、消費における変化と農民の反応生産における変化に影 

ﾡす る 断関因 を取 り 扱 5 分析について考祭 を加え るであろう。われわれが如何に あ る 関因 あ 

あ る いは変数が別の 要因ないし変 数に影督する かに幌心をもつとさには wつで も 相関関係 

を使用すると とがでさる。

相関分析correlation analysisはこれらの関係を決定し、表現する方法より 

ﾡ成されている。相関ﾡ係は数学的ないしグ・マ的方法のいナれかによn決定され、そし 

て表現されるであろう。もし数学的になされるならば、 ある代数方稲式が側用される。I 
かしなが5相ﾡ関係のグマ的方法の方が、合まれる諾過程を理解する上に、 上り側利で 

あろう。一般にグラ フ的ないし政学的方法法のいナれかにより得られる結果は、% しその結 

果が"、液布図表» scatter diagramsとして知られる図表によりあらわされている 

ならばも容易に理解するととがでさる。かゝる図図表は次節で使用され、考察されるであ 

ろう。

3 4 価格学徒にとっては文献を利用してい くこと、あるいは少な く と も相関関係の主要権印 

の理解なしに、本書の次下の諸ﾡにおいへて考祭されている上 り一層R要な価格関係を理解 

していくことは困えである。本景の 主要 目的は 価格関係 を決定し、表現する方法の初歩的 

脱明をすることにある。

3. 単L細相関SimPle Gorrelation

相関例係の研究は大雑把に考えて、川純相関と重相関の2つに分けられる。単細相関は 

2つの変数川の関係の分析を軍り あつかい、I相関はある従属変数に及ぼす2ないしそれ 

以上の独立変数の影峙 を考察する。後者は、 次節において脱明されるようにその原理にs 
へては同様に簡であるが、 前者よ りもょ り複維である。

*4 0図は1 929～1 948年に☆ける一人当り可処分所ﾡC税金を強引いた所ゝ 

と平均内小死価格との間における関係をあらわしている散布図表である。この図表におい 

て、垂直目避は価格をあらわし、 水平目盛は所得をあらわしている。 ドットは毎年の価格 

と所得をあらわして図炎中に記入されている。すなわちある年における ドッ トは垂直線に 

向い合つては その年に対け る 価格 をあらわし、ま た水平線に 向いへ合つては その年におけ る 

所得をあらわしている。所得が低いへ時には、価格は下向傾向をしめしている。たとえ、 

これは1 932年と193 3年にみられる状祝である。 た所得の高い時には価格は上向 

傾向 を もつている が、かゝ る状祝は 1947年と194 8年にみ られる。

も し肉 価格の年水が全 く 所得水に依存 しているとすれば、卷ての ドット は 直線 ま た 

はなめらかな曲線の上に存在するととになる。しかしながら内供始といつた上うな別の要 

因もはた内価格に影響しているどとは良く知られている。所問 と 価 格間の平均関係 をぁら 

わしている図表上に直線を引くととができる。この直線は、われわれが価絡に影響する別 

の関因をﾡ的しない時とれ.ら2つの要因川にけ る関係をあらわしているので、統計用語 

によれば"単純Cないじ狙)回分線い, the simple Cor gross) regress- 

ion lineとして知られている。次節においては、 われわれは別のﾡ因の影響をﾡ的し 

た上でどつのﾡ間の関係をあらわしている純ないし価回帰線the net or port- 

1al Fegression line を うる方法について検討するであろう。ある特定の分析 

に対して制回帰線の ま わ りの分散は、 より多くの 要因の影蠻 を 考慮 したが故に、ﾡ回帰報 

のわりの分散よ りも上 り小さv。しかしながら、単純相関分析は時に有効な武泰である。 

そ して学徒は単純分散図表が博成 •される方法を完全に理解し、それを利用する方法につい 

て考察をしなくてはならない。 35



時にわれわれは単一数ない し尺度のかた ちで 2つの変数間の関巡程度をめらわさんと し 

ている。ォ4 0図における回帰線からの各ドッ トのﾡは、所がその年における内価 

格の水ﾡを説明するととに失敗したととろのﾡ囲をしめしている。これ らの偏差に自乗し、 

それを加え、そのﾡ果を次章でしめしている公式の中に代入するととにより、われわれは 

所得により説明される価格における変化制合を決定する と とができる。これは"単純Cな 

いし祖〕測定係数..Simple Cor gross〕coefficient of determin- 
ationとして知られている。との平方根は"。単純相例係数,,simple correla- 
tion coefficientとよれてる。これらの価の符号はそれぞれrどならびにr 
としてしめされている。これらの係攻はゼ"と1のmに変化する。もその価が1に等し 

いなら、その関係は完全であり、そして総てのドツ、は回帰面線ないし曲線の上に存在

然>
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当

リ
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大低の関係はとの2つの局面の間のどとかにある。またその関係には正、 負の別がめある。

もしその係が正であるならば、独立変数Cゆ)がポ加するにつれて、苑武変敢(価格 

は増加する。もしその関係が負であれば、独立変数が増加するにしたがつて、従側変数 

は域少する。

才40図について、なお上り立入つて検討されるべさである。 1942～1946年に 

おいてはi線か、らﾡるかに分難し つ会り総ての ドッ トは所ﾡに関速して期待される上り 

もより低いことが知られる。 これらは価格制限price ceilingsお上び記給rat- 
ioningが実施されていた年であつた。各点の真上における直線上の点は、 もし価格制 

限ならびに記給が存在しなかつたならば、その年において価格がしめていた点をしめして 

いる。とれらのi点は、それ らが異常条件を あらわしているが故に平均 関係直源の 作図 に 

おいて無視された。

4. I相関Multiple Correlation

われわれは今従试変故つま り 価格に及ぼす 1 以上の多 くの独立変故の影野を科酌した分 

析を考察んとしている。1924～193 2年における* レンチ価格に影響する 姻分 

折が実例として使用 される。普通ﾡ関分析はとの上 うに非常にすくない年についてはと • 

りあげないへであろっう。しかしながら、これらの年はとの方法の機構の特に上い例を提供し 

ている。つま り これ以上の多くの年政について説明することはいたナらにとの方法を説明 

ナるために 使用 した図表 を取り乱すにすさないであろう。この 実例は 如何に と の 方法が使 

用されるか、ならびにそれが説明しうる一般的事柄のみをしめしており、それはオレンチ 

価 格に ゆ響す る i 関因の容認されうる 分析 をしめしているのではない。

/D 価格とォーの独立要因間における関係の決定

普通、年価格変化を説明するために使用されているォーの独立裏よは、生産ない 

し生産ブラ ス持越量、あるいは市場収入たは供給における年変化の別のある尺度

であろう。この地合には、方 3 章におい て考祭した ように、 ォー歩は要ないし供 

給価格曲線の作成でめる。これは先例の価格と所得間においておこなった方法と全 

く同様に価格と供給の一散布図表を作ることに」bなされる。

ャ40図 小売肉価格 と 可処分所得間の 関係

36 してる。もしその値がゼr に等しいならば、 2つの変数問には関係が存在していない。 37



注13 殳 オレンチヂの価格ならびに生産、お上び消費者所得指数

1 9 24～1 932

年度

7州における 1新 

当 り の平均価格*

7州における生 

商魚C1000締*

消費番所得指数

1921～30=100*

1924 3.40 30,323 9 2.8

1925 2.90 34,8 97 1 0 4.7

1926 2.8 6 40,062 1 0 7.1

1927 3.88 33,154 1 0 8.7

1928 2.00 54,659 11 8.4

1949 3.5 6 32,621 120.4

1930 1.6 4 55,270 1 0 5.0

1931 1.3 3 50,16 4 8 2.1

1932 1.1 0 60,940 6 0.7

0
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二
;

3  - 3S 夕ご 6 イ

フ 、冲I の 生 起 く ◇ T)
ダ 3ご

来 U・S・ Dept・ AgF・ Yearbook, 1934, P・513,194衣

* Economic Situation of Hog producerS・ Sen,Doc

184, 7zd congress, 2d Session, p・19上り, 1931年 

Cおけるデーターは推定 .

才4 1図CQ選)においてはオ レンヂにつておとなつたものである。資料は 1 3ﾡに 

おいてあたえられている数価を似用した。生産量が相対的に低かつた年においては、価格 

は相対的に高か、つたととが見られよう。つま り道関係ないし逆相関が生産量と価格の間に 

存在してい る。このととはドット を描んで、生産量と 価格間の平均関係 を しめすために使 

用されている負のM斜線を作図するととにより明白にしめされる。この直線は" 推定線い 

the line of estimateなwし回帰線,line of regressionCre- 
gression line.といわれる。

今 も しォ レンチ価格における年次突動めが全 く 生産量の変化の縮果であつたとすれば、岡 

々の年をしめしている総ての点は回帰線の上におちるものと思われる。ある年に対する ド 

ツトが:直線か、ら離れているという実は、その年に好ける一定生産量は、別のある要因な

S  

ニ
二 

0

。
か
ら0

備
差

②

.2o /2c 、 バ/。 /Z。 /o
洋べ台 PT 頂 .救 (P=ハ～®ラj。・"ゐあ)

-
 

渉 

一
箱
当
り
牺
密

レ

メの2
坏

38 いし渚要因の影松により、その生産量に対する平与価格上りも上り高(時には上り低い) 才41図 オレ ンヂ 価格の年変化に影響す る諸要因 39



価格を招来しているといへうことをしめしている。これはその年に対する冊ﾡ曲線か 問題 

とする期一定数量に対しC得られる平均価格をしめしているﾡﾡ曲線去たはﾡ線の上な 

いし下Cあるいは右史たは左方に)にあつたととをしめしている。いか父れば、商線の 

上方ならびに下方の ドッ ト位国変化に上 り示めされるように、福映曲線は消費冰□強買力 

における変化をふくんで、需要を決定する諸要因の変化に応じて前方にあるいは後方にそ 

の位m を変移 したのである。

これはロ図におけるA ・BならびにCドッ ト直線に上 り図示される。消費者所得が明ら 

かに高かつた1 930年においへて存在していたよ5な冊要においては、回帰式線C冊要曲 

ﾡゝはA庫線に上 b しめされるよ うなものであつたろう。・買力が:1 9 30年における上 

り も低かつた1 9 31年にキてはB直線に上 りしめされるように需ﾡ曲線は下方ないし 

左方に変移していた。193 2年会で消費者の購力は尚よ り多く少した。そして帰要 

曲ﾡはC直線によ りしめされるようになお左方に変移してさた。勿論この説明においては、 

需要における変化はﾡ買力の変化の結果であると川に仮定してきている。その上なお、わ 

れわれはとのことが真災であるかどうか知らない。それ故次の関の分析においては如何 

な る 要因 な い し諸要因 が選の変化 に対して資任があるのかを見出さなくてはならない。

.回帰線から ドッ トの偏差は« 残差” residualsとwわれている。そしてそれは回帰 

線から垂直に測定される。

(② 最初の回帰直線における残遊の説明

生産雑における変化に上 り説明されない価格変動の説明にあたつて、オ 2の散布図表 

が2図の中で使用されてい る。この図表の垂直目盤はQ)図の回帰線か らの各点の垂直的0 

差をあらわしている。もし点か図の回帰線の上方に位置しといたならば、それはブッス 

C正)偏差と して(②図上にブロ ッ ト されるであろ う。つま b垂直目盛から水平的に引かれ 

るゼ"直線の上方に位置するであろ う。もし点が1)図の回帰線の下方に位置しているなら 

ば、それは〜イナスC負)偏差として②図上にブ"ットされる。つまり(②図のゼ"直線の 

下方に位盤 している。水平目盤は価格変化 を 説明する ために使用 されるォ2 の独立要因の 

依がとられている。そしてとの場合は、それは消費者所得指数である。

われわれは今氷る図上Cブ"ツトしょうと している。C図上における1 9 2 4年に対す 

る点は回帰線の下方にある。つまりマイナス偏差であつて、Q図における点と回帰線間の 

垂直距ﾡに相当する数価を(み図のゼ"直線の下方にブ・ツ トする。この数価はほゞ 30t 

40 ントであり、それは(2図上Cおいて1924年C対する点は-0.30を示めしている垂直

目盛上の点に対応している よ うに思われる。それはまたその年における消費者所得指数

92.8に よりあらわされる (2図 上の 水そ 目 盛上の点 に対応 している。他の年 に対す る試点 

も同様のや り方にンたがつて記入される。

次の段階は、諸点 ある いは残差とそれぞれの年に対する消費者所得指数間の平均関係を 

最も上 く表現している回帰線を引 くことである。(2図上にみられる実線は回帰線である。

この(2図の回帰線は何にを意味しているか。それはオレンヂ価格が和々の消費者所得条 

件下におけるQ図の岡要曲線に上 り指摘されるより もよりいへ、あるいは上 b低いところ 

の数位をしめす。たとえば、平均的に4,300万新の生産量はQ)図よb謎み取れるように 

ﾡ一新当 り2.50 ド ～で販される と とが期待される。同年におけ る消費新所得指数が仮 

りに1 921～1 9 30年平均の7 5%であつたならば、価格は需要曲線によ り示めされ 

る平均価格2.50 ド上りも0.50 ドル程低く、つま り一ﾡ当り2.00 ドルであろう。こ 

のf価0.5 0 ドルは水平目盤上の7 5の真上にある回帰線上の点に対応する②図上の垂直目 

盛上の点において見出せる。

それ故、②図上の回帰線は 実際に消 費者所得の 変化か ら生ずる 鑑要曲株の位同変化 を し 

めしているととは明白である。たと父ば、 もし消費者所得指政か102.5であるなら

・ Q)図上の回帰線はオレンに対する稲災をあらわしているであろう。これは(②図上のD直 

線によりしめされる。もし消費者所得指数が19 30年におけるように105であつたな 

eば、Q図のA直線ならびに(み図のA直線によりしめされる上うに、平均直線の右方に位 

曜 している であ ろ5。同様に、消費者所得指数 82ならびに61の 需要曲線の位 置は、そ 

れぞれ B 直線、B'i線ならびにC直線 C'直Wによしめされる。モれで8図の回帰 

線は、消費者所得の連続的増加に伴つて、如何に滞要曲線が上方に、あるいは左から右方 

に変幾してい くかをしめしている。

(3 説明 •されない価格偏差

オ41 図の(2図上で各年 を あ eわ して い る諾点が回帰線上に位置 していないという事 

突は、オ レンチ価格のある変化は使用 された2つの独立ﾡ因に 上つても 説明 されずにの と 

つていることをしめしている。これらの説明されない残差ないし偏差は、盛合果物の生産 

ﾡにおける変化去たは未知のめる別の要因に関連をもつているのであろ う。もしこの附加 

的要因が測定できる な e、 オ3の独立選因を軍り入れて分析を続行 して行 く ことがのぞ

しへ。これは(②図の作成上において説明されたと同じ方法でおこないうるであろう。2
つ以上の独立要因のﾡ用される別の商品分析方法については次章で取b扱うであろ う。 41



(4) 推定価格と実際価格との比校

分析に より説明 され、または証明された年価格交動の御合を 出来るだけ明談にあらわす 

すために、各年に対する推定価格を計算し、同年に力ける実際価格と一諸に図表上にブ" 

ットするととがのぞましい。この計算された価格は普通推定価格estimated prices 
といわれる。そしてCの価絡は各年に対する回帰線と独立要因か、ら推定される。実際価格と 

推定価格のロツトされた図表は(の図である。別々の年に対する推定ならびに央際価格は相 

当よ く一致し、そして1 931年の1年を除いた総ての年に対して、推定ならびに実際価格 

の運動方向が同一である 乙 とがﾡ察されるであろ 5。

推定価格を計算する方法は、1931年を例にあげるととにより脱明されるであろ5。1 
9 31年におけるオレン生産量は5,000万箱を若干超過していた。～の生流量に対応す 

る低格水準をQ図より求めると、それは一箱当り略1.80ドである。また1 931年に対 

する消費者所得指数は8 1.2であり、した东ってこの場合には(2)図から求められる この指孜 

に対応する0.36 ド～をQ図めか、ら求めた価格1.80 ドレから差引くことがい必奨である。かく 

て19 31年に対する推定価格として箱当り 1.44ド～をうる。そして当年における災際価 

格1.33 ド～とての推定価格は(3図にしめされる。

(5) 価格と独立要因川の相関度の閲定

単純相関み析に力けると同様に、展終の図表の回帰線からの各年の ドットの偏差は、使 

用されたﾡ給変数か分析によ く れた年の価格を説明する c とに失敗した困度をあらわして 

いる。とれ らの銅差の自乗の機和は、ﾡ定係数ならCに相関係数を得るために単純相関分析 

に対して使用されたと同じ公式の中に代入するととができる。しかしながら、この係数は、 

2つ以上の変数にもとづいているが故に、 "重相関係数。multiple coefficion- 
ts といわれる。符号としては乙れらの値はそれぞれR2お上びRとあらわされる。

5. 曲線関係Curvilinear Relationship

これ去での考祭においては、独立諸要因の一定の変化 に伴 う従属要因 C価格) の変化が同 

一であるといつた直線的関係linear relationship とよばれる関係のみを対照と 

してきた。たと父ばオレンヂの実例においてCォ4 1図、一定の生産增加数量は、同じ絶 

対価の価格少をともなつている。同様に、一定の消費者所得の増加は同じ価格増加値をと 

も なつている。

42 しかしながら多くの場合、とういつた直線的関係は存在していない。たと父、ある商品 

に対して、生における連統的な増加は訴次価格に、 よりすくな影容を及ぼすであろう。 

それは価格が新次低くなるにつれて、ﾡ入でさ、 生たﾡ入せんとする人々の数は販売に対 

して提供される数量の増加制合上 り も上り大きく増加して行くであろうCォ3章の冊要曲 

換の形状の単論を参照〕。同様にある点に到達した後においては、消費者所得の附加的増 

加量は研究せん とする 商品 と は別の ものに支払われるであろ う。したがつ て それに対応 し 

た商品価格の加1はおきないであろ う。読者は 精給要因 の一定変化に伴う 価格変化が常為 

受因をあらわ ナ水平 目 盛上の諸点 において 相違 してい る と いつた沢山の別の 実例 を想起す 

ることがでさ上 う。

かゝる実例における関係は"曲線的い. curvilinear である といわれる。グラマ分 

析において利用される方法は、実際に、曲つた回帰線が直線よりも利用されるというとと 

を除いへて。関係が直線である場合と同様である。曲つた回帰線は“ 回規曲練 ” regress- 
i on curve といわれている。か、る分析の実例は次章において示される。

6. 分析の目的Meaning of the Analysis
われわれは重相関法における、その目的、用途、縮果について充分の知ﾡをもつている。 

以下のべる事項は純相関分析にも等しく適流用し う る。

Q) ﾡ給関因の数が価格に重大なる影ぜをあたえている。ﾡの方法に上りわれわれは有 

力な影ぜをもつている と思われるものならびに余ま り影響をもつていないと思われる 

ものを決定するととができる。それらの相対的血ﾡ性は、前○図からの残きが新し 

い変故を使用する ことにより 減少される程度に上 りほゞ指示される。数学的分析にお 

ては、相対的重要性は別の独立変数を一定とした時にある一つの独立変数に上 b生 

じた従属変数の変化合をしめしている偏計ﾡ係終the coefficient of 
partial determinationの大ささに上りほゞ知る～とができる。偏相関係 

数C偏計側係数の平方根ゝは側回帰線の領斜方向の記号をつけてあらわされている。

(② この方法は分析にふく まれる 帰給要因の結合変化 によ り説明される と思われる 価格 

変化の割合を しめしている。 ～れは計値の実際値に対する近似程度ないし重相関係 

政の大きさにより略しめされる。最終の図表における 武線ないし曲線からの ドッ トo 
ﾡ差は、分析にぶ、く まれなかつた要因、変数値の誤差な ら びに別のz イ プの設差の結 

合的影響をあらわ している。

(3 別々の回帰腺または曲線は、価格に及ほすおのおのの独立変数の純影低をしめして 43



る。平均的な係ならびにある特定水ﾡにおける渕係がしめされている。

(4) 回帰線去たは回ﾡ曲線は、従属要因の変化 と独立要因の変化の 側における 關係の相 

違をしめしている。 これは相関係とは別のクイブの分析ではﾡ供でさないものであ 

る。

(5) 計算価格は、 ォ16章で詳述するある重ﾡな制独をうけながらも、価格子ﾡに対ナ 

る最つとも有用なﾡ盤の一つを世供する。計算価格は 生た政府計面の可能な効果を調 

定する上にも有用である。

かゝ る分析の説明ならびに統汁的意務に関する詳約は、 次ﾡにおいておとな うであ 

ろう。

オ1 6 Tt t相関分析の用途 を技術的説明

1. まえがさ

商品分析における重ﾡなォー歩は、価格ならびに、あるいは消費に影ぜする主要な話県 

因を確定するととである。価格ならびに 消費に おける 幾期、手節、年次、西系、長期お上 

び不規則約動がﾡ給条件の種々の結合によ り形成されるが、一方存通同じ基礎的要因が 

ふ く 去れている。

相関分析においては年次データーを一般に使用している。沢山の上 り短期的な影は、 

非常に重関な影部は測として、普通1年間を通じて取消されてしまう。ラッグないし.遅れ 

た影督といつた問ﾡは年次価格を取り扱う場合には困ﾡはす くない。手節変交動の調整の必 

要もない。ことで疑述せんとする方法は、大部分の月次親奈を取扱う ときには適用されな

そ して後に、農業生産な り 市場出荷は、年次的に 現祭する ことにより 特徴づけ eれ 

るのである。経験的知1織ないしザ祭に地地した多数の決定が、統計的分析の開始前におと 

なわれな く てはならない。とれについては 次節において考察するであろ う。

2. ぼ年、収ﾡ年ないし市場年Calender, Crop or Marketing Years- 
年次変動の分析を開始する前に、年次の最初と終りを決定する～とが必ﾡである。とれ 

は1月から始まるぽ年または新しへ収便が多量に市場に去立やつてくる月をもつて合まる 

市場年であるかも しれない。 年川連続的に生産されるベターのような商品に対しては暦年 

を使用するととが多分最も便利であろう。小衣の上 うに年次収護の場合には、7月かe始

る収度年が上い縮果をあたえるであろう。新収度量が 市場年の終る前に価格に大な 

影ぜを も ち始めるならば、多量の収優が市場出荷される月の間価格分析を制県する方がﾡ 

明である。たとえば殺物の場合には、• 11月～5月、 7月～9月C新収後の予想数量を掛 

的して)の2期間に分けて、別々の分析がおなわれるかもしれない。朦のような家容は 

規則正しい飼育期用 の ある故に、全 く 明麻な市場年 を もつている。しかし 池方原 は年置 を 

通じて連続的に市場に出荷されている。かゝる場合には、年の選定は、分析が使用される 

目的に大いに依存している。

44

3. 需給合ど因の選定

次の段階は分析におけ る従成変故に影響する と思われる需給要因を選定する たとである。



価格分析において、価格変動を説明するためにﾡ用された要因は"独立因ないし独立 

変数といわれる。分析される商品価格は "・従属. 要因または従図変数とよばれている。

僕用される変数の選定におては、可能なかさり論理的であるととがﾡである。しば 

しば合去れる さまざまの要因の経済灰型の形式が有効である。飼育案奮に対する cういつ 

た裏型は氷4 2図cしめされる。

として変化する.

も し消費者要をあらわす曲誤がのぞまれる な らば、別の送因の影響をﾡした後に、 

国 内消 費 と 価格の( (ないしゃ) 係は 踏 れる結果 をあなえるであろう。多くの 価格分 

析において、われわれは消費者と商品との結合要に一層の関心をもつていろ。この場合 

総供給から偽出を差引いた価は消費の代りに使用されるかも しれない。総ての目的に対す

氷42図 ﾡ育ﾡ経済の単純模型

乙の模型は殺物価格の分析に関運して番者によ り発服されな。元来物質的である諾要因は 

箱でしめされ、主に経務的であるﾡ因は問でしめされている。頭 数とﾡ料価格間のi保の 

おのおのの端の欠印は、ﾡﾡ収数は飼料価格の原因であ り結県でめある ～ とをしめしている。

この校型は消費者所得が制料価格に影響する方法をしめすのに神に有効である。このi響 

は肉用動物ならびに塚奮生産物価格に及ばす所得の劣響を通じて川接的にやつて く る。か 

ゝる理由で家音ならびに家ﾡ生産物に対して農民により受け取られる価格指数は、一物価 

格の分析におい て需要の主要な尺度 と して利用 されてさ た。

要因の選定にあたつては、同じ条件により影響された変数自体で、あるいは別の変数で 

一つのたとを脱明する rとを回避するために注意を払わなくてはならない。 たと父小 

価格の変動分析において、独立価因の-っとして総敕物価格指数次使用してはいけない。 

同様に、 外国間要の尺ﾡとして輸出を使用するてとは、極端に注意を払わなくてはならな 

46い。何故ならば、ﾡ出は価格に影ﾡする要因目体の変化に加うるに商品価格の変化の結県

る需要の大維把な八度として、総供給が使用できる。以下のべる考察においては、この2
つのタイ ブの需 要が必ホ し も 区別 される 必はないであろう。

も しわれわれが小売水における消費ﾡ区の測定に関心をもつているならば、商品の

小死価格が利用されるべさである。もし望むならば、農場価格は農場価格と小死価格との 

純相関関係に上 b決定する ことができる。もし流通マーヂンがﾡ状な方法で変化してき

たな らば、これは単純相関分析に より判断を されるであろ う ・ ふ し農場価格が需要分析に 

おいて直法使用されたならぱ、 流通～ーヂンにおける交化はﾡ要における変化と混乱され 

るかも しれない。

さまざまの独立ど因の選定にめたつては、分析者の発明的才ﾡ、利用しうる質料を良く 

知つている～ とならびに商品神性の知がなよびその商品が生産され、販売される方法の知 

贏 を必要 とする。総ての価格交動の裏には一定の条件があるわけであるが、多くの場合、 

経験によりわれわれはとれらの条件を分催し、調定する～とがでさる。われわれは商品分 

析を深くつ、こんで研究すればす4視、 価格ならびに消費連動に対する神秘は唯単にわれ 

われの 理解の 不足 にもとづいへているたと、ならびに 常に そこに は 変化の原因で ある話 製因 

のある論理的結合が存在じているたとを益べ明自に知るであろう。しかしながらこの樹あ 

供気と発見の才能がこれらのi要因を探すナ上に、 また従属要因に対する これ ら の歯舞因の 

数 量的 関係 を知る 上に必で める。

4. 対岡期間YearS t。 be Included

分析者は子スト目的に対して、数0年を省路しようとするとしても、一般に、でさるだ 

け多数の年を分析の対照としてとるべさである。多くの場合、充分正確な連続期間は19

2 0年初ﾡからのみ利用できるであろ5。しかしょり不正確な道続期としては1 910 
年はたは それ以前ic も さかのれる でめろ 5 ・ か、る場合分析を開始する年を決定する こ 

とは困ﾡである。この決決定は主に長期に関心をくか、めるいは上り短期に関心を置くか

C上るわけである。 47



価格制ﾡPFiCe Ceilingないし別の不規則地的条件をぶ.くんでいへる年は、一投に省 

されるべさでめるが、しか・し既知条件の逃点か.らそれが合理的であるよらに思われるか 

否かを決定するために、 計算価格はその年に対して計死しておく必援はある。対照期間に 

対する 決定は、極端な場合を際いへて前もつておたなわれるべさである。唯に使用される 

独立変数に上り説明されない上 うであるという理由で分析からある年を省略してしまう 

とは、危険でも ある し、生た非給理的でもある。多くの分析において、著番は出来るだけ 

オ一 次世界機争 とオ二次世界械争間の年 を分析の対照と して選び、 生た伐争中な らびcォ 

二次世界,伐*後の年を対照にしない上うにしている。械後の年は戦争明における関係が殺 

近にキて も 各続 しているかど うかを决定する テス ト目的のために使用している。

5. 分析を始める前になされるべぎ別の技術的決定

実際の分析が帰合される前に、すくなくとも試験的に、沢山の決定がなされなくてはな 

らない。これ らの決定のある ものに対ナる完全な考祭については本においては取りあつ 

かわないが、主ﾡな決定についてはこゝで取りあつかうであつう。ある品度まで、方法 

の8門条達においても、たれらの小柄に関して取り あげる以の手題については一致して 

いない。しかしながら、われわれはしばしば研究されている商品について良く知られてい 

る特別の条件に上 b、ある或は別のいわゆる標増方法にしたがうことがのぞましいという 

ことを知るてとができる。3つの実例が本平の後半においてしめされているか、 本ﾡの多 

く の部分 も rれ らの分析 を続んだ上でなお充分に理解 される であろ う。

Q) 使用される方経式の選定ないし曲線の性質。変数が選ばれたならば、それらの変数 

が相互C如何に関連をもつているかについて決定がなされな く ては ならない。数学用 

語を使用すれば、僕用される方品式のタイブthe type of equationなwし 

方投式組般system of equations が決定されなくてはならないといいうる。 

もし分析がグラ フをもつておとなわれるなら、曲線の形状が次定されるべさでめる。 

後にしめされる上 うに、グラフに上る方法は、最初の分析か図形に上り、 あるいは数 

学的方法のいナれかに上 りな されている といつたことには関係なしに、ある極度まで 

データーか ○曲線の形状を決定する ことができる。しかしながら最後の分析におい て 

使用 を決定 される曲線は、その商品について知られている総てのものと0和されるべ 

きであろ う。そしてそれらの関係が前もつて出来るだけ意深 く考察されているな ら

48 ば、これはとの検討にあたつて有効である。理論的に正し曲線の選定は、 もし元の

データーの囲を越えて外挿法extrapolations が必要とされるならば特に重 

災である。

僕用される曲線の 一般的性質 を決定 するにあたつて役 に立つ 一つ の考察は、従属 交 

数に及ばす個々の独立変数の影野が加法的であるか果法的であるかを検討することで 

ある。たとえば生産量に及ぼナ面積ならびに旅出高の影響は、生量がとれらの2つ 

の項目の乗積に等しから、明白に乗法的調係a multiplicative relat- 

ionship である。他方価格に及ばす生産量ならびに在荷量の別々の影挙は、それ 

eの項目が通加えられて供給変数を形成するが故に、多分加法的である。多く○分 

析において、これ らの関係の 正解な性質を決定する ことは困確である。しかしその関 

係が明白である場合には、乗送法的ないし加法的関係の回帰方権式が使用されるべさで 

ある。・ガリズムCﾡ)が乗法関保を取扱うと合一般に使用されている。こ○章の該

C註) もし学従が"ガリズムに精通しているならば、次の方ﾡ式が何故そうである

かを理解でさるであろ 5。一つの変数が、次の方程式にしめされる ごと く、他

.の二つの変数に関係をもつているとする。

X = ayb z°
この関係は明白に乗法的関係である。もし総ての変故がロガリ ズへのかたちで

あらわされるならば、 たの関係は次のようになる。 つまり

l1og x = 1oga + b log y+c log z
これは加法方程式であ り、図形的ないへ し政半的な重相関分析の一般的方法に上

りおたなわれるならば、おての変数を"ガリズムに変父た後においては、直線 

が利用でさる。

半でのべられる分析は、大部を対故方程式に準糊している。

特にコールズ コミッションの』方法は、 一方程式により取りあつかわれてきた 

沢山の価格分析が、方程式組やにもとづいてキとなわれるべきであつたことを指商し 

てきている。もしォ42図に示めされた関係がおて同時的であるとすれ、 -②泳突- 
・・・・ ・・・・ ・・ゝゝ・・ゝ・・・・・・ゝ ・・・ ・ゝ、、、 
をﾡする方法としては、 方理式組ﾡが使用されるべきであろう一附点は訳者-。

この場合におい て は、ある意味で、方程式が遂次的に 生じて いる ので、別々の方種 

式が困ﾡなしに僕用でさたと著者は考父ている。使用される 2つの方秘式については 

本章 の後半におい て考察する。多分単一方程式は、ﾡ改しめい、 た単一の主要用途

をもつ多くの農業生産物の価格の分析に満足的に使用でさる。作物の場合には、価格 

は 半ば現在供給に 上 り決決定されるか、その供給は大いにより以前に☆ける価格たは 

ある非価格諸要因に上り決定されると仮定されている。しかしながら、ミルク、タマ 4 9



ゴといつたある実ﾡ生産物初においては、現在の生産量は現在の価格によ上り 相当程 

度 まで影産を うけている。かゝる場合には、同時的方程式が必関とされる。同時 

的方程式を使用した実際例は今日 まで数すくない。この方法は故学的には比及的 

復雑である。

(②) 央際デ ーターに対するカー階差 first differencesの関用

ヘンリー、ヘアーは1 91 4年に早くも前年か、らの契際の交化Cォーﾡ差〕

たは 前年から変化割合 C 速環比link relative) を 便用 する？： と を提唱 し 

たが:約1 9 4 0年以前においては多 くの農産物に対する価格分析は突際データー 

Cﾡ拠しておになわれてさた。ャ 2次祉tね?該ャー湖差に納契した研売が益々 

iにらこざだ一附点は訳番-。笑際データーが側用される場合、その分析は 

その分析期間従困変致に平均か らの変化を生ぜしめた諾選因の相対的災さをﾡ 

定する。 生たォー階差にﾡ拠して分析をおとなつた場合には、その分析は従藤委

数にめる年から次の年への変化を生ぜしめた要因を調定する。ォー次なら0に

2 次世界大 戦川の 期川 のデーターに 主にﾡ礎をおいた 分析の必要 性なら び C 令 

と 戦争との間の期間の平均に対するォ 2 次世大戦の終末に生 した沢山の諸典因 

の水ﾡにおける激しい交化は、実際データーを使用する場合、一つの離点を 生ず 

るてとを変がさしている。もしかゝ る分析が戦後においても使用されるならば、 

データーの紅囲をﾡ父た外挿法が必要とされる。 -の場合才1階差を使用するな 

らば、 外挿法は殆んどあるいは全く必要としないであろ う。

ォ1階差が有効である別の場合は、強いﾡ労的播要因が経済的変数に影ぜを 

投げかける 上 っ な場合C ミ レク生確量に影営する諸要因の研究にみ eれる よ っに

、2つの変数がお互にとい5」。 も未知のォ3の襲因により一層部協に関連し 

ている上うな場合C央際データーの側用が、 才3の要因に、遂次別の2つの変数

に彩1野する 遊務的緒要因が原因 となつて、みせかけの相関をあたえるような場

合 )、2つの論理的に必要な独立 締変数がォ 1 階差において よりも突際データー 

におへて上 り一層高いへ相互係をもつている場合C ～れは相互相Ainterco- 
rrelationのx く知られた問題、すなわちさまざまの独立諸変数川の相関関 

係の間避である。 cの間ﾡは本の後ﾡで考祭する〕、ならびに破終分析におけ 

る 残塗が、分析が実際データ ーに も とずいておたなわれた場合に連続的に関連を 

50 もち、»1階差に単拠した場合には連続的な関連をるなない上うな場合Cこの間 

函は本書においては取り扱わない。しかしながら、採ﾡ的有意性の検討はかゝる系列 

相関関係serial correlation が存在しないたとを災求しているといわれる。 

系列相関 係は 川一変 数の連礎的 親求の間に存在している相関関部をあらわす。-の 

場合、交数は売金な分析からの説明されないきである。ゝ

研 は 港 て の分析 がォ 1階差に ﾡ処すべ さ であ るというとをほの めかしているの 

ではない。しかし 音者は沢山の例におい て沖 1 階差が® 端に有効である -とを見出し 

た。契際デーク ーが利用でさる最近以ぶの数多の将来における年に対して予ﾡが必要 

とされる なら ば、 才1階塗による分析は、 それが元来前年the priceding y- 
earからある年をP報するように計画されているので、使用する たとが困壊である。

政府計画の可能な影松を評価するために、ないしは類以の赭罔題を考えるために、 

仮設的 データ -にﾡ拠したオ1時差による分析を使用する と きには農初の年における 

渚変数の展初の故値を注,旗深く選定しなくては ならない。ある硏究に対しては、突数 

値に準施した分析が好ましいかもしれないし、 た別の研究に対しては、 もし適当に 

操作さえるならば、 ォ1階差に地処した分析を使汚することに上 り 上り一層心頼性の 

ある結をらるであろう。*1階差対政ないし連環比の対数)の使用は、可成り複雑 

な 散学的傑作 をふくんでいる が、も し分析希が各段ﾡの意味を意深 く考慮して行く 

ならば、それﾡの困ﾡ性をあたえないであろっ。もしょ、くまれる諸変数が对故値であ 

o、歳勢類 が余 生りに重ﾡでな い な らば、重 相場係 数の大 ささならびに 偏回線 

の傾科は、それぞれ梨政価なよび*1階差に略拠してなされた分析に対してほご同一 

である。

(3) 変数として時の逃れCタイ ヘ ・ マッグ〕ならびに時を使用すること。

時の避れの必要性は、価格に 影密する諸要因の分析における 上 り も、しばし生産 

ﾡに影響する諸類因の分析においへて生する。価格分析学者は、しばしば生産量に影密 

する断要因の研究にﾡ心をもつているであろうから、たにでは、時の遅れについての 

考來もぶ くめ上 う。時の述れは、あ る 年における 価格が次年の収獲に対して 植栽され 

る面積に対してW響をもつ場合におけるがよ5に、一定の独立変数の影督か、一定時 

間後に生ずる特にはいつでも使用される。時の遅れの考父られる長さは、前もつて出 

来るだけ生公深く熟慮されていなくてはならない。 ルンrクMarschakは、必す 

しもその時の進れは相関関係を最大ならしめる時間でないたとをしめしたC J. M- 
arschak,cEconomic Independence and Statistical An- 51



alysiS.. StudieS in Mathematical Economi cs and EcO-

nometrics・ p・150 University of Chicag。 PreSSy Ch- 

icago, 1942。時の迷れの使用は本確の才3の突例においへて説明する。

数多の価格ならびに消費分析において、特明 に関連して変化する と知られている、 

がしか・しデーター が利用 されない、める いは独では価格に す 乙 しの影部 しか も たな 

いと思われる数多の製因を/的した維物入れ要因a catchall factorとし 

て使用されている。ある有名な価格分析半番は、ﾡての分析の中に隠別変数としてﾡ 

間を算入する～とを推発した。も しその回帰係数力用から有窓:的に相違する ことに失 

数するならば、時川関因は省されるか.もしれない。著番は多くの場合に、その分析 

が時間的歯勢をしめしているかどうか検討する ために最終残差をチェッ クするととは 

するか、最初の分析から時間を除外する方法をとつている。もし特 川的密势を しめし 

ているなら、 それを脱明するために別の交数が加されるべさである。あるいはか 

ゝる変数に対してデーク ー が便用できないなら. ば、かい、る変数として時間が附加的交 

政として通加される。両タ イ ブの分析の例は本のあ半で考家する であろう。もし

ャ1階差が使用されるならば、 方税式中の常数は、"e時H,,のルぜをあらわしている。 

何故な ら、それは阪令独立変致におけ る変 化がない としても、前年か eの従叫 変数

Cおけるある変化が存在する ことを意味しているからである。か る分析における残 

差の時間的越勢は、時間的越劣それ自体時間に伴つて変化している～とをしめしてい 

る。時間的場勢が利用されているﾡての分析において、時期 的趨勞に対する 論理的 説 

明を見出すために努力が変払われている。

(4) 1人当りならびにデマレートされたﾡ科の製用

沢山の理論家達は、主に考え られる さまざまの弾力性係致の決定に関連 した分析が、 

総ないし1入当り、 またはデマレートした、 あるいはデマレートされない一逃の価 

格な らびc所得数価に も とづいておなわれるべきであるかどうかについて8見の一 

致をみていない。これらの諸給が交定するまで、学徒は最も合理的であるとﾡわれる 

ものに準拠して〜れらの決定をして行かなくてはならない。しかしながら、分析にお 

ける数列the several seriesは相互に一致されていなくてはならない。か 

く て もし1人当り 供給ないし消費資料が使用 される な e、国民所小または工業生産 

であらわされたﾡ災を変化させる関因a demand shifterもtた1人当りの数

52 値であらわされるべきである。 もじ1人当りの安料が使用されるなら、如何なる人 

日 グルーブがその除数の中にふ、く はれるべさかについて考祭を しなければな らない。 

たと父ば、タベ=消費の分析においては、多分労性と女性とでは相違した加血をつけ 

て、唯成人のみがふ.く去れるべさである。たとえば、 工生mindustrial 
production が唯一の需要を奕先る蛔として使用 されるならば、価格はデァレ 

ートして使用されるべきであろう。またも し所海が使用されるならば、価格なら0に 

所件双方ともデマレートする ことがでさる。あるは両系列ともデマレートしない形 

で関用する二とがでさる。
・・ゝゝゝ・・、 ・ゝ・ゝ、、、、、、 ・、、、、、、、、、、、、、、、 
価格予に対しては、実数価 を 使用する方が、 デフレートされた数値を使用する上 

・ゝゝゝゝゝ、ゝ・ゝ・・・・・・・・・ ・、、、、、ゝ、、、、、、、、、 
り もさらに上い結果を うみだすかもしれない。何故ならばデフレー トされた系列は、 

実際とは例え改劇塗物格一ら即売法格x上 o も泉気染らi上 b法く振す 

るえとう知られているにもう、わらす、ぶ来列the original series と 

う シ トうるとらiこi対ら脚決うあると衣してるふらなある一附点は訳番

(5) 代替商品の取りあつかい

も し 2つの両品が完全にあるいは略完全に代ﾡ的であれば、 との2商品は単一商品 

として取りあつかうべさである。しばしば相関分析は、経済的な味において2つの商 

品が代な関係にあるかどうかを決定するためになされる。ヘンリー・ シユルッHen- 

1y Schultz は2つの商品が代谷渕係C彼の用語ゝにしたがえば競争財comp- 

eting goodsiにあるかどうか、を決定する簡4な方法を提示しているCThe 
Theory and Measurement of Demand, Chaps. 18 and 19. 
University of Chicag。 Press, Chicago, 1938.ﾡの問』はマ 

オクスの論文Factors Affecting Farm Income, Farm Prices 
and Food Consumption, Agr・ Econ・ Res., Val, 3, No.3 

1951においへても論ぜられている。 〕もし2商品が売全な代な期係にあれば、 2商 

品価格は一定比で変動するであろ うが しかし一般に数量における交化はあま り部 

ﾡな関係をもつていないであろう。彼は各年における価格比求と数量比率を計算して、 

各系列の各"に対する変移係数the coefficient of variationcつ生 

り 糕準關差を平均で削ったも のを得る～と を提示している。そしてる し価格比率に 

対する変移係数が、数量比ボに対する変移係数よ り も上小さいな er、それらの簡 

品 は 代替係に あると 仮定 している。



も し価格が価格分析において従ﾡ変数と して使用されているならば、緊密に鏡争な 

いし代を調係にあるあ品の供始会たは費は時合されるべさである。本章の役半で説 

明 されるﾡ物価格の分析においては、総飼料供給が一供給要因として使用されてい 

る。, めまり緊密でないへ顕争商品の供給あるいは消費は別個の変数として使用で合る。 

後番の商品に対する側回帰と相当の領斜が固品それ自体に対する同回帰と相当相違し 

ているCすなわち有意的に相違している〕ならば、2つの商品生たは商品ﾡは、位か 

部分的に代林係にあると考えられる。もしzつの回帰線が略同一であるならば、一 

殺に分析は再びおたなわたるべきであい、そ して結合された供給を一供給と して使 

用すべきである。

(6 独立変数間の内部相関intercorrelationの影ぜ

内部相関につては多くの混乱が存在している。とりわけ農業経済のIにおいて 

はなはだしへ。 ポ矛は、 Cの混乱はR相関の図形方法についてのある設解から主に生 

じていると考えている。

側相関ならびに回帰理論the theory of partial correlat i on 
and regression は独立変数の間に有意的渕係が存在しているような間題を取 

り あつかうために発展された CG• Udeey yulo and M.G.Hendall,An 

Introduction to the Theory oh Stasti cs, 11th ed., 
PP・261～262, Charles Griffin and Co., Ltd., London, 

1937・〕。 もし独立変数間の川純相関がビ"に李しいなら、側回帰ならびに相 

係政のおのおのは、これに相当する単純回帰お上び相関係数に等し、そして計蘭 

相関係故は従阳変数を ふくむ2, 3の細計測係数の合に等しいことは容必に知 o う 

る。か く て、 比絞的度離な同相関理論は、も し多 く の尚題においてある相ﾡ関係がさ 

ざまの独立変数間に有意的に存在していないとすれば、必要とされないであろう。 

高い内部相関の影響 Cすなわち1あるいは それ以上の独立変数間におけ る高い相関 

度の影響〕は、本ﾡで後述する相ﾡ係の図形法にかける2つの方法でしめす。 o 
方法の斗1段階は、独立変数に対して従団変数をブ"ットしていくとでめる。もし 

内部相関度が低いならば、rれらの 2つの変数間のα回帰は略純回帰に等しいであ 

ろう。そ して区形法に上 b しめされる 上っに、偏回帰曲線に対する最初の接近は普通 

単純取布に一致するよ うに思われるであろう。とれは 偏回冊分析の性質 を理解してき

5 4 なかつたある研究啓にとつてのぞしい～とであると考父られてきた。もし分析者が、 

のぞましいへ個回帰曲線と』純散布との間に必し も 関係がな いということ を認識する 

なら、 この段では尚題を提出しない。

しかしながら、高内部相関は図形分析法により一ﾡﾡ大な影ぜを及ぼす。後述す 

る上っに、" ビーン・. の図形相関法の主要な貢献は血回帰線ないし曲線の汁1 次推定 

Cあるいは近似が術次改善しらる単純な方法を提供したことにある。迷次近似線を 

年正する ことによつて達成される改善の屋度は、内部相関度の高さと逆に変化すると 

いうたとが知られてきている(Richard J Foot。 and J Rusell Iv一 

es, "The Relationship of the Method of Graphic Cor_ 
relation to Least Squares,. Stati s • and Agri. 1, 

PP・ 13～18, U-S.Department of Agriculture, Bureau of 

Agricultural Economics, 1941.)。 もし連現的近 以の 結果が相当 の 

方法で政学的にられたとすれば、正確な精果は最後には#られるであろうかe、高 

s内部相関はあまり 善大な問題ではないであろう。しかしながら、図形方法を使用ナ 

る場合には、 2つの連続的近似結県の間の差は、注目するにはあまりに小さく、分 

析は、回帰がのぞましいへ後半的方法によるﾡ巣とは相当相違した点で止まつてしま5 
かもしれない。

もし内部 相関度が極端に 痛い Cすなわち0.9かないしは それ以上 なe、 納 

力決こゝうてす。iな縮は津られないそぁっう。施た指した」った、 、 

bし2っ塗niと必な染らxャはた流心へﾡを。っc、る場なと 

1 階差が使用 される一附点は 択者一。また これ以外の方法 も 高い内部相関 を回避する 

ために使用されるであろう。たとえば原一毅物価格比が、 岡別変数として原価格なら 

びに級物価格を使用する代りに原生配に影響する製因の分析に使用されている。生た 

牛肉消費に影響する 績要因の分析に おいて c こ○場合独立交数の一つと して牛肉価格 

を使用している 、その原内価格上 り もむしろ豚肉消費 をこの代替商品の影響を しめ 

すために使用している。

6 . 注意深く 計画された相関分析の実例

次に 3つの相関分析を紹介するであろう。たれ らの相関分析は 上述した特別の点を示す 

ために選んだものである。たれらの実例は相関分析が使用されている主要な経済分野から 

引川用した。つまりこれらの実例は消費ならびに価格に影響する要因の研究、 お上び生産に 55



関しての生産者の決定に関する研究についてのものである。これらの分析の脱明は、主に 

商品ﾡ点からという上り も統的品点からなされている。

Q) メリ カ合衆国における府肪ならびに油消費に影響する諸要因 ・

農業経済局のアレeアーならびにビュアみスの本研究CSidney J Armore
and Edgar L Burts,«Factors Affecting Consumption of 
Fats and Oils, Other than Butter, in the United Sta- 

tes,. Agr・ Econ・ Res・, Vol・ 2, No.1, pp・1～9, 1950 

ォ43図にしめされる。 cの論交においては、時間的塩勢をﾡﾡした考察および得らた 

係数の経済的意務等にも言及している。この分析はまた、それが別の方法では見☆とし 

た曲線のある特後に生意を引 く ために如何なる図形方法が使用でさるかをしめしている 

が故に、そしてまたォ 2次世界大戦後の データー を使用 しない場合と 使用 した場合の脚 

方で算された曲縦がしめされているが故に、興味深い。

この初の分析は、1 9 22～1 94 0年間につておなわれている。そして従ﾡ 

変数C X 1 )として一人当りの総脂肪ならびに油C ベターを除く )の田内消費をとり、 

また独立変数としては労働統計局の 卸売物価指故でデン レー トした2 6の主要な脂肪 

ならびに油くベターを除くゝ個格指数CX2)、連邦調査局the Federal Res- 

erch board の1人当り工業生西指数C X 3ゝお上び時間C x4 を採用した。 

たの分析は主に脂肪ならびに油需要の弾力性を測定する ために計河された。cれeの 

変数はとの期"の従ﾡ変政における変化の9 7%をふくんでいる。 食用途におけ 

る変化は、食世用途における変化上 り も脂肪および油の総消費の多 く の変化を説閉す 

るが故に、工業生産は消費者所得よ り もむrしろ" ﾡ要に変化を もたらすもの., dem- 
and shifter として使用されている。

5 6 商品とい う載点 :りのたの分析の説明は氷2 3章において上b詳細になされるであ

43 バター以外の油消彩ごする戸



ろう。本節においては、われわれは主に統計的観点に立つて説明をするでめろう。オ 

4 3図の武上段の図表は証線関係を使用したと さ分析から得られたﾡ県を しめしてい 

る。これらの図表は次ﾡで考察すると ころの重相別図式解法に 上つて得られる最後の 

図表の攻学的結と同じである。上段の*3の図表は、別の変数の影ﾡに対してﾡや 

した後における、従属変数C面肪ならびに油の消費量〕と特間との用の純関係を しめ 

している。この図表はまたﾡ前ならびにﾡ後の年の両方に対して、曲線関係を使用す 

ると、 ・ゥー層上く流合する～とをしめしている。J中の図変は1人当り消費と工楽 

生産 と oic ☆ける純関係をしている。そして- の図茨に 喉後に 対して は 曲 際 を 使用 

する方が上り よい結果を生ずる ととを示めしている。注意深い分折赤は、 そのﾡ県が 

唯にサンブり ング战差に 上るのかも しれないから、完金なる理由を発見できない場 

合には曲線を使用しないであろう。 -の図表は、関係をさゝえている基的特徴につ 

いて一 層の注志深い検定の必要のある ことを しめしている。

アルe一と ビュルテイ スは、 工業生産と脂肪および油消費との間における曲線関 

係はく ク ー 以外の食は曲の消費は 中間所得者随層 ま では消 費番所 ﾡの増加に つれ て " 

加するが、しかしそれ以渙は所沛上昇にと もなつてのるやかに設少ナるといつた事実 

にc起因する と仮定している。c 工裁生塞 と デフレート さ れた消費番所得とは 高い 田関 

を しめしている)。つぎに消量と時"間との間の曲報関係の説明についてであるが、 

～れcついては ど通りの説明が必頃と される。つま りa)何故その回帰線は上方に向 く 

のか、ならびに()何何故それは曲線であるかについての説ぬ明である。 ルe一とビ= 

ルディスは、その上向領向の理由として、 1)商業的なベン焼さにおける小炎粉に対 

する 油の比率の増けm、2 ) 手洗い よりもlポンド当り油をより多くふく んだ石ﾡ を必 

要とする議械洗ぢ上 うの孤大的使用、 らびc、 3サおよびその池のサみグ用ﾡ 

薬の消費増大に ともなつたサラグ油の消ﾡ州大をめげている。rれらの現像は 1920 
年初頭に急ﾡにあらわれ.そして1 9 30年後期去でには大半終止してしまつた。r 
のc とが特M的績婚における 曲無関係の原因 として考•えられる。かくてもし以上の原 

因的な か変数: を 分析におい て使 用した と すれ、そ れ らの, 洛変数 と 消費 と の間に おけ 

る関係は、期間の終 り には 実際それ らのuc 交化ﾡ合 としてあらわされている〕は 

ゼ"c まで蒸ち るような直線期係としてあらわされたでめろっ。-の～と は時間的歯 

分の 盲目的外挿法のﾡﾡである～とをしめしてい^る。

独立変数x3 と X4は対政でのべられている、そして分析は1 9 2 2～1 9 4 0年 

について呼びおえなわれている。その結果は図の中段にしめされている。この分析 

は、対終係の使用が依科によく流合するという以外に2つの変数に対して対数関 

係を使用することの理為的理由は存在しないから、政学的にも図式的にもおつなう 

～とがでさる。最下段の図袋はﾡ争と戦争との期間の衛科に1 947年と1948 

年を加えた分析ﾡ県をしめしている。 モアーとビュルテイスは、両年に対して 

得 ら れた よ い流合は分析において ふくまれな かつた 2, 3 のi要因の 相殺 さ れた影番 

に原因のある～とを指ﾡしている。一般に商いパター価格は～ーガ リン愉要を刺練 

する。他方石脈に対する台•成清沙剤、合成樹布ならびに途料、化粧お上びリ ノリ ウ 

ヘにおけるﾡ燃化油に対する他の非油脂生ﾡ物の代替m加等、すべて脂肪お 上 び油の 

ﾡ要 を無少させる 旅 向 をあたえ る。

め 收物の農民受取り 価格にあ雪する占要因

ォ4 図でしめされた図式に上い、飼料価格に影睿 する主要な要因は、刷料供給、 

飼存四数な ら びに 家否お 上 び京 ポ生産物の農民受取り 価格の 3つであることが知ら 

れる。大低の鼓物は 宗裔の 飼料に使用 される。そし て戦物 価格は 非常に飼育 価格 c 
関係をもつて変化している。それで多分 じ上 う な諸耍因がまた投物価格に影谜す 

る主関な関因として作用する。投入 量当り の産出 費は上り 多くの飼料が一定頭故に 

あたえられる につれて急速に減少する から、頭数は本質的に血要なﾡ因である。価 

格に及ぼすたれらの諸要因の影您は、乗数的であると考えられる。•すなわち、たと 

えば加“斗供給における一定の変化は、頭政ならびに、あるいは家済価格の施い時に 

おける方か、低い時におけ るよりも、般物価格に頭普な 彩響 を あたえ るであろ う。 

～の理由により、 この分析は 対数に ﾡ拠 して な される。

一つには外押法の問題を回避するために、そ して-つにはﾡ数は ある年から次の 

年 まで罐か致%しか増加できない牧に、 才1階差が使用されている。かくて年次姿 

化にも とづいた分析に上 o、より 一層a領 のおける結果况沿る 一とができる。

1 1月～5月川における平均際物価格が従属交政として使用された。価格は#通 

11月 まで新しい収復基無に;問盛 されて ぎだ。しかし6月 史で価格は新しい収段に 

対する見込みに影部しめる。価格に及す供給の影響は、唯供給のみが効力を発 

抑している期間に価究を限定する-とに上 り最も上 く分析をすることがでさる。

) 3つの退因は、1922〜1942410の11月～5月報物価締における年次 

変化の92%を説明しでいる。その結果はャ44図にしめされている。分析にふく 59



交れた年は本図の 点に 上 b、最近の年は X'S に上b しめされている。学徒は 一般に道 

・ 加された年る. 分析にふく まれた尔と同様によ り通合しているとを知るであろう。

一見すると ころ 2 9 4 3～1 9 4 5年間に対するX'5は回帰曲ﾡの下方にくるように 

ﾡわれるであろう。だか、 より立入つた考察において著者は、仮令農民達が現在の飼 

料ならびに条ﾡ価格においへてよりもより多くのﾡ知をﾡ府し」うとしたとしても、ﾡ 

育される実際の頭故は最 も有利な飼科供給と思われる点 会で抑えつけ るというように 

考父ている。かくて段物価格の最高価段は多分ﾡ数と家奮価格の一般的水ﾡと一致し 

てきた。この評価は、 この期間中にﾡ育されたﾡ数は現在飼料と家ﾡ価格の場点から 

期待される数上 り も上りすくないたとをしめしている、次にのべる硏究に上 り喰認さ 

れる。かくて竣物の払底は、もし成功すれば、飼育頭数の増加がでさると思われる附

加的飼料供給を展得せんとする農民達のうぱい合いに注因している。 勿論設物価格が 

商けれ、その店格は農民の案孫羅営を拡大せんとする欲求を邪成するであろう。1 
949～195 0年間に対する推定価格は、 ～の分析は級物貸付計画をﾡ釣していな 

いので、あ会り に低かつた。そ して その 年に おけ る捻飼料供給の一部は 支持計画に s 
り市場に出なかつた。もし貸付計画tne loan program が充分に効果をあら

わしていたならば、 ～れは総劇料供給から貸付ス トックを差引く ～とCより#でさ 

る。

ォ 1階差方程式に対する常政値は、殻物価格は分析の中にそれとなく sく んだ独立 

変数の番をﾡ釣した後に分析が事拠した期間のi、年当り約1%増加する傾向を も 

つているととをしめしている。乙れはより一層登高な飼育事を岐舞してさた、改讐さ 

れたﾡ育ならびにﾡ存法といへつたような抜術的発展によるものである。

(の 年間家音飼育ﾡ数に影傷る番関因

*4 2図表の図形によい、年閑の飼育頭故に修押する主要な要因は飼料供給、ﾡ料 

価格ならびに条奈価格であるたとを知る。展近になつて、宗裔価格に対する飼料価格 

の比か そのおのおのの絶対的水璃よ り も、trしろ重拠であるてとが認識されるよ う 

になつた。この事実 を後腦 した改善された方法として対次を使用する。一般に～の比

・事は、たと父 ば雌豚が飼育 されている期間 ない し小豚に出女 を 出す期間 におい て 展 も 

界要である とい うととが裂誠されてさた。1 0 月～9月の設物施通年の期間にﾡ育ナ 

る願数に影野する沢山の決定は市場年の始まるﾡ年中になさる。～ういつた理由に

60 +り、ﾡ年平均役物な らびに家畜価格が 2 つの独立変故と して使用された。穀物価格

第化Y /,月～5ヨ殻物に彩ﾡする請愛西 /922～/5O



上り、ほ年平均設物ならびに家ﾡ価格が2つの独立変数として使用された。毅物価 

格の分析におけ るがごとく、 ォ1階遂対数のかたちで飼育頭数を従園変数としてあ 

らわすととは論理的であるよ5に思われる。 ォ3の独立変数として、総飼料供給が 

同 じ方法であ らわされる。しかしなが ら役物な ら びに 家奮 価格に対す る 実際の対数 

価が使用された。

1 9.2 2〜1 9 4 2年の期間において、 これら3要因は年次飼育頭数における総 

年次変化の8 6%を説明した。その結果はォ4 5図にしめされている。相当の総囲 

に直る外押法が2つの価格変数に対してォ 2次大役後に対してﾡ求された。図表に 

よ り、 奇価格に対する右手方の精平面的曲線に」つてよい結果の得られることが 

知られている。戦争と様争とのiにさける期に19 4 7～1 9 5 0年を付加して 

分析が呼びなされている。たの結果は»4 6図にしめされている。戦争と役4とO 

間に おける 期間に対する 残差は、1 922～1 9 4 2年期間の残塗総和の平方が若 

〒増加されているとしても、実際に改善されている。彼後年における残差は実質的 

に減少されている。との分析における 2つの図表の比較は対数曲線の伸縮性の上い 

指示をあたえている。

7. 重相関図式解法

上述の3つの研究は重相関法が有効な武器である といつた タ イ ブの問題を しめしてい 

る。これらの分析は数学半的方法によりおとなわれてさた。しかしながら、ある程度の知 

試を もつている門外にとつてその分析過ﾡを理解する上に助けとなる重相関図式解法 

が存在している。この方法は数学的方決と同一の結果をうる図式的方法である。図式解 

法は農産物価格分析におい て広く 使用 されて きてい るので、以下相当詳細に脱明をする 

であろ う。

192 9年に"ーイ ス、H、ビーンは曲線相関図式解法という論交を発表している。 

CLouis H Bean, " A Simplified Method of Graphic Cur- 
vilinear Correlation,. Tour . Amer Statis, Assoc., 

Vol・24, Pp・386～397, 1929)との方法は(回帰係数に対する直線的オー次 

接近は数半的に得られ、それから元来逐次的接近図式解法に上b修正するでルデッカイ 

ゼキェルMordecai Ezekielc上 り掘唱された重相関分析法の単純化された 

ものである(Mordecai Ezekiel "A Method of Handling Curv- 6ユ
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62 1949 年間における飼育田数に影響する 要因。

才46図 1936年を除いな1922～1942年と1947～1950年間に分析のﾡ礎を

おいた19 22～1 949 年間におけ る 銅育頭数に 影響する 要因。
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iline sr Correlation with Any Number of Variables

Jour • Amer. Stat is • Assoc., V・19, pp・431～453,1924) 

ビーン法においては、 偏回帰に対するォー次接近も図式的に得られる。そしてそのﾡ 

近は直線である必要はない。そしてた連続的接近法は、ニゼキーに上b提示され 

た方法上 りも上り早くできる。

8. 偏回帰曲線に対するォー次接近の作成

偏回帰曲線に対するォー次接近を作成する ビーン法は以下の数筋において説明を加える 

であろう。"偏回ﾡ曲線,,A partial regression curveは、別の変数の影 

響 を薛的した後の 2変数川の関係をしめしている。 ～れは他の変数が一定にされている時 

の2変数川の関係といわれている。統計的ﾡ点から、 この2つの表現は同一である。

ォ1 4表にしめされた仮定的究科にもとづいて突例がしめされる。たの充明のために、 

従脳変数X 1 として商品価格がと られ 独立変数として供給C X2)な らびに消受番所得 

といつたﾡﾡC X 3)が考えられている。年度と しては1〜1 1年でが対照とされる。

»14表 図式解法で使用 した 資料

X1 X2 X3 計 算 催X1
年度 各* 供給 需 関 数学的に計 

算したb S 
の

2次接近か 

らの

1 52 50 60 53.9 54.5

2 20 38 24 25.6 257

3 62 30 50 58.8 57.2

4 30 42 26 24.7 2 5.5

5 36 50 44 37.2 38.2

6 40 40 40 408 40.7

7 42 24 26 38.4 37.0
8 50 38 50 52.7 51.8
9 20 . 48 22 15.9 17.5

10 60 4 2 58 58.0 57.5
11 22 30 20 27.5 27.0

64 * 計算X1値をうるために図式解法を使用している。

オー段所。放布区炎

田関図 式解法の ォー歩は ・普通の 散布図表の 中におい て、ある 独立変数た と父ばX。 

に対して従ﾡ変数X 1 をブロッ トすることである C才4 7図のA図の点)。独立変数を使 

用する序は分析には影ﾡしない。だがォ1図裁においては供給を使用するのが普通であ 

る。連城的端認階は垂的分放により送行されるから、従属変数X1は図表の垂血目盤に 

そらてブロッ トされるそして独立変数X2は水平目盤にそうてブ・ッ トされる。 -の*1 
図表の上にブロットした2変数の散布はX1とX 2mの単純相関(r 1をしめしている。

ォ2の段階。歯勢教the drift lines の作成。

次の段階は、a似の 数価 を も つた X3に対して、 2あるいは それ以上の グ～ープを抜さ 

だナニとである。超势鋼として知られている線を、回帰線から各点までの垂直的流差の平 

方和が出来るだけ小さ く なる ようなやり方で、X 1〜X 2図上の各グ～ープを通じて作図 

ナる。それは*2の独立変政C X3)に対して一定めるいはﾡ一定価を通して作図されて 

いるので. それらの歳労線は側回帰の推定値をあらわしている。もし関係が直線的である 

ように思われれば、商線でなく曲線も引さうる。時々直様が使用される場合にも、それら 

の平均は曲線をサヂース トナるであろ 5。出来るだけ数多く○地分線が引かれるべさであ 

る。

われわれの実例においては、 ゞ同じX3の価をもつたグ〜ープとして4,7、1,10な 

らびに2,9.1 1があり、 それらは直線により歳労線が作図されている。

ォ 3段階。価格と供給期の個相関に対する»―次の接近。

次の段ﾡは図面上の歳勢線多線合して平均的配を もつょ6な直線(ないし曲線ゝ を書 

くたとである。もし直線が!史用されているな らば、それははゞX1とX2の平均ﾡをとお 

つて引かれるべさである。しかしそれはある誤差が次の図表において訂正される よ うに正

殖に これらの値を決定する必要はない。平均直線あるいは曲線はX3が一定である場合に 

X1 とX2川の関係をしめしている偏回帰のォー次近似線をあらわしている。それが直線 

であれば、 そのM斜は政学半的係数b123に近似しているであろう。平均峨斜が故勁な徧 

回帰係数に近以 している程度 は個々 の超将線の傾斜の安定性に 依存 している。一般に遊勢 

線の傾科に 期待さ れる変動量は、(③)n処する 製察数値の数、(b) X 1 ○変位性なe ciにe) 
X 3が一定の時における X1とX 2間の0相関の大ささに依存するであろ 5。
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66 オ47図 3変数の間ﾡに適用できるような重相関図式解法

今一次近以線の正確度は、X2上のX 1の放布に対する平均越勢線の適合程度に上 b判 

定すべきでないととは強0されるべきである。(回帰は、 X2とX3間の相関がゼ"であ 

る場合にのみ単純回分に守しいであろう。ある場合には、偏回冊は 単純相関回通 と は逆の 

方向に傾科している場合もある。 もしX2が供給選因をあらわしているならば、 この傾科 

は負であろ5。つまりォ3章でのべた上うに、それは需要ないし供給ー価格曲線をあらわ 

しているから X 2が書加するにつれて、X 1は少すべさである。

オ4段階 氷2の独立変数に対して平均趣労線からの回堂を・ッ トする。

ォ1図表上に偏回帰線ないし曲線を作成した役における、図式法のオ2段階は平均越分 

線からの各点の垂直偏差をォ2の独立変数X 3に対してブロッ トしたル2の散布図表を作 

成するととである。ﾡ差をブ"ツトする側宜的方法は、小カードないし紙片をとり、一方 

の0の中央近くにビ"線を引さ、 そしてォーの図式上の回帰直線ないし曲線にそうて、o 
ード上のゼロ線を移動するととによりブマスならびにイナス垂直偏差を写し取り、そし 

て各観察値に対する雨雌を測定する。もし平均島分練が平均価を通つて引かれるならば、 

" れ らの偏きは 総計 するとMぜ"になる。

(速の ゼ"値をあらわしている 水平線は ォ 2 図衣の中央 を と sつて 引かれる。こ の線の 

正確な位置ならびに垂直軸に対する範団は図表上にしるしつけられたるー ドをなさ、最大 

のプラスおよびマイナス偏差を:嫡するたとによ り得られる。 oー ド上の"線は図表上 

のゼー線にそうて動かされ、各閥測点の偏差はォ2の変交数X3の数値に対して点示する。

これでオ 2の散布図表の点示を完了する。

オ5段附 価格と需要要因間の閒相関に対するオー次近也

視に 上 b 最良と思われる川純回帰線ない し曲線が、これ らの点を通つてしかれるべさ 

である。最初の独立変交数の影野はA図中でﾡ的されているから、B図の回帰線は価格とオ 

2の独立関因との間の偏相関をあらわしているCﾡの数字的証明はFoote and Ive- 
S,.The Relationship Of the Method of Graphic Correlat- 
ion to Least Square s ,M Statis and Agri. pp.28～29. U.S. 
Dopartment of Agriculture, Bureau of Agricultural Eco- 
nomics, 1941)

この線の傾科をしめすためにX 2の一定(値にもとづいた歯勢線を使用するとがでさる 

であろう。それが使用でさるかど うかは主に各点によ りしめされた流合性に依存している。 

もし直線が引かれる場所を見出すととが困難であるなら、この図表上の越勢線は有益で 67



ある。もしX3が岡状因でめるならば、 たの偏回常線のH斜は正でめるはすである。つ 

まりX 3が増加するにつれて、 ォ1図表上における偏差の政価は、上 り小さい負価か、あ 

るいは上り大さい正iにむかつて増加する。

川純相関を図式的に流合するさいには、偏遂の平方和がﾡ小に引き下げられるべさであ 

る～とを記憶されなくてはならない。かくて一般により大さい加皿が小偏きに対しては上 

り も大同差に対して あたえ られるべさである。

たとえば、推定回帰線から偏差している2つの認調測価が、それぞれ0.4ならびに1.0で 

あり、 ャ2の推定回帰線においては0.6ならびに0.8であると仮定する。たとえ絶対的側 

差の総抑は 2つの回帰線において等しいと しても、側差平方ﾡの合計は後者の方が前番上 

りも上り小さい。そして結果的には、 この2点に関するか宮り才2の回帰線の方が*1の 

回帰線よりも上りのぞ生しと思われる。 際には、分析者はかゝる回帰線にほゞ近で 

きるであろう。もし才1の回郷線がX1とXさの平均価を通つているとすれば、 Cもしi 

教であれば〕オざの回帰線はほゞゼ"線における X 3の平均を通々であろう。

経祈用語に従父ば、 才さの回ﾡ線は、 A図の供給一価格曲線によりしめされる価格に対 

して、 X3の変数Mの大きさにより修正される価格の大さをあらわしている。たと父ばX2 
が50のときには、 X1の価は、 X3が平均(であると仮定すれば約27.5であると考え 

られる。しかしながら分析の対照とする］. 年度においては X 3はその平均価より も通るか 

に上であつた。それでX1は (回回帰 X1〜X2によbしめされる水i ょりも約25ばかり 

増加するてとが期待されるであろう。他方1 1年度においてはX3はその平均価よりもﾡ 

るかに低いので、X 1はA図上の線に上 b しめされる 上り も 2 0かり少さられる上 

うに思われる。かゝる理由に上り、 才2の独立変数ば7ﾡを変化さるもの,. ademand 
shifter としばしばいわれている。

9. 3変数の問題における連続的給似過器な らびに残された話関

ビーンの重相関図式解法の主要な貢献は、 偏回帰線ないへし曲線に対するォ 1 次近以 を 遂 

次改善しうる単純な方法をﾡ示した～とにある。直線である場合には、この図式解法は、 

同一の結果を伴う政半的方法の図式的な表現である ことがしめされてきか。さらにまた行 

近似隸は故学的に計算された展小自乗法によつて紙に遂次近接して行くこと、ならびにも 

し独立変数間の内部相関が流当に低いな らこの相関は急速におとなわれる こ とが証正明さ 

68れてきたCFoote and Ives, op・ cit., pp・10～18並びに29〜3照。

才 6 段 ャ2図 衣上の 直繰 な い し曲誤の 偏さ を氷 1 図表の回帰直線あ るいは 曲標の

わりに点示する。

～の段随においては、 才2図表上の回帰線からの垂面偏差Cォ47図のBゝを、各問 

祭点に対する簡差がその認察点のもとの点の直上方ないし下方に位識するように、ォ 

1図表上の平均地勢線C A図にしめされている実線ゝの生わりに点示する。--では考 

察の便上 も との点を黒点でしめし、 B図の回帰線からの個差は丸に r o しめすもの . 

と仮定する。しかし一般的にはこの目的のために色鉛述を使用すると使利である。つさ 

に丸に上 りしめされた点からの偏き平方をﾡ小ならしめるように単純回帰線を画く。も 

. し曲線が使用されるならば、それは充分門にし、そして経済的選祭と一致するように 

すべきである一附点訳者-。乙れはX1とX2iのォ2次側相関近似線をしめす。A図 

においては、 これは点線でしめされる。

オ7段階 ォ1 図衣上の州 2 次近似線か、らの偏差をォ 2 図上の回帰線の まわ り に点 

示する

A図の点線から丸央での差を、 X3のfを同一のようにたもつて、B図のもとの線 

のま わりに点示す る。これは B図の上に丸でしめされる。偏差平方和が最小に まで減少 

させる 上 うに祈しい回ﾡ線をB図上に画く C点線)。 れは X1とX 3nの個相関係に 

対するォ2次近接である。

氷6ならびにォ7の段附を、すべての場合にそれ以上の相関が不必要になるまで、最 

後の回帰近似線について 最後の 親察点 を 使用 して、くりかえす。こ～で使用されている 

実例においては、 ャる次近似以上の相関が必要である 上 うに思われない。

も し図表が発表される な ら、ﾡ終線についての最後の乱家結果だけがしめされれば 

上v。 沢山の初期におけ る分析においへては、公表図表は も とのﾡ料と氷 1 図表の最終祝 

とをしめしていた。偏回帰線が全体のﾡ布に対してしめされているから、 乙の散布は全 

く意味がない。他方A図の点線のまわりの丸はX1とX 2間の良相関をしめしてい2。 

もしX2とX 3間の内部相ﾡが低いへなら、ﾡ相関は X 3 が用t的 された特ないしは一定 

に保たれた時〕に、 X1とX2間の相関度をしめしているﾡ相関にほご等しい。前述し 

た 3 つの 突際例に 関連 してしめ された図変 は同じ結果をしめしている。〒 の間の大 さ な 

相違は 3つの突際例の方は回帰線と計算値とが該学半的方法に上 り得られている とい う こ 

と である。また実際例の図表においては、* 1 図表上の最終回帰線か らのm差の代 り に 

独立変数C X 1 たは X0のすれかであらわされている に対して調整された数値が 69



ャ2、 ォ3図の垂目盤上にしめきれている。これらの図表は、 もし水平ゼ"繰がオ2、 

*3図のX1C たはX 2)の平均を通つて引かれ、そして目盤が0後価格の代りに平均 

からの偏塞をしめす上 うに変化したな らば、図式法に上 り 得られた図表と同になる。

*8段路 実際価格と推定価格との比物、

分析に上り说明された、あるいは#秒された年次ﾡ格変動の比事くつ生りR相関度〕を 

. 出来るだけ明ﾡにしめすために、める年の一定耐給条件のもとに期待されるととろのもの 

に準期した毎年 の 価格を計算し、そ して同年における災際価と一に図表上に点示す る と 

とがのぞましい。乙れらの計算された価格は推定価格estimated prioes といわ 

れてwる。か>る結果をしめす最も許通の方法は、 ォ47図のcに図示されている。計算 

領を得る方法は矛5段ﾡの説明により明白であろう。X2のfに関逃したX1のはA図 

の回帰線から読み取れる。 -のMに対してX 3の推定位に上 り しめされた価差が加えられ 

る C あるいは巻引かれる 。これがその年における X 1の推定価をしめしている。

10. 説明されない価格側巻の検討

1920年代におては、故多の価格分析家達は、2,3の脚因の使用に上り総ての価格 

変動を実際に説明でさると信じていた。数多の分析家述は従属変数における9 92%以上の 

変動が使用 された独立変故に 上 り説明されてきたとのべていると公表してきた。この上う 

な果は、 sく 会れた資科年数がみ析の拠した複雑な曲線の使用を許すには余主 りにす 

く なかつたという事実からあらわれている～ とが後になつて論証された。すべての学徒は、 

直城は ある 2 点を通じて正読に引く - とができる - と、な らcすべての場合にH滑な曲 

線が3点に完全に適合する上 うに画かれる とい5 乙とに意を払わな く ては ならない。も 

しわれわれが需要を変化させる要因と してォ 2の独立変数を考をる ならば. rの線か らの 

各点の偏差が使用されたオ 2の独立変政に対してャ2図の直線上に正確に解在する 上うな 

や方で、 ォ1図の3点を通つて面線を引く～とがでさる。もし上り多くの変效が追加さ 

れ、あるいはより複維な曲線がﾡ用されるならば、 と父変数間に本当の相関関係が存在 

していないとしても追加年度のﾡ科に対して完全な適合をっる- とができる。かくてほと 

んど完全な適合を うる という こ とに守しい、高Vﾡ相関は、も し利用できる観察価数 

に関連して唯単にあま りに頂雑な分析を使用する rとに上 り得られているとするならば有 

意性は全くない。統計的用語にしたがえ、 これは"余央りに小さい自由度をもつている

70 chaveing to。 few degrees of freedom といわれる。 かゝる理由によ 

り政多の 分析矢は一般に 直操 史 なたは 対数曲のみ を使用している。そして 彼守は 爆低 2 0 
ないしそれ以上の年圧の資料を側用する～とを主している。C他方、審者は曲線の選定 

は、前述のととく対考察にﾡ拠すべさであると考えている〕。多分上り重要なたとは、 

たと父分析条達が従属変数におけ る総変効の主ﾡ部分を説明し上 う としていて も、完全な 

流合を域早期待もでさないし、 安たそれを得られないということである。

説明されない残きの原因となる製因は次の3つに分けられる。つ り田使用資料の誤差、 

b)ある変政を書略したと、C不適当な曲線の使用ならびに流当なマッグの使用に☆ける 

失敗等である。

- こで考察する一般的な回帰分析法C数半的たは図式的形式にあける最小自乗法に 

おいては、独立交数は正確に知られていると仮定さている。しかしながら農産物価格の 

研究に 便用 さ れc い る 数多の、めるいは 多分大部分の独立交政は 相当な設差を伴つ ている 

という= とが松流されている。たと父ば作物生産量の推定は時々総農民の中の小部分の農 

民からの報告にﾡ拠している。そして報告をする農民すら如何なる数量が生産されている 

かを知らない、とりあけ相当数量の生ﾡ物が彼等の農場で使用されている場合には通番であ 

る。総消費者所得の推定にも沢山の仮定がなされている。人々は直ちに別の実例を想す 

る たとができる。

交政におけ る設差の程度が知られているならば、 -の誤差を回ﾡ線の流合の際に樹約す 

る方法が存在している。も し分析者が主に価格な らびに所铅弾力性 といつた よ う な構造係 

数structural coefficients の推定に関係しているならば、かゝる方法を使 

用するとがのぞ生しであろう。しかしながら、もし分析が主に予測のために卄画され 

ているなら、独立変数の設遂には関係なしに別の方法による 上 り も最小自乗法を使用す 

る方が上b上V結果を得るたとができるととがしめされているCJohn H Smith, 
cWeighted Regressions in the Analysis of Economic Se- 

ries,., Studies in Mathematical Economics and Econome- 
trics, pp・151～164, University of Chicag。 Press, Chic- 

ago, 1942)。しかしながらか、る設差は説明でさないﾡ差の取度を増加するであろ 

う。

変数は、分析者が変数を考え出すととに失敗する故にCこの種々の誤差は、 もしャ42 
図において示した上う な図式を前もつて作成しておくならば最小になされ上 うつ、利用さ 

れるﾡ科がない故に、または大低の年において、その姿数を無機してもよいﾡ重ﾡでない 71



枚に消略されるかもしれい。 たとえば若干数の変数は共同的に考えて、平均的に5%以 

下の価格変動を説明するかもしれない。普通～れらの変政は分析から省されるであろう。

た と 父ば対数曲線が便用 されるべきとさにも しi［線が使 用されるなら ば、ﾡ差が書加す 

る～とは明白である。 未発表論交において?ール・ マォクスは～の点について次のヨメン 

ト を発表している。

カ ッ マォル-ヤ レeンに関する クズネツ トならびにクライ ンの研究における 4細の最 

小自乗方 密式の原因考察に よると、それぞれの 算術的な らびに対数的形式に 上 り説明され

たﾡ化率the percentage of variancecおいて2〜3%の迷興のあるたと 

がしめされている。算術的形式は2つの場合においてはより高い係数をしめし、2つの場 

合におて」。 低い係数をしめしている。一定問題について算術的ならびに対数公式を選 

ぶべきかについて統験的盤がないならば、従属変孜における偏差は、 公式の選定に依存 

して2または3%まで説明不足、ないし温明過剰である かも しれない。

統計的分析が完丁 される前に、分析者はのこされる偏差に対して出来るだけど意深く明 

白な理由を考えなくてはならない。しかしながら的生の説明においては、不適切な合理化 

は避けなくてはならない。

1 1. 朮計測係数の算定

重計調側係数算定の最良の方法は次の公式に上 り求めるやり方である。

ぱ-1-____ ____  
ゞぷ-C N

cの式におて、 dは最終図表Cォ4 7図のB)における最終回ﾡ線からある点去での側 

※去たはX1の災闘値と計聞償間のひらきに等しい。1 1 は X2の平均値、Nは分析に方

ける規測数に等しい。

分析に.く まれた年度に対して は、この係数は、研究によく まれた独立変数に 上 り 説明 

される個格の変化率をあらわしている。～の位の平方根は重相関係数とよばれている。と 

れはなゞ抽 象的な意味を もつているにすきない。著者は 自 飛形式で cの係数を のrしてお 

く方 を好んでいる。古い文献においては、Rの使用は面線的関係の場合にﾡ定され、Pは 

重相関指数といわれて曲線関係に限定されて使用されている。一般に曲線関係は、それに 

対して 経験的 なある いは 分析的理由があ る時のみ使用されているが数に、現在の女獣にお

72 いてはこの差別は普通無視されている。

社が的り分析述が悩 されてさ た一つの問尚題は、大低の研究 に対し て偏差が分析に く 

れている年に対して 上 り も合去れていない年に対して上 り大さいという ととである。本 

書の初刊からとつた才4 8図は多くの典形的な実例をしめしている。沢山の仕事をやつて 

さたある価格分析者は彼の設じ込みの中に淡多の畑似例を もつているであろ う。初期のあ 

る研究においては、これは』に全部のまたは突際に全部の自由度を使用しつくし、それ 

で分析は本当の統的行意性をもたないという事突をしめしている。自由度の流当数をO 
こしている研究においへては、 これは主に流合した回帰線を 3 0 5 頁でのべた 上 う な誤差に 

対して出来るか さり正しくなるように自 日調整 してい る 事実をあらわしている と信ん じ ら 

れている。 これは分析によ、くまれる年に対けナる何塞の大ささを改少させる。ﾡ近年に対す 

る 偏差は、相関の真ので化性のみならナ主た回帰線が、分析にふ.くまれた年に対する何堂 

を出来るだけ小さ く保つためiに1の形状か、らゆがめられたﾡ度をあらわしている。 れは 

ゆがめる数量を突際的である と思われる程小さ くたもつことに対して上 ゥー層の理由をし 

めしている。残強に対ナる時間的超勢の適合は、回帰涂をゆがめるよ う な誤差に関し、て同 

じ影響を もつてvる。分析に. く れない年に対してα差をひろがらせる ょ5 な別の巣因 

は、見落され、あるいへは不正陥に推定された相関の中に真の5間U的嵐ゆが存在している可 

ﾡ性、めるいは資料をこえた外抑法がなされてさた可能性である。外抑法による誤きの程 

慶を決定する改善された方法がルセ と ビュルテイ スに上 b提示されている C Armore 
and Burtis, op- cit., Pp・7～9。展良の相関関係は危険な武器である。 

そして それは注意をもつて使用されな くてはならない。特に未経験な分析者におい て然 o 
である。■
12 . 得られた区表あるいは保数の意味

前卒においへて、相関分析の意味なら0に若干の用途を一般的方法で考察した。本廊にお 

いては、われわれはよ り精密な方法でこの主題について考察をするであろう。

1 従属変数に影響する独立変数の相対的裏性は、遂次的近接過程 the suoces- 
Sive apprOximation Processを完成した後に、別々の図表に上いしめ 

される相関関係度に上、大雑把にしめされる。分析が政学的に計算される場台には、 

これはﾡ相関係数の相対的大ささによ o しめされる。独立難数のおのおのに上 b生セ 

しめeれる X1の正確な変化来をしめすためにある方法が提示された。独立変数間の 

相関関係がゼ"でないなら、表面的に相関関係が論理的である上うに思われたとし 73



ても、それは統計的に不完全である。しかしながら、もしなとえばX1とX2間の(

相関ﾡ係が大さ く、X1とX 3間の偏相関関係が小であるなら、一般にわれわれは

X2はX3上りもX1上 b一層大さな影響をもつているということがでさる。もし 

相関関係がほゞ同じ大ささであるならば、われわれは 2変数は路等しい重ﾡ性をもつ 

ている等と仮定され上 う。

側計測係数(ﾡ相関係数の目乗は、分析における別の変数が一定である時に、X2 

により説明されるX1の変化率をしめしている。独立変数間の相関関係の故に、普通 

い くつかのﾡ計潟係数 を 1以上にまで増すといつた困難性ならびに重複影響を分る 

完全な方法の ないと いつた困雄性が存在 し てい る。

2. 面計係数は共同して全部の独立変数に」り説明される X1における変化率を示す。

これなまた計算値が癖値忆等しい近帝性によりほ、しめされる。

3. 個々の回帰線または曲線は、従ﾡ変数に及ばす個々の独立変数の純影響をあらわし 

ている。すなわち分析に使用されている他の独立裏因における一定変化と関連してい 

る従属変数に力ける変化量である。もし政学的に計算されているならば、 これは個回 

帰係数をあらわしておい、また図式的には回帰線の傾斜をあらわしている。

1 3. 3変数以上の変数を もつ問題に対する図式方法の適用

3 ないしそれ以上の変数をふ、くむ問題に対する図式方法の使用は前述した基本的原理に 

したが5。しかしながらある点については人々に混乱をあた父るであろう。これらの諾点 

cついてことで考察を加えてみよ う。乙では 4つの変数をもつた間騒を取り扱うであろ 

う。また簡化のために直線の場合のみが対照とされる。 より多い変政をもつている題 

または曲線関係 を もつてい る問ﾡへの拡大は 明白であろう。自 由慶に関連して上述した諸

点は、変数の追加を考察する場合充分留意しなくてはならない。3個以上の独立変数を必 

関とする問題は殆んど数少 く な。多 く の場合2個の変数で充分に取扱い う る。

才1段階 分散図表、歳勢検ならびに側回帰線に対するオー次接近

3変数の間題騒と 問様に、才 1 段階は普通の分散図表上に 1 つの独立変数、 たとえX2 
に対じて、従岡変数ﾡ格を点示する〜とである。しかしながら塩勢線を作図するにあた 

つて、X3、 X4等に対して類似値をもつている観察グループを通ぶ。一般に3変数問尚 

題で使用されたように、たゞX3に対してのみ類似の値をもつているグァープを見出す 
・

74 る上りるかゝるグルーブを見出すことは上り困難であろうから、 上b-層の余地が"類
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似の.. の限定に使用できる。も し定がﾡ分に広ならば常にかゝるグループを選び 

出すととがでさる。 できるだけ前に、 できるだけ沢山の場ら像を使用すべさである。次 

に総ての歳努線の平均触斜に等しい領斜を もつ上 うな線を図安上に引 く。これはたとえ 

価絡と供給間の側回帰線に対するォ1次接近である。

オ2取ﾡ オ2図表の作成 .

前と同係に、 *2分放図表はォ2の独立変政Xるに対して、 オ1区にあける平均 

か らﾡ察点去での垂直的偏差を点示する ことに り作成される。例の如 く cれは マード 

を使用するととによりおCなわれる。次に島労線がX 4に対してﾡ似の値をもつている 

ようなﾡ察点グーブに対して図表上に引かれる。すでにオ1図数においてX1iに及 

す X 2の影ﾡに対して修正がなされてさているから、今や線がX4の一定価に対してX 

とX 3Iの関係をしめしていることがのぞまれる。で合るだけ沢山のﾡ勢線が引か.れた 

後に、 これらの平均dに等し傾科をもつている上うな線を引く。これはX1とX3間 

の御回帰線に対するォ 1次ﾡ近である。

才3段 才3図表の作成

最終分散図表は、最後の独立変数X 4 に対して前図安に力ける平均ﾡか,ら観泉点で 

の垂式的鹿差 を 点示する c とc上 り作成される。cれ らのi点に対する川純回帰線の量 

ﾡの税による推定はたの図表上にしかれるべさである。これはX1 とX4川における 

歸回相線に対する力ユ次後近である。

才4段路 連続的接近方法

連続的接近過出は、より多くの図表をふくむということ以外、正随には4ないしそれ 

以上の変数をふくむ間閣は 3変数を.くむ問題と同 じである。これは各図袋において、 

前図表の改終回帰数か、ら最も新しく 点示した観察点までの偏差を今検討中の図表にキけ 

る 感後の回帰線のまわり に点示し、 そして最流合の線を作図する という r契に 上 るので 

ある。この週程は最早 とれ以上回結嫁の変化があらわれな く なる まで図表か ら図表に く 

りかえされる。

才5段ﾡ 計算値の算定

計算価は、X1とX 2nの最後の回帰線から得られた価は x3とX 4の両方の影響に 

対して修正されなくてはならないというととを除いて、 3変政問題の場合と同一一である。

これを実行するにおいて、後者の各々の影響は前例のX3の影響と同じ方決で取り扱わ 

76 れる。計算値と実際価間の関係をしめす図表は前と同じ方法で作成される。そしてまた

重R計ﾡ係数を計算する あたつては同 じ公式が使用でさる。

14. 桜術におけるど

上 り 雌かしい価格!司理の解決におい て、 R相関の桜術を変える 若干の可礎性について論 

評する以上に、立ち入つた考祭を加えることは こ とでの低幅では不可能である。時の遅れ 

の便用といつた 上 うな、いナれを選ぶかといつた若干の問題については既にのべてさた。

分析と変現を命潔にするために、いくつかの個々の独立変数から合成変数a compo- 

site variableを作るととは時に布益である。こういつたやり方はもし交政が高い 

内部相関をもつているような場合に狩に有益である。飼料-家お価格比率ないし即■位頭数 

当り年科供始の使用は1 9 20年の初期以来央行されてさたものである。前述 したな沟価 

締に影響するど因の研究に関連 してなさ れた予崎的分析の 1 つは、価格と次のタ イ プの合 

成変政、つま り単位頭数当 り の飼科供給に 上 b つた製奈価格との間のAt純相関にポ拠し 

てなされた。いへいかれば、 上b改善された分析においては別々に側用した3つの独立変 

效 を 小一変散に結合したもの •である。この合成交数は1 9 21〜1 9 4 2年間の価格変動 

の822%を説明 した。別々 に.. く さ れた場合には92%を 説明 した。個 々 に変数が使用 さ 

れたと さに回帰係数は制ﾡなしに分析から決定されたのに、合成交数においては 3つのシ 

り ーズの回帰係数の絶対位は同一であるという仮定がなされる。合成変数が使用される時 

にはいつでも、 ～の種の仮定が.くまれている。

ォ4 9図にしめさている1 91 4～1 9 33年Iに支ける農不動産(士地倍格ゝに 

影響す る 要因分析は 図式方法の 便用の面白い実例 を掃供してい る。この分析を ナる cあた 

つて、 際的な eびに潜在的いへナれの土地噂入者並びに販売者も将来における期待報収入 

○振盛のもとにﾡをつけ、またつけ値がなされている と仮定されている。共に純所得を決 

定する 将来の 相所得な eびに変出 の 彼 $の 期待 を聞 定す る 独立製因 を発見する こと が問題 

であつた。農場生産物の価格は将来の農業田収入の最つとも明白な指謀である。県ﾡに上 

りあらわされる年から年数が継れるにつれて逆に加された各年よ り計算されている 1 0 
年県積a 10-year cumulationが 農業不動産価値と高度の相関を しめしている 

たとが兄出される 主で、さまざまの時の運れな らびに農場生産物の即死価格の加重県積が 

ォ 1 の独立関因 と して試験的に使用 さ れた。

オ 4 9図の 1 図における点線に 上 り しめ される 上 う に、農均生産物の卸充価格の一定累%

水酒は、1922～1 933 年問の焼菜不動産価値の7K準は 1912～1921年の水 77



ﾡとは相迷している。この理由は2区に上りしめされる上うに、税金における変化である 

た と が見出 s れた。いかえれば税金は ﾡ所得か ら差 し引かれる べさ【入番 な ら びに販売 

者の将米変出の最良の尺度であ る～と が見出された。さまさ まの時の還れ、ならびに県積 

をもつて実験した後で、農業不動産税金の5年加重県械は1図の回帰像C ○曲線)からO 

残差と高度の関係をもっているこ とが発見された。 -のc曲線は税金の影響をﾡ釣した後 

において及場生産物価格と土地価位間の平均純関係をしめしている。

大低の年において推定値と実際価がほゞﾡ似している たとは 3図において明白に知られる 

CF・L・Thomsen,"Factors Affecting Annual Variations in 

Farm Real-estate Values,. Jour, Farm Econ・, April,1935

15. 常論による有意性の検定

1 9 35年、 逮業経祈局のアレキサングー ・ スターfAlexander Sturgosは 

多数の相関分析をおとない、そして分析にく まれた年をと父た2マ年に対して予報をお 

こなつた。多くの場合C半分以上、得られた結果は、分析の中にふくまれた製察点の平 

均価が予報をおとなう礎として使用されたならば得られると思われる結果上 り も 正確度 

はすくなくなかつた。別の人により類似の暖家点をもつて結合したﾡ果は、締的時系列 

分析における相関関係の使用の完全な呼検査をもたらした。まナォーに、大部分の研究か 

ﾡ拠している図式解法はまちがつていたといラ上 うにある人は信んじていた。後になつて 

別の人はかゝる相関関係は時系列に適切でなかつたとと を知つた。現在に*いては一般に 

今までの章においてのべてさた予ﾡ的な考祭やあるﾡ度の保護物を無視したことに困難性 

の原因がある と認識されている。

著者はオ2次世界大戦につゞく統制撤廃前に約1 0の商品について価格分析をおとな 

い、統制の撤廃されたとさ考えられる価格水準について、ある産業会社のために予ﾡをお 

～な5機会をもつた。rれ らの分析は 本で説明 しなた一般的な考え 方に ﾡ拠してな さ れた。 

その結果は合理的に正しく、そして取引における経験をつんだ人によりなされた判野よ り 

も可成りよかつた。～の試ﾡは価格分析に適用する相関分析における著者の用を大いに 

回復じた。

有意性の検定は 長 く 数学的統計学者に り使用されてさている。そ して現在居本的統計 

学過国の学生達に対しても核えられている。適当に使用されるならば、有意性の検定はに 

78 せの結論を回避する上C有効である。しかしながら著者は価格分析においては、ある常誠

ノの年望

Sキカ計ﾡ

9図 農業不動産価価の年次変化に形ﾡする要因 1914～1933 79



険定certain COmmOh-SenSe teStは上り一ﾡ布益であると考えている。者 

は大低の調査研究において、統計的検定にはとく師かしか依ﾡしてさなかつた。そして著 

はもし沢山の初歩徒は. その検定を無ﾡするならば前より も良いであスうということ 

を確信している。有能な統学者の崎述を除いて、人"は正しく使用する よりもょりしば 

しば設用を回している。

ある常識校定についてはﾡに上述してきた。 たでそれらについて概説をこころみてみ 

上 う。もつともﾡ大な必選条件は、回帰曲像の方向ならびに一般的形状が経験的考系と調 

和しているというとである。もし調和がなされていないへならば、 その分析は一般にはﾡ 

本的にまちがつている と思われる。たとえば節育回数にルぜすナる関因の研究C前節でふれ 

た〕は 当初時の運れな しにおとなつた。 cの分析は価格変数の2つの組に対して ± ちがつ 

た符号をあたえている。それか ら者は時の逆れに対する必要性を認識し、経験的ﾡ盤に 

立脚してﾡのﾡれの中を決定し、分析をびく り返し、そして前述したような一般的に 

足される結を得た。

時"経ﾡ的理由は回帰係数がある一定の大さ さである た とが期待され、あるいは互に一 

定の比率にめる と とが期待されるために存在するであん う。これは普通分析に同有の桜 

的関係を反映する。たとえば著番は合つて教物価格が独立変数 と して使用 した大を価格の 

分析をおたなつた。大表と教物は殆んど完全なﾡ料に対する代替物である。制価格とも ブ 

ツ ンエル当 りェン トであらわ されている。そ して両者間の偏回帰係故はほとんど E確に 

0.86であつた。知られている係数は氷1の方程式中に書入れる方法が存在している。そ 

しての L つた係教は分析から決定 される。しかしながら乙れはﾡ通の最小自乗法よ り も 上 

り 一層ﾡ雑である。も し正しい係 故力; 最小 自乗法に 上 り あた父 られるなら、方ﾡ式は- 

の標的に関係する かさり 満足 されるであろ う。 た も し不正解な 係故があたえ られるなら

、分析の残にﾡ問がなげかけ られな く てはならない。

の～された検定は分析に人 く まれた期間な らびに追加年の両若に対する 残差の性質に 関 

連している。分析における変数として時間が使用されていないならば、組機的頃型にした 

がうかどらかをみるために44、 45図の下戦の図においてなされている上うに、残差 

、 は時間に対して点示されるべさである。もし残差が期型に対してしたがうならば、uに 

と つて重要であ り、あるい は別の理由であ る と思われる 迫加変数 を発見す る 計画がな され 

る べきである。も し堺型に したがわないならば、残差がたの一 技的タ イ ブの時げ機勢に し 

80 たがう ～とが期待される論理的理由が#在しているなら、時間は追加変数として使用で 

さるe もし時を追加変淡として使用い そして政学的方法が便用されネならば. 分析は 

fm変攻を加えておとなわれる。もし図式解法によつて処理するならば、もし迫加変数が 

他の側相関を変えるか、どうか、をみるために追加接近がなされる。 才1随差分析に対しては 

回帰方ﾡ式の常数箇の符号な らびに大 さ さ が神別の分析に対する期待と一致すべさである。 

前に指摘した 上う に、・ し時間的地秀がォ 1階達分析か らの残差中に見出される な らば、

-のr とは、5間影守の性質は使用された変数であらわされると曲線であることをしめし 

Cいる。

も しある年が省略されたな ら、 ～れ らの年に対する双差は期待 される ものと一致して 

いるかど うか、を知1るためにチェックされるべさである。実例は 殺物価格 と飼育頭類の硏究 

においてしめっされる。 もし分析が攻半的方法によりなされているなら、 *43なecに 

4 5区にしめされたものにﾡ似の図表の作成はあらゆる場合に岡々の年に対する残整の性

に関す るずェックと して、 そして た回帰が正確な形状に接近しているかど うかを決定 

ナ るために有益である ・ 経理論はわれわれがすべての分析に前るつて曲線の正確な形状 

紀 定す るたと がで きる 点 までい 士 だ進歩 していない。もしある4 が検定期間 を港成す る 

ために排除されたなら、 これらの年に対する残迷は同時に検定することができる。予測 

に流用する場合には、分析にふくまれた年に対してより も 検定期間におい て 上 ・正確度が 

大さいえとを主張する傾向がしばしばある。 これについては明白に県諾がある。分析が1 

ないし2 年の最近の統定年にないて なされて い るが牧に分析○選定は それが根本的に完全 

でないへならば、別の年に おへ て も 分析が うく行くといら 後滅は ない。経学著に とつて 

利用で さ る 比較的短期系列 をもつて、各年が考慮 さ る べさである。

この点において、" 説明されない価格偏きの検討。c304 p)の節を再ﾡすることは 

必ﾡである。商〜重計蘭係数のﾡ定は一般にのぞましい目標である一方、それは初期にお 

ける沢山の分析におけるがよ うに、唯一の、なしは主要な目的であると考父るべさでは 

ない。たと父ば従属変故の変動の9 02%を説明する研究ならびに論理的関因お上び別の検 

討にﾡ拠する研究は、しばしば研先にふく れた年度に対する変動の 99%を説明する、 

しかしﾡ本的に論理性の少ない分析より も、予側機情構と しては 上 り有効に使用される。 

これは確に2 5、ないしそのﾡ度の製祭価をもつて分析がおたなわれる場合には相当量 

のサシブ ッ ング価差が計聞係数の中に存在している、それである特果はある年度の組上 b 
得ら そして全く 相違した結 果が別の年度の組よ り得られるといつた実を反映してい 

るにすぎない。かくして、若干相違した変数をるつ数多の分析をおとない、そして最の



計ﾡ係数を生する分析を通定する前の実行は統計的に不随全である。一設に希番は前もつ

て出来るだけ意深く分析を立案し、さまざまの統計的孫政ならびに図裏を獲得 J そし 
オ17T花 越労変交動、研環運動ならびに節変動の分折

てもしそれが合理的に思われるならば、使用する分析を選定する。 上り以上の立入つた検 

査は 本的に 時川の 費である。

1. えがき

オ7章において、ある商品価格系列は敗多の相違した時間ﾡ奈上 り情成されているﾡと 

を設察した。価格におけるこれらの時間要業の性格ならびに意義につて上 く 認識する た 

めに、われわれは別"の研究に対して相互に分ﾡする若干の方法を知つていな くてはなら 

な。団々の総計的方法が～の目的に対して発躍してさた。この中のある統計方法を理解 

するためには、沢山の農産物価格に関心を もつている学徒の知識以上の統計的手段の知論 

を必要としている。本章にふ、くれた相対的に単純なみ析方法を批述するにあたつて、総 

計的方法に殆んど訓練を うけていない学徒に必須的原理を会させる よ うに計画されてい 

る。考祭の主要目的は、学徒に諏ﾡ報告書ならびにﾡ格調査の結県をしめしている別の出 

版物の 中で消選す る図表を解続する能力をあたえることである。本章で非常に 簡Aに処理 

している 統計的方法法には沢山の限界を . く んでい ることなら びに不適当な使用は誤つた結 

県を生するというたとを理解することは特に重要であるCResearch Method and 
Procedure in Agri cultural Economics, Report of Advisox. 
ry Commitee on Economic and Social Research in Agricu+. 

llture, Soci al Science Research Counci 1, Vol• 1, pP・ 

159～193

2. 傾向線 The Trend Line
長期ﾡ勢The Long-time Trend C しばしば持続超勢。。secular trend 

といわれている は"比校的長期間に重る持続的な上向ないし下向ﾡ動。。である。あるい 

はそれは "系列を通する各時間単位における資料の正規状況をほゞあらわしている価・ で 

ある。しかしながら、"超勢 とい う 言葉はしばしば明陥な下向、上向ないしﾡ動が誠 

別される期間の間におけるﾡ料の一般的傾向に～レーズC適用している。かくてつさの上 う 

な表現が全く一般的である。つま0"1929～193 2年の商品価格の歯勢は明殖に下 

向的である » o
それ故領向線は、一殺的傾向から離れ、ないしはもどる短期間の運動が、製察される期 

間直る 変数の値の一般的動方向 を あ らわ し ている線に す ない。かくて A向線は 歯勢 

の上方ならびに下方の循環運動が生じた長期間に直るかもしれない。あるいは傾向線は変 8 3



数か明ﾡな一投的動、同時に千節的な変のしている動を経験している比較的短期年 

数を.くんでいへるかもしれない。

3. 期間の決定

岡向線を うるォ1の、 またも ﾡ要な段ﾡは 歳勢に 上 り ﾡわれ る 期間 を選ぶ～とである。 

cれは、もし行つて<あれば、普通線グラフのように会ナォ1に資料を点示することなし 

には故多におてなわれるべきではなかつた。たとえﾡ向線がのぞ去れる一般的期間が前も 

つて知られているとしても、 C価格下落をしめす1 9 1 9～1 9 2 0年戦後につゞ く期間 

ならびに1 92 9年に始法るより一ﾡの下帝をしめす期間に先行する期川のようなゝ、ふ 

く まれる期間の論理的な開始な らびに終了期川を決定するために資料を点示することは必 

ﾡである。

ある明確な一役的頃向があらわれる と期待される期間 を印 う 点示ﾡ料はか、るﾡ向が存 

在ナるかどうか、ならびに存在する時を決定するために検益されるべさである。すべての 

統計的作は 目的をもつているとい うことを記憶していな くてはならない。ある別の統 

的補助物のよ5な傾向線は、もしそれが何にかを忍味し、そして有益でめるなら、若干 

有意茂な特徴去たは関係を見出さなくてはならない。多分この事突はある別の統計的工夫 

の 使用に おけるよりも 傾向線の 計算 と 関選 して上り しばしば忘れ られcい る。主iに技術を 

取 り 扱つてい る 統計的方法に 関する テキスト は一般に、実際には その計算の う ちに考はさ 

るべさ最も要な特徴がある傾向線の目的については一寸と言及しているにすぎない。そ 

の締として. たと父1 9 1 0～1 9 5 0年における有益な価格資科を見出している 

徒ならびにある開査研究者ですナら、突際真の場勢の在しない、そして意味のない超暗し 

か得られない長期に直る例向線を計算している。

傾向線の計算に対する cの名ま し く ない援械的液近は、1 919～1 934 年におけ る 

シカゴのベク ー 価格の慢勢を しめすマブス ター論文にあらわれている 図衣に 上 b しめされ 

る。たの図納後向線は、1919～193 4年に重つて正確な数学的点か・ら計算した 

直線に 上りしめ されてい る。しかしかゝ る傾向線は 何C を意味し てい るのか1
もし191 9年に先立つ数年だけがふ、くすれるかあるいは期間の終の数年が省略されてい 

たな ら、傾向線の傾斜科は根本的に 相違したであろ う。この図表に しめされた傾向線は ﾡ 

期缠外の頂点において始まり、別の短期超勢の底で終っている。実際に、それは最底3つ

84の 相違した越勢に 上 o特後づけ eれc いる期川に亘つ •てい る。明白にベ タ - 価格の勤の 

将来の傾向に関するかゝる領向線の明ﾡな合ぶは誤つている上うである。か、る傾向海は 

対照 とする 期間 におい て あ 石 正状な状況を あらわしているとは考えることはできない。こ 

の一投的な誤額の図示は、 1897～192 7年間における価格ﾡ向線をしめすオ22図

にみいだされる。

3つの一般的な考察が傾向幌によ り あ らわされる期間の選択に影ぜする と思われる。

1) 人口地加、 より効率的な生ﾡ設覇ないし方法の迷次的紹介、特別な商品価格をぁ

らわしている 貨幣単位価値の遂次的変化、または 消費者の飲食灣慣に おけ る変化とい 

つた ような、一定期川に1る 交政の一般的上向、下向ある いは横向運動を生ず る ある 

知 られた関因が存在 してさたかも しれな い。。 一される 期間は か、る力ま たは諾力 

が作用してさた期であるべさである。

2) 点示された点の中に、意務ある程充分に長い期川に直つて突ﾡ的な妨害なしに維 

持されている未説明の方向運動、研究する変数の特性に依存する未説明の方向運動と 

いつた上 うなある越勢が見出されるかもしれない。かゝる場合、傾向線は問題の期間 

に対して決定され、そして他の越に関逃して、あるいは原因. または諸原因を見出 

すべ く計画 さ れた質的分析手段c上D 研究さ れるべeであろ う。

3) 選んだ期間は 考察下の諸力に 関して、 またはある場合には傾向線に上りあらわさ 

れる迎動の持続性に関して同質であるべさでめある。それはﾡ環な らびに手節変動の同 

こ局面か ら始まそ して終る べさである。つまりも し越勢期間が1 月 から始まる なら 

ば、それは12月で終るべさでわる。そして もし超勢期間が循環の底から始まるな ら 

ば、それは循環の底において終るべさである。さもなければ、劇勢の傾科は短期運動 

cよ り影ぜされるであろう。

傾向線が計算される ある 単一 期間は、たとえ等し く明際であつたと して も、= となつた 

樹勢がめらわれる上 り 長期Wの一部である かも しれない。かくて1921～19 24年の 

期間は 相当けわ しへ明白な上向傾向を あらわしているが、 これに遺加年を包ﾡして考父 る 

と、この期川は氷1 次世界大戦後の不祝か らの回復期の比校的短期の期間でめつたこ とが 

知られる。それ故1 921～192 9年の期間は騒慶の上昇であるかもしれない。ほとん 

どある火の長期規勢は長さ、方向な らびに強度において相違する上 り短い場勢に上 り構成 

されている。か くて188 0～1 9 20年の期間においては、たと父方向な らびに強度の 

相違したいくつかの小さﾡ勢があるとしても、原生産物の輸出は遂次的な上向傾向をも 

つているたとが観察されるかもしれない。 8 5



それ故、明白に幽ﾡ決定期間の通択をめぐる考察においては、数多の比い判断と注意深

い思考が必要とされる。

才50図 メリカにおける脈用殺と始出1880～1954

4. 傾向線の適合法 ■ ・

歯歯勢により ャーされる期間が確定された後に、題務 を あらわす実線を 決定する ことが 

次の段階になる。
傾向線は直線1inear or straight line 生たは曲線curvilinear Or 

curved line であるかもしれない。直線労は才22図C才7章ゝに図示される。 

推定曲族感めには 2つのタイブの曲線歯ら、つまり 政学函数あるいは代政方程式に上 り あ 

・ らわされた曲線ならびに移動平均によりあらわされた曲線とである。曲線的地勢線は才5 
6図の上段の図によ り しめされ、移動平均はォ51図にしめされる。

使用される 領向線の ク イ ブは 資料の特性お よ び調査者の 直面している 間ﾡの性格に依存 

している。移動平均は長期越勢をあらわす場合において上 り か 本章で後述する 別の 目的 

:6 c対して上b頻繁に使用されている。

才51図 収程面積当 り の紙物生西高 1866～1 950 並びに 9 ゥ 年移動平均

不規則変動 を消去する 目 的で年次資料 を移動平均 を適用 し た実例

C農務書 農業経済局提供)

回海線ないし曲線の決定におけ る場合と同様に、歯勢線たは曲線は数学的に計算され 

るかあるいはフ リーハン ドで画かれるかも しれない。フ り---ンド線は一部の人々に上つ 

て若干怪しみの目をもつてながめられているが、しかし契際には数学的計算を必要としな 

い場合も多い。

も し稲環変動の決定といへつたよ5なとろに傾向線が使用されるなら、その延長が量 

的子調の抜礎として使用されるならば、 あるいはある別の論理的理由に対して、各時系列 

の点に対する協勢の正硫な値を必要とされるならは、超期を計算する ことがのぞましい。

他方、も し時系列の 一般的方向 を唯単に しめすために傾向線が使用されているなら、 

線を計算して得られるものは全くないか、けたはほとんどない。包合する期間の選定は普 

通傾向線の傾科を決定する主以なﾡ因であるから、線推定におけ る正解度は、塩労が補照 

ないし外抑に対して使用されるととろですら、 計算の問題よ りも上り多 くの判断の問題を 

のcしているo

傾向線の数学的算は、その；®幾ないし表現性において誤つた信用を初心者にあたえる 

かもしれない。マリーヘンド歯勢遺合は、数学的計算の機械的段端に没頭した時に部分的 

には見落した よう な問題に対する資料の関係ならびに問題それ自体の研究を促進する。

燃勢が曲線である場合に、時に傾向線の フり ーヘン ド適合が正当 である こ とが認められ

る。これは全くふく去れる仕事量の問題ではない。もし操作者が、政学的曲線の流合の立 

脚する仮定を理解するための統的技術のﾡ論的局面に充分村通していないならば、数学

的方法は り単純なフ り - ・ン ド法上 りも上 り 代表也ないし意義のす くない遊勢を作り だ 

すかもしれない。曲線領向戦の数学的計算において使用すナるある方程式の妥当性は、理論

的に 数多の公式から点示資料の鳏から淪理的で ある 上 うに思われる曲線を形成する方種 8 7



式を選択する操作番の判折に 上 る であろ う ○ この判断に 上り正価なフリーハンド曲線を上 

り容易に作成できるであろ う。

フリー ヘン ド適合法の利益は、2, 3の明ﾡな歳勢が見分け られない長期に関係した場合 

cﾡ著である。もちスん移動平均法はまたかゝる場合に使質的に使用される。

フ リーヘン ド傾向線を作図するにあたつて、次の上うな一般的道標は有効である。つま 

o、線は直線ないし円滑な曲ﾡを画くべさである。普通、時に、それは傾向線の上下の面 

密を等しくの ～すべきであ る。すなわちそれは 点示点の ほ ゞ中央を通過させるべさであい、 

そ してそれは総時系列の方向ないし歳ﾡにしたがうべさであス う。も し直線がかゝ る方法 

で遼合しているなら、それは時系列の 2つの終り部分の平均を通るように総時系列のほ 

ゞ平均を通すべきである。

5. 商線域労の計算

数学的に計算された直線ﾡ労は"。最小自果線い line of least squaresと 

いわれる。それは傾向線か、らの突数仙の垂面的分散平方の合計がある別の線か らの平方分 

散の合計上 b も小さい上 うに作図されている縦である。月 という言葉があらわれるととろ 

ではいつでも、次の知識において、事突年、導ないし日であるかもしれない質科があらわ 

す時川位 を 変現す るために 側用さ れる。

1) 協労が計算される期間の中央点を見出すとと。もし月数が側政であるならば、計 

計をするにあたつて1月を藩すととに上 り計算を簡易化する ことがでぎる。傾向線は 

計算がおとなわれたとさに、乙の除外した月 をカパーする よ うに作図される。

2 J よ.くまれた期川に対する月次質料Cないへし変数の実数ﾡを平均ナること。傾向 

線の中央点である と思われる、 上に見出した上うな時の中央点に対する数価としてと 

の平均値を使用する。

3 各月の値に、中央点の月と各月の数値のを果し、符号に留;旗してこの得られた 

値を集計する。

4 ) 各月に対する時間ﾡ差を平方すること。つまり中央点が1 928年の7月である 

なら、1927年の7月は一12であり、その平方は144である。これらの平方 

、 値 を加算する。

5 4)で3 を割る ことにより傾向線の月次上昇ないし下落を計算する。つま り

月次数値の生産物合計*時間ﾡ巻

時間「差の平方和

6 偏差の符号に留意して、上述の5〕の値C傾向線の月次上昇ないし下落〕に、各 

月の時間何きを果する。

7 中央点のに6ゝで得られた各価を加える。この加算値は、線が画かれた後で、 

各月に対する傾向線の維座の該価、つまり垂直目盤上の点をあたえる。もし図表を 

伴 5 ために 衣中にないて これ らの釜座標紙 を しめす - とがのぞれていないな eば、 

Wは 2つの縦座げ去たは点を計算する ことに上 b画かれるかもしれない。

6. 移動平均法

移動平均C*51図ゝは、 その方向を交え、ならびに、あるいは歯勢における曲りと一 

致させる ため に 変化率 を 変える とた ろの伸縮的傾 向線である と wbれる か も しれない。こ 

ういつた理由で越勢が波状である数多の場合における傾向ﾡとして使用するに特に適して

る。越が上界たは下落率においへて方向ないし超験的交動を変化させる場合には、直 

線ないし曲線は一致させる に失敗 したであろ う。そ して新しい第勢が各曲曲点を出発点と 

して計算されなくてはならない。移動平均が使用される場合には、唯一つの傾向駅が計算 

される必がある。 .

移動平均は次の場合に使用する。

1 〕 年次資料に関連して、循環的変動を消去し、あるいは不規則分散を円滑にする場 

合。ォ5 1図は移動平均が流用された～の顧○地労の実例を描供している。

2 ) 季环変化ならびに短期不規則変動を消去する 目的で非常にしばしば月次資料に:則 

連して使用する。

3 ) 日次たは週次価格といつた上5な非常に知期の交動を門泳にするために使用さ 

れる。

7. 移動平均の算

移動平均は次の上 うにして計算される。

1 路科の変動を特徴づける、あるいは分析の目的に対して論理的でめる期間を選ぶ 

こと。たとえば、もし資料が年次であらわされ、50年稲環が明白であるなら、5 
年ﾡ環が平均の計算に使用されるかもしれない。もし1 2 カ月の季節変化を もった

月次資科が使用されるならば、普通1 20月期間が・平均の計算に使用されるであろう。

次の例においては, 側宜上12マ月期間に正る明ﾡな規則的季節変動をもつた月次ﾡ 8988



料を使用すをものとする。

2 ) 最初の 1 2 っ月"の価格を平均する。

3 中央月 the mid-monthである6月にたの平均価を点示する。

4 最初の月C1月)の価格を落し、そして次年の同じ月の価格(1月)のﾡ格を加 

える。つまり 前の 平均が計亢された您計に、この 2つの月の差を代数的に加える。 

そして1 2で割り、 2の平均の中央月である 7月にての平均価を点示する。

5) 1月をし、別の月を加えるといつた～の選和をつゞけ、各連統的平均を、最早 

月 がな く 衣る まで、誇充された期間の中央点と して点示し て行 く。期の始会 り と終 

りは移動平均に上つてっ一されないであろ う。つま り その数は 各平均 に丸 く 安れる 

月政の半分に等しいととは明白である。

6ゝ 全期間にHつた傾向線を作成するためには、計算線の連続としてﾡ料の桃覚的拠 

祭とマリーヘンド作図に上り、線のまりを硫長する必ばがある。こういつた理由で、 

移動平均は、比校的短期のﾡ勢を表現するには流当でない。

8. 移動平均の 制限

移動平均はﾡつた適用ないしﾡ解に落ち入り 易いある制以をもつている。直様または曲 

線はﾡ期迎助に上 りあ去り地当を ラ けない故に 上 り 適当である と ﾡわれる ﾡ労をあらわ 

ために更用 されて きた。明らかにちがつている方向郊動ないし変化率をしめしている 2つ 

の結合越物の終 り、ならびC始まり C近い移動平均の数値は それらC 点におけ る 資料を表 

現している上 うに思われない。ォ1 次大版間な らびに大戦後にけ 3 価格の急激上昇お よ 

びそれcつゞ く下落といつた抑著な不規則的地動のために、移動平均は不規則川性i、川な 

ら びに 後に キけ る 諸条件を 生く 代表していない上うである。そしても し協が影響 する全 

期間に対して省略おれていへないならば、それは事都の説明に役立つという上りも、逆に理 

解をﾡ り に導 く であろ う。か、る期間の問、移動平均は上 b .1•い強合 を はかる ために フり 

ーヘン ド法法に •ヒレ盟選し うる。

資料の時系列が凹状をしめしてる場合Cは、移動平均は資料上 り下方を通るであス5 

し、凸状をしめしている場合には資料上り高い点を通るであろう。かくて衛料の中にある 

ﾡ度の不規則的変動があらわれている場合にはいつでも、あるいは頭著な凹状な らびrc凸 

状に上り 特徴づけ られc いるときには wつで も 移動平均法は めまり 適当では ない。た と え 

90 ば農産物価格の117年移動平均をなとなつた実業人委員会the Business Mens

CommiSsionの報告に対して調接された図表にみられる。rれに上ると、 氷1次惹起 

した央際の価格下帝の5年前の1 9 1 4年に農産物価格が下落を開始したことをしめして 

いへるo

9. 手町変動 Seasonal Variation

手節変動の調定は3つの主ﾡ目的をもつている。つまり

1 3 収ﾡ または年生産が販される市場年の川に☆ける典型的ない し正規の価格郊動 

をしめすために。かゝ る知識の使用は氷1ならびに7において論述されている。

2 ) 収優量の大ささといつた和々の条に関している和々のタイブの季節変動をし 

めすために。この知識は特定年に生する と思われる正規の季廊変動からの偏きを予想 

する に有益である。

3 〕 ﾡ環交効の決定に使用される 月 次策料か ら季節的彤目の効果を消去する ために。 

に れは孤環助の 調定 をり扱う 本の後半で論述する である う。

1 0. 川平均節変動計算法

母 も 簡な 典型的な ある いは正規挙節突動決定法は、単純平均法 the si mple- 
average methodである。この方法は次の上うにしておこなう。

1〕 典型的な手節変動が決定されん と する代表的な期 明 の選定。一般にふく まれる 年 

数が多ければ多いﾡ、 求高的平均の畑性は上り増大する。しかしながら、はた指数 

が便用 される 時期から あま り離れないへ年期間を選ぶことがのぞましい。そして不規則 

な年度はできるだけ遠く 避け られるべさである。

2 ) 系列中の 1 月 の項目のすべて を集計する。そ して集計に」. く れた月 数で制る。 

別の1 1個の月に対しても同様な操作をおこなう。

3 そしてグラマの垂ﾡ目催上には各月の平均信格(ないし平均生産等ゝを、水平目 

盛上に1 2っ月を点示する。 ～の場合に、グッマ上の最初の月としては1月から始め 

る ことがのぞましい。それはﾡ年の手節変動の図をしめしている。あるいは7月から 

翌年の7月にHる小炎市場年といつたよ うな市場年を通つて季節変動をしめすととが 

のぞ生しへ。ﾡも純な形式に対ける季応変動の図表は、今や完成されている。-ラ 

いつだかたちの表現は、しばしば指敬ないし別の統計的史現を理髀しない農民達に上

る 直接消費に対する材料を提供するに最良である k うに思われる。農民達は一定期間 91



に重る月次平均価格をしめしている図表を容易に理解することがでさなる。時に供給 

ならびに 価格の季節的変化の期の関係を しめすために、同一の図安上に月次平均価格、 

生産量お上び市場収入を図示するてとはのぞ会しい。かゝる場合には、左側垂直目盤 

は価格をしめすに使用され、そして右側垂直目盤は生産量をしめすに使用される。

4 しかしながら、季節変動をあらわす前述の方法は2,3の不利な点をもつている。

つまb、季節的価格変化が現在価格に一致しないと思われる絶対用語であらわされて 

いるとい5とと な らびrc 2つの変数が:相違した絶対用語であらわされているが故に価格 

ならびに 生廳典の変勤を比絞する - とは容易でないといへつたにとである。たとえば1 
931〜1 9 41年間における脈価格における手節変動の図表は、訳に対する 価格水 

納が上 り高かつた1 9 5 0年においては市妙に思われる。これらの困難性を避けるた 

めに、または別の理由に対して、時に月次平均価格ならびに生産量を季変動指数と 

して表現する-とがのぞまし。～れは唯に月次平均を1 2ヵ月平均の平均価の比 

率としてあらわすてとをﾡしている。そしとの方法にしたがうならば、叶計算のいく 

つかの段5は、次の上うCなる。つ史り

系列における1月の全項目を合する、残りの11 カ月に対しても同様に各月の項目 

について集ずる。かくして部られた統計を集計し、1 2で御る。たの平均月次梅計 

で各月の集を割り、各々の計算結に1 0 0 を乗する。にれは月次相対指效ないし 

は季節変動数uonthly relatives or index numbers of se- 
asonal variationたは各月平均C価格、 生産等ゝがその年の平均である比

求である。この方法で計算され、そしてあらわされた生産ならびに価格の季節変動の 

突例はォ20図Cオ7章)に見出されるである う。

1 1. 純平均の制限

前述した単純平均法はしばしば使用されるが、次のょ うな制限をもつてる。

1) 極端に高い、あるいは低い月次項目は、問題の月に対する典型的な政価に不当な

影響をおよほす。かくてォ2次世界大戦後に生じたような、あるいは激しい早ばつか

ら生ずると思われる不規則変動は季ﾡ平均に影督するであろ5。勿論、これは将来同 ・1・!, • ・
様な事態の発生が予想されない故にのぞましい。
・:! 「・' . ・

2ゝ も し循環的運動が季節運動に比較して大きいな らば、循環の本当の一部分である

92 低格変化は、季節運動の一部分である価格変化上bも、季節変動を支配し、ゆがめる。 

平均を計けする場合にふく れる期間が短ければ短へ程、循環変動ののぞましからぬ 

影響があらわれるであス う。

3 3 系列中であらわれた上向ないし下向長期歯勢はた月次相対指数に影響するであ 

るう。たとえばお済が上向しているならば、ﾡに拡因する連年上昇価格の12分の 

1に等しい数量により 2月の価格は1月価格に比校して余まりに高いであろう。3月 

価格は 2月 価格に比校して同様に高いであスう。

前述のォ 3の制は歳勢の大体の影容に対して修正することに上 り大部分克服されるか 

もしれない。 この方法は次の上うになされる。つまり

1 傾向線を決定し、その傾向線から年当りの平均上昇ないし下落を決定する。

2 各連続月に対する12分の1により修正ﾡ因を増加たは減少させる。もし越労

が上向しているならば、2月に対する平均か、ら年次きﾡの12分の1を遂し引さ、3 
月平均からは12分の2を、以下同様に差し引く。もし協勢が負ないし下向している 

ならば、ﾡ正は遂し引く代りに加えることに上 りおとなわれる。

上述した川神平均法の最初の 2つの制限は克服することは 上 り困塁である。これらの制 

限に 上 り、A純平均法は 月 次平均の ま わ り に広 く 月 次項 目 が分散 してい る 時系列な ら びに 

頭若な地環変動 を もっている 上 うな系列に対しては適用できないことが知られる。かゝる 

場合には統計学半者は非節変動を決定する沢山の相違した方法の1つを使用するかも しれな 

い。

季節変動指 数を得る ための純平均法の不 利益点 を克服する 単純な方法は 次の通 り であ

る 0
1) 1 2ヵ月移動平均を計算する。

2ゝ 移動平均の比率として、月次の原数価を説明する。

3 かくて得られた個々の1月指数の総てを並べる。極端なものは除外する。

4ゝ 1月の列中にふくまれた残りの指数を平均する。

5 ) 別の 月のおのおのについて も同様な手順をおとな う。

6 そうして得られた各月次平を、それを総月次平均で割り、 100を乗ずること 

c上 り得られる出故としてあらわす。

との手順は移動平均により各月次数値をあらわすてとに上 り循環変勤を修正するわけで 

ある。 乙れは興状項目を除外する～とによ0、重大な不規則変動を修正し、また一般的水 

ﾡないし越を修正する。たと父、それは農業経済局により使用されている標質的方法 93



である。才11図Cャ7章にしめされCいろ 季節変動折故 は た の方法で計算されていろ。

12. 手節変めの年び変化

上述した移め平均法の 上 っ な単ﾡ平均科節変動決決定法は、 幸節変動は年次において変化 

しないという紐雑な仮定に立脚している。 ォ52図にしめされるように、 この仮定は正当 

ではない。学商的価絡歯勢における同様の』著な変化は別の商品に関して も兄出される。

適用を可能にする前に充分に予期される因果的災因に関逃している変化。かくして作 

物価格の季節的を効は作物の我量に関連をもつているかもしれない。小さいないしは 

多量収ﾡがある明確な規則性を生じないと しても 交化はそれが季節的信格動のあ 

る 時徴に よ り 生ずる詩には特徴づけ られるか も しれないし、また条件の類似している 

年には適用されるであろ う。

3 ) 時Hに対して不規則であり、計測できる因果要因に関連してあらわれない変化。 

それらの交化 は 一般 に無作X的 にあら われる。

勿論、これらのタイブの変化の中のォ1のものは、選ばれた期間がかゝる変化から本質 

的に自 由でないな らぱ、 普通の方法で記 •再した季節 を助用致は適当な ものでといつた 

原因となる。一れは検討でさ、そして330項において慨述する方法によりﾡでさる。

季節変動に ゐけるォ2のタイの 突化は 価格予調な ら びに 選 測業務に 関連 して有効に適 

用でさる。マンサス州業大学の故R ・ M・グッ -ンN士およびその仲間はこの方法の使 

用における開拓である。

一般に この方法は諸条件の類似しているある期間の季崎交動指数の計算を意味する。か 

く して、市場価恪が利用できる 400 年期間 C戦争時を除外した ) の中、2 0 カ年は収授 

が平均以上であい、のこり20ヵ年は以下であつた。別園の季節交動指数が、この2つ© 

期川の各々について計ﾡされるであろう。

同様に、 手町変動は稲環動が下向している年な らびにm環動が上向している年の間 

において一定の特徴をもつているかもしれない。運動が上向ないし下向している一定期間 

に対す る 月 次平均を得る ために、かゝ る 期間に対する典型的変動が決定で さるかも しれな 

い。

才52図 8盛された1 2力月移動平均のベーセントとしてあらわされた毅物の農民受 

取り月次価格 1935～1942 ,
季沛通は 3つの一般的な年次交化の種ﾡに流過する。

1) 時に関連した究化、つまり季命姿ﾡに対して責任あるﾡ本的影の変化から生 

る 季節運動に. かけ る遂次的変化。かくして上 り早い帰化期日 な らびに産卵所におけ る 

光の 僕用の速吹的紹介お 上 び それに伴 う 冬秋期 と いつた低生産月の間におけ る 開生産 

、の増加は長期間に豆る卵の価格ならびに消爽における季節的変動に本質的な影響をあ 

たえてきた。

94 2ゝ 時間につては不規則であるが、将来再び発生すると期待される、そして有効な 才53図 生産増加年並びに生産滅少年における脈価格の季節変動



種々の条件下における手節変動の決定においては、不作年に続く登作年、連新的な2つ 

の豊作年につゞ く 年、生産週切が下向途上にある切物最作年につゞ く脈市場年等々の種々 

の局面が吉合されるかもしれない。この和の手ﾡ的分析の例は氷5 4図にしめされる。

前 月 下 のﾡ数

前月上の同ﾡ

前・ ﾡ科、

オ54凶 収硬 量に 上 る役物の農民受取 り 価格の 手節突動。

勿論か、> る方法であらわしうる祖合せ数は現在条件を合理的にあらはすに充分新しい年 

期間内に生じた埼間の攻により制限される。かくして分析されるあるグープの中にふく 

まれる年度数があまり少なすさると、典型的節変動は同 じ上 うな特徴を もつある将来の 

年における可ﾡな条件の指示器と しては信用できない。他方も しかゝ る突例が面かれる年 

数が通史的にあまりに遠く ですゝ一とに上 り拡大されるならば、あるグルーブに対し 

ての計算に.く まれる数は最近の条件の代表性不足といつた徹牲において拡大されるかも 

しれない。

13. 方向動としての季節変動

短期認調報告書と関遭しての使用に対して一定の方向ﾡ動の制合変化のかたちで衣現さ 

れた手府変動をもつととは時にのぞしい。たとえば、豚価格が1月上りも2月にいて 

上 り高いと思われる確率度を知ることがのぞましいかもしれない。手節変助の別の表現と 

関迎して使用したならば、たの方法はありうべき短期の価格迎動に関する結晶に到達する 

場合に有効である。との例は氷55図にしめされていへる。ゼ"線以上にある各月の柱の割 

合は価格が前の月におけ る上りも 高かつた年数を しめ してい る。ゼロ 線以下の柱の割合は 

価格が前の月上 り る低かつた年数をしめしている。

オ55図 月 次小麦価格の方向変化

手節変動指数の計究におけると同様に、一定月次方向連効の強率度は、 補内の条件の道

選する いろ いろ な年の結合の使用に 上 り決定される か も しれな wo

14. 時間に関した季手節変動変化の調定。

前述した上 うC、季節変!助の性質は 時間 と 共に遂次変化してい くかも しれない。たとえ

ば、かゝる変化は新しい生産方法ならびにイスクワ ー人生産決の紹介により主に生じな 

ク ゴな上び高の生産量たは価格の節出にあらわれてさている。後者は夏期主に消 

費される品目から年川を通じて使用される消費品目に変化させる 上 うになつた。他世方季簡 

型の性ﾡはある年から次年に急激に変化するかもしれない。たとえば自動軍生産量の季沛 

型は、製作者が年の代 り に冬に新型の 自求を紹介せんと決定した時に本質的に変化 した。

1941年において、 連邦保全局the Federal Reserve Boardは、 かゝる変

化を測定し、ﾡ的する季節変動決定の課単的移動平均法の修正法を発表したCH・ G・Ba- 
rton, Jr・, sAdjustment for Seasonal Vari ation Hed・

Reserve Bul., Vol• 27, pp.518～528, 1941)。普通の方法における 97
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上 り も画々の月ならびC年に対して上 b一層の意が払われているので、その方法は、

1 2マ月移動平均価を元の月次ﾡ科にそうて点示するてとを主張している。それで移動平 

均は出来るだけ正確にﾡ料に流合する上うに手に上り」整する ことがでさる。つきに各月 

に対する災数ﾡ と劇整移動平均価間の比卒 を計算する。 そして100を乗 じて指数に 

かえる。1月に対するすべてのかゝる指数を通線グママ上に時川に対して点示する。河 

似凶姿が2月ならびにその他の月に対しC作られる。(線ないし曲線場ﾡを、1 2の図炎 

に対して一定年の 総ﾡ価が1 200先 で増す という 関求に したがつて、これ らの。 資料に 適 

合す る ・ cれは 上り多く の改少期整 を提供す る 段ﾡの附加攻を しめ す。調整 さ れた場勢価. 

は各年に対する手節変動指数をしめしている。

別々の月に対する図表は、たとえ季節型の中に交化が見出されなかつたとしても、数価 

の函 受である。著者は、ﾡ交動の程度を生意深 く検討せん と する時にはいつで も この図 

衣を作成している。時"図表に上り、資料が総ての月の100線のいナれか一方の側に落 

ちるのを知るととがでさる。かゝる場合には、 すべての年に対する移動平均に対する比率 

が仮 り にﾡ"の月に対する若干相迎したﾡ去で平均されている と して もおそら く本当の科 

変効は存在していない。cの図変に上 り去たわれわれは容易に手跡性が湖次時間と共に 

変化してきたかどうか、比較的固定的であつたか、あるいは急改に変化してさたかどうか、 

を知る～とがでさる。李町性がﾡ対的に固定的であつた場合には、図表は中央傾向を推定 

する に あたって 極端な 攻破 を除去するoに便用で eる。

本章のたの点まで; よ、月び手面性が論の主なる超目であつた。迎源性は 5 2還移動 

平均を使用する～とにより同じ方法で算できる。同じ上うた、週内における日季茄性は 

5ないし6日 移動平均の使用に 上 り 計算できる。後者は ある 商品の市場出荷に関連して若 

干の興味があるかもしれない。

調 "の年に意が向け られる 時は wつで も み整移動平均 を計 す る-とは 有益であ a。 

季節出入 たとえば不作年につゞ く豊作年に対する季節网の財究において,同じ方法でTん 

の年を一に点示する こ と は 行益である ・ これは 前述 した方決と 加以の方法で、特別の 

Subset の年に対して各月の図表を作成する cとrcよ りなされる。火妆値と羽交移動平 

、均川の指淡がォ5 2図の中で側用されているのと同じ方法で一諸に点示される。か、る図 

率の主目的は・ 年の型the subset of years が本当に、同時に別の年の型とは 

相逢しな一定の型Cしたが5かどうかを指摘するととであるCRichard J Foote,

98 John W・ Hlei n, and Malcolm Clough, «The Demand and Pr- 

ice Structure for Corn and Total Feed Concentrates ,n
・

Tech Bul・, U・S・Department of Agriculture.)

・

15. •版効または泊環運動the Oscillatory or Cyslical Movement 
の調定

才7章におへてふ.れた上うに、規則的M環連勋は拓環 a cycleとwわれている。こ 

れは経が欠ぶの中に一役に使用されてさた定義である。感近数学統計学は、"稲品。と 

い5言葉は規地的一定市隔をもつて繰返される現象をいい、"振動。, Oscillation 

という言葉は不規則が川U岡を もつて発生するﾡ環的展開に対して使用される といつている 

か、本載においては、歴史的慣例にしたがつて、両現象に対して"稲環。という言葉を使 

用する。しかしながら価格分折表にとつて関心のある大部分の"m環。, は多分« 自己復帰” 

autoregressive 型の振動である。この区別をしている文献を上む機会をもつ故学 

徒に対する参状交状としては、Richard J Foote, the Stastical Ana- 

1ysis of Cycles Or Oscillations in Time Sories. U.S. 
Department of Agriculture, 1950, 19pp. M.G.Hendell, 
"Oscillatory Movements in English Agriculture,, Jour. 

Rayal Statis・ Soc・, Part ・ Vol.106,pp・9l〜l24.London 
1943 Holbrook Working,.eThe Investigation of Economic 

Expectations. Amer・ Econo. Rev., Val.39,No.3, pp.150～ 
166, 1949 があげられる。

もしある箱瑞里動が賃料系列の中にあらわれていn なeは、それは 部分的には手節振勤 

ﾡ著な上向ならびに下向ﾡ勢ないし不規則突交動により不明謀になるかもしれない。 分な 

らびに手崎交動の影響は、ほゞ前述した方法により除去でさる。これは不規則変動と結合 

した循環的運動 をの こしている。数学的方法は真【の振動運動が一般的であるかどうかを決 

定するために存在している。しかし"の方法は数多の制限を もち、そしてある場合に、こ 

の本の視野をとえている。にれらの精隸された方法が使用されない特には、超勢ならびに 

手師交動を除去した後に、残余連動が真の循環の一部分であり、あるいは規則的に繰返さ 

ない力の結果である国度を決定するために出意深い質的検対を加えることうかぶな用分析 

cとつては必ﾡである。
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1 6. び料の以用

明白な循品的連動 を別圖に とり出す こと は、 もし年次ﾡ科が使用されるならば比核的簡 

Atである。商車統計学においては、月次ﾡ料をもつて仕事をするのがﾡ通であるが、農産 

物価格の研究においては、しぱしば年次資科が循環の价究に使用されている。

年次資料を使用して、ﾡ環的ﾡ動は次のようにして算される。

1 ) さの計新

2 )同じ年次の実故値から超分の年次教他を代教的に達引く。

3) 台分に相当する水平ゼ"線の上方、下方にイナス、ブッスの偏差を点示する。 

との方法は*5 6図の下段の図に図示される。

"
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もしのぞむならば、年次変動は実側差ないしき割合として上 り もむしろ巒勞の則台と 

してあらわされるかもしれない。この場合、 もとの年次質料は、同じ年における機労の年 

次数価に上 b 創られ、そして100 を乗ぜられる。グラ マ上においては、別の方法で使用 

さ れた ゼ" 線は ﾡ分に相当する100をあらわ す線に よ り 代述される。

もし2,3の明ﾡなﾡ労が衛料系列の中にぷ宗 されるならば、計された直線ないし曲線 

。 系例に よ る 基労の表現は循京的地動をあ らわしている残遷の持現性をやぶる こ と が必要 

とされるであろう。その場地合、ﾡ環の平均的長さあるいはその長さの数倍に祈しい各平均 

をうる ために使用した 期間を越勢計ﾡの移動平均に使用する -と がのぞ 会 しいか も しれ 

ないo
もし価格究料のﾡ労が明白でないならば、 もとの年次資科は、価格水準に対して修正さ 

れc*10i金照うそ して修正価格ないし価格水ﾡにおける交化に対して修正された単純 

価格指数、つまり"情買力指数indox numbers of purchasing pOter 
として表現されるかもしれない。それらはそれ以上の操作なしに点示される。史者の方法 

はォ 2 1図Cォ7)に図示されている。

ある 目的に 対して、 も との資科 を 消火者所得といつたある別の要因の空化に対して修正 

する- とはのぞましいかも しれなv。 乙れは各年次価格C なし価権指数) を同じ年の族 

正要因の指 数に 上 り 尚る 乙とに上り、前ﾡでしめ した方法でおてなわれるか も しれない。 

しかしながら、消費番所得のﾡ々の交化は比例的に価格に響しない、つ生り7 5か68 

5 までの消費福•所カ 街数の 上昇は、 105から115 での上昇上 り も価格に より太 さな 

影啓をあたえるが故に、かゝる手続きは真の修正とはな らなv。じ考え方は一般価格水 

準の変化に対する 令正に関して適用する。乙の局面は和々の歩正法に上 b ﾡされる。I 

相分析は消費者所得Cないし使用される修正関に依年する、商品価絡考) と商品固 

格川の純用をあ らわす純回帰線をう る ためにおとなわれる。それから実際価格は、同こ 

年に対する 回ﾡ報を続み取る こと に上 り 件られる値をかゝる価格か らき引さ、ある いは加 

え.る ことに 上り 彦正 Hれる。たと冬ば、実価格は川位当 b.00ド ～であ b、しかし消 

費者所に対 する 純回帰は ・ そ の年に ない て。消費 番所得は 一定の供給に対して平均価 

格上 b0.10 ドル高いへ価格をあたえるとをしめしているかもしれない。それ故1.。 0 ド 

ルか、ら0.10ド ～差引 かれ、0.4 0 ド の戦正価格 をうる。

ォ56図は、前。 方法でﾡ 費者所祥の 変花にに対 して修正されて、明白なﾡ税動 をしめ 

してる実例を提供している。それはまたﾡ音以外の商品の 西格ならびに生産における明

<X P6 多を ノグ。 / /ムイ冷 
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a.

才56出 イゴの面秋ならびに価格の超労お上びﾡ球、19181934 
価格は 消費 者所得の 突化に対して修正されている。

尚もら一つの方法は(差を、 もう一つの計算関を加えるととに上り、協勢からの偏当 

割合にかえるとたとである。つり各年の実偏遂を同じ年に☆ける歳らの年数価でﾡり、そ 

れrc1 0 0を果する。得られた年次指数はﾡ勢からの偏差削合であ b、それは歯勢に相当

100 するゼ"線のまわりC点示されるかもしれない。
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白なﾡ環の存在例をしめしている。イチゴ瞳授は数年間かゝる。かかゝる理由に上り充分 

効興的になるためには生産調整に対して安年を必具とする。 イチゴ経営の ～の特徴は、 

分析の対照期間の間、豚術環に救多の点でﾡ似したﾡ照的型のを明白に説明する。

時々、同じ図表上に価格と生産のﾡﾡを示めし、あるいは規則性、期間における変化 

ならびに 生産の世富さ、価格ﾡ環あるいは和々の商品をみらわす2つ、ないしはそれ以 

上の価格M環を比較する～とがのぞまれる。 これはォ5 6図においへておとなつた上うに 

ある図表上C両術環を点示する乙とに」りおとなわれる。しかしながら、それぞれの循 

※的変動の強度が変化しているが故に、かゝる比較は不浜足であると思われる。たの場 

合においては、m環的処動をあらわしている各系列の標ﾡ側を計算し、それから各涼 

単偏巻に上 り各系列の年次指故を制るてとにより、2つの循環の平均ﾡ度を等しくする 

と とがのぞまれるか も しれない。

1 7. 価環的交動決定に月次資科を使用ナる-と。

月次資料は循球的変動の決定に 使用 される。時に稲照か、短期年政を皿大税する和知 

いならCクマゴﾡ格の 3 っ 年ﾡ環に 関逃するように)特にそうである。あるいは史た 

幡環の頂点と 谷におけ る 変曲点 を 出来る だけ 正崎に位量 させんとする 場合、めるいは月 

月 の油炭 を作る 必梦の ある I•投合に も月次資料が使用される。最後の 2 つの要求は 商策資 

料の分析の特徴である。か.ゝる 理由でﾡ環動を取 り 出 す統計技術を取り 扱つている交 

決は大低月 次資科に上 o あ らわされている。ある 農業統小学者も農施物価格分析におい 

て同に手税きにしたがつている。尖際には、農産物価格分析におい て はか ゝ る 酸密な 方 

法をとる必要はす くない。そして年次資料をつかつて仕事する と とが大いに容易である。

も しある正当な理由で月次ﾡ料をつかつて仕事するたとかのぞれるならば、循環 

動の決定にﾡいて季の交動ならびに歯勢を消去する 2つの一般的な方法が利用される。

1) 疲もやさし方法は12力月移動平均を計し それからある年の趨勢値を代 

数的C同じ年の移動平均催から遂引 く cとである C あるいは歳勢の制合と して後番 

を表現する)。いいかえれば移動平均は季節変動を消去し、それで移動平均の月次 

資料数値を、年次資料であるがごとく、使用するわけである。あるいはますもとの 

月次兵料は 場の割合と して表現され、そ して移動平均的比本が月 次指政を円ﾡに 

するためC作成される。

102 しかしながら前述の方法は、季節動の規則的週期性の→部でない超労からの短 

期変動 を 最小に さはろ上うな方法でもとの資料を 円清に する。そしてまた最後の 6 力 

月は移動平均によりマペーされない故に、最近 までの 月 の循規 を 表現できない。かゝ 

る理由でこの方法は、 たと父ある目的に対しては充分であるとしても、あまり使用さ 

れないo
2) れらの除害は、多分商業統計においてしばしば使用される、次の方法によりの 

ぞかれる。典型的な手節変動の指数を李前突勤を取りあつかつた前で説明したある 

方法によりt算する。それから元の月次資料を、各月の故値を同じ月の季節変動相数 

で割る ととによつて、季節変動に対して修正する。それ以ﾡの手順は1の方法あるい 

は年次資料に対する 場合の方法と同 じである。
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